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『
福
祉
』
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
『
車
椅
子
に
乗
っ
た
高
齢

者
』
『
そ
の
車
椅
子
を
押
す
福
祉
施

設
の
職
員
』
な
ど
、
支
援
の
『
受
け

手
』
と
『
支
え
手
』
の
姿
を
そ
れ
ぞ

れ
想
像
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
、
福
祉
を
取
り
巻
く

状
況
は
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
は
多
様

化
・
複
雑
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
制
度

で
は
支
援
の
対
象
と
な
り
に
く
い

『
社
会
的
孤
立
』
、
多
種
多
様
な
支

援
を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
の
対
応
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
す
べ
き
課
題

が
全
国
的
に
生
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
専
門
的

な
知
識
が
あ
る
団
体
・
個
人
以
外
に

も
、
地
域
で
暮
ら
す
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
『
受
け

手
』
、
提
供
す
る
『
支
え
手
』
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
固
定
化
し
た
役
割
分

担
で
は
な
く
、
少
し
で
も
誰
か
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
『
受
け
手
』

も
誰
か
の
『
支
え
手
』
と
し
て
活
躍

し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
ま
た
『
福
祉
』

の
一
つ
の
形
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
登
別
市
地
域
福
祉
計
画
』
は
、

住
民
一
人
一
人
の
暮
ら
し
と
生
き
が

い
を
、
地
域
と
と
も
に
創
る
『
地
域

共
生
社
会
』
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
策
定
し
た
取
り
組
み

は
、
子
ど
も
や
高
齢
の
方
、
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
が
、
互
い
に
関
心
を

持
ち
、
安
心
し
て
身
近
な
方
と
日
々

触
れ
合
う
中
で
自
然
に
会
話
が
生
ま

れ
、
小
さ
な
喜
び
が
連
続
す
る
、
そ

の
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
進
め
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
関
係

者
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
が
共
に
参

画
し
、
互
い
に
支
え
合
い
、
高
め
合

い
、
協
働
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
近
年
、
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
こ

と
で
、
単
独
の
機
関
や
地
域
で
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
課
題
の
解
決
に
は
、
関
係
機
関
や

地
域
な
ど
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
た
支
援
を
行
う
こ
と

が
必
要
と
な
る
た
め
、
市
は
、
こ
れ

ま
で
も
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
や

町
内
会
な
ど
の
団
体
や
市
民
と
、
地

域
の
見
守
り
な
ど
幅
広
い
福
祉
活
動

を
一
緒
に
行
う
な
ど
、
連
携
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
市
の
福
祉
施
策
の
土
台
と
な
る

『
登
別
市
地
域
福
祉
計
画
』
は
、
登

別
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る

『
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画
「
き

ず
な
」
』
と
の
連
動
を
意
識
し
て
策

定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
策
定
し
た
『
第
３
期
登
別
市

地
域
福
祉
計
画
』
は
、
策
定
の
準
備

段
階
か
ら
複
数
回
に
わ
た
っ
て
登
別

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
話
し
合
い
の

場
を
設
け
、
お
互
い
の
計
画
の
目
標

や
事
業
の
関
連
付
け
を
行
い
、
方
向

性
の
統
一
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
『
第
３
期
登
別
市
地

域
福
祉
計
画
』
で
は
、
計
画
の
期
間

を
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
『
登
別
市
地

域
福
祉
実
践
計
画
「
き
ず
な
」
』
と

一
致
さ
せ
た
ほ
か
、
基
本
目
標
ご

と
に
『
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計

画
「
き
ず
な
」
』
の
関
連
事
業
な
ど

を
記
載
す
る
と
い
う
初
の
試
み
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
は
、
連
携
し
た
取
り
組
み
が
広

く
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
課
題
の

解
消
が
進
み
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
の
姿
に
近
づ
く
と
い
う
考
え
の

下
、
今
後
も
『
登
別
市
地
域
福
祉
実

践
計
画
「
き
ず
な
」
』
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
化
し
、
登
別
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
や
市
民
と
共
に
地
域
福
祉
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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誰もが主役になれる福祉のまちづくりへ
～『第３期登別市地域福祉計画』を策定しました～

　
令
和
４
年
３
月
、
市
は
『
第
３
期
登
別
市
地

域
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
３
月
に
『
第
１
期
登
別
市
地
域
福

祉
計
画
』
を
策
定
し
て
以
降
、
市
は
『
登
別
市

ぬ
く
も
り
あ
る
福
祉
基
本
条
例
』
に
定
め
る
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
全
体
で
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
福
祉
施
策
を
よ
り
充
実

さ
せ
、『
地
域
共
生
社
会
』

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
に
策

定
し
た
『
第
３
期
登
別
市

地
域
福
祉
計
画
』
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支え合い高め合う福祉のまちづくり
インタビュー

　『第３期登別市地域福祉計画』の策定には、福祉・教育・経済などさまざまな分野の
団体から推薦された市民などからなる『登別市福祉のまちづくり検討委員会』が行政
と共に内容の検討を行い、市民と行政が手を携えて作り上げたものとなっています。
　これからの地域福祉の担い手となる市民が計画策定に参画することで、登別市社
会福祉協議会が策定する『登別市地域福祉実践計画「きずな」』との連動をより強く
意識した内容となり、地域全体で地域福祉を推進する指針とすることができたと考え
ています。
　この度、私は、本委員会の会長と、登別市社会福祉協議会が策定する地域福祉実
践計画における『きずな推進委員会』の委員長を同時に拝命することとなりました。
　互いに連携する両計画の策定に携わることで、行政や市民、町内会、関係機関、事
業者などのそれぞれが、その役割を見つめ直すとともに、お互いがまちの将来を見据
えて意識を共有することの大切さを感じました。
　また、地域福祉そのものが、地域住民の主体的な参加を大前提としていることから、
その計画を皆で創り上げていくことによって、まちの地域福祉を推進していく気運の醸
成につながっていくものと改めて認識したところであります。
　計画は策定したところで終わりではありません。今後はこの計画が福祉のまちづくり
にどのように生かされていくのか、引き続き見守っていきたいと考えております。

会長　田渕　純勝さん

登別市福祉のまちづくり
検討委員会

た　ぶち　　　すみ かつ

計画はさまざまな視点から検討し、
策定しました
●登別市福祉のまちづくり検討委員会
　地域福祉そのものが地域住民の主体的な参加を大前
提としたものであるため、計画の策定には、『住民参加
による策定プロセス』を重要視しました。
　地域福祉推進の中心的な役割を担う地域住民や登別
市社会福祉協議会、町内会、民生委員児童委員協議会
をはじめとする福祉関係者、教育関係者、経済関係者
などによる総合的な体制である同委員会を設置し、地
域福祉の現状や課題について意見交換や議論を重ね、
計画の策定を進めました。

　市役所の部署の垣根を越えた連携体制を整備するた
め、関係部署から実務に基づく意見を聞き取ったほか、
各個別計画との整合性を図るため同委員会を設置し、
各種制度や各部局での取り組みの現状などについて意
見聴取や議論を行いました。

▲登別市福祉のまちづくり検討委員会の様子

●登別市地域福祉計画庁内検討委員会

『
地
域
共
生
社
会
』を

目
指
し
て

誰
も
が
誰
か
の
支
え
手
に

な
れ
る『
福
祉
』

第
３
期
計
画
は『
き
ず
な
計
画
』

と
連
動
し
て
い
ま
す

第３期登別市地域福祉計画の位置づけ
　この計画は、社会福祉法第 107 条に基づく『地域福祉計画』です。
『登別市総合計画』を上位計画とし、『登別市まちづくり基本条例』
の理念に基づく保健福祉分野の施策を総合的・計画的に推進する
ための基本計画として、各分野の個別計画に共通する理念を相互
に関連付けるものです。

条例の基本理念・基本目標に基づく個別計画

登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画「
き
ず
な
」

（
社
協
策
定
）

連
携

登
別
市
再
犯
防
止
推
進
計
画

包
含

第３期登別市地域福祉計画
登別市ぬくもりある福祉基本条例

登別市総合計画（基本構想）
登別市まちづくり基本条例

●高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画
●障がい者支援計画
●健康増進計画
●子ども・子育て支援事業計画
●男女共同参画基本計画
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受
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そ
の
結
果
、
『
第
３
期
登
別
市
地

域
福
祉
計
画
』
で
は
、
計
画
の
期
間

を
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
『
登
別
市
地

域
福
祉
実
践
計
画
「
き
ず
な
」
』
と

一
致
さ
せ
た
ほ
か
、
基
本
目
標
ご

と
に
『
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計

画
「
き
ず
な
」
』
の
関
連
事
業
な
ど

を
記
載
す
る
と
い
う
初
の
試
み
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
は
、
連
携
し
た
取
り
組
み
が
広

く
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
課
題
の

解
消
が
進
み
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
の
姿
に
近
づ
く
と
い
う
考
え
の

下
、
今
後
も
『
登
別
市
地
域
福
祉
実

践
計
画
「
き
ず
な
」
』
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
化
し
、
登
別
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
や
市
民
と
共
に
地
域
福
祉
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2誰もが主役になれる福祉のまちづくりへ3 誰もが主役になれる福祉のまちづくりへ
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問い合わせ　社会福祉グループ（☎85１９１１）

誰もが主役になれる福祉のまちづくりへ
～『第３期登別市地域福祉計画』を策定しました～

　
令
和
４
年
３
月
、
市
は
『
第
３
期
登
別
市
地

域
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
３
月
に
『
第
１
期
登
別
市
地
域
福

祉
計
画
』
を
策
定
し
て
以
降
、
市
は
『
登
別
市

ぬ
く
も
り
あ
る
福
祉
基
本
条
例
』
に
定
め
る
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
全
体
で
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
福
祉
施
策
を
よ
り
充
実

さ
せ
、『
地
域
共
生
社
会
』

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
に
策

定
し
た
『
第
３
期
登
別
市

地
域
福
祉
計
画
』
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支え合い高め合う福祉のまちづくり
インタビュー

　『第３期登別市地域福祉計画』の策定には、福祉・教育・経済などさまざまな分野の
団体から推薦された市民などからなる『登別市福祉のまちづくり検討委員会』が行政
と共に内容の検討を行い、市民と行政が手を携えて作り上げたものとなっています。
　これからの地域福祉の担い手となる市民が計画策定に参画することで、登別市社
会福祉協議会が策定する『登別市地域福祉実践計画「きずな」』との連動をより強く
意識した内容となり、地域全体で地域福祉を推進する指針とすることができたと考え
ています。
　この度、私は、本委員会の会長と、登別市社会福祉協議会が策定する地域福祉実
践計画における『きずな推進委員会』の委員長を同時に拝命することとなりました。
　互いに連携する両計画の策定に携わることで、行政や市民、町内会、関係機関、事
業者などのそれぞれが、その役割を見つめ直すとともに、お互いがまちの将来を見据
えて意識を共有することの大切さを感じました。
　また、地域福祉そのものが、地域住民の主体的な参加を大前提としていることから、
その計画を皆で創り上げていくことによって、まちの地域福祉を推進していく気運の醸
成につながっていくものと改めて認識したところであります。
　計画は策定したところで終わりではありません。今後はこの計画が福祉のまちづくり
にどのように生かされていくのか、引き続き見守っていきたいと考えております。

会長　田渕　純勝さん

登別市福祉のまちづくり
検討委員会

た　ぶち　　　すみ かつ

計画はさまざまな視点から検討し、
策定しました
●登別市福祉のまちづくり検討委員会
　地域福祉そのものが地域住民の主体的な参加を大前
提としたものであるため、計画の策定には、『住民参加
による策定プロセス』を重要視しました。
　地域福祉推進の中心的な役割を担う地域住民や登別
市社会福祉協議会、町内会、民生委員児童委員協議会
をはじめとする福祉関係者、教育関係者、経済関係者
などによる総合的な体制である同委員会を設置し、地
域福祉の現状や課題について意見交換や議論を重ね、
計画の策定を進めました。

　市役所の部署の垣根を越えた連携体制を整備するた
め、関係部署から実務に基づく意見を聞き取ったほか、
各個別計画との整合性を図るため同委員会を設置し、
各種制度や各部局での取り組みの現状などについて意
見聴取や議論を行いました。

▲登別市福祉のまちづくり検討委員会の様子

●登別市地域福祉計画庁内検討委員会

『
地
域
共
生
社
会
』を

目
指
し
て

誰
も
が
誰
か
の
支
え
手
に

な
れ
る『
福
祉
』

第
３
期
計
画
は『
き
ず
な
計
画
』

と
連
動
し
て
い
ま
す

第３期登別市地域福祉計画の位置づけ
　この計画は、社会福祉法第 107 条に基づく『地域福祉計画』です。
『登別市総合計画』を上位計画とし、『登別市まちづくり基本条例』
の理念に基づく保健福祉分野の施策を総合的・計画的に推進する
ための基本計画として、各分野の個別計画に共通する理念を相互
に関連付けるものです。

条例の基本理念・基本目標に基づく個別計画

登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画「
き
ず
な
」

（
社
協
策
定
）

連
携

登
別
市
再
犯
防
止
推
進
計
画

包
含

第３期登別市地域福祉計画
登別市ぬくもりある福祉基本条例

登別市総合計画（基本構想）
登別市まちづくり基本条例

●高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画
●障がい者支援計画
●健康増進計画
●子ども・子育て支援事業計画
●男女共同参画基本計画
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い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
抱
え
て
い
る

人
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
人
の
尊

厳
を
認
め
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
、
困
っ
た
時
に
支
え

合
う
『
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
』

や
互
い
を
認
め
て
支
え
合
う
『
共
に

生
き
る
社
会
づ
く
り
』
を
進
め
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
中
に
は
、
年
齢
や
環
境
な

ど
に
よ
っ
て
体
が
自
由
に
動
か
な
い
、

子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
も
ら
う
方
が

見
つ
か
ら
な
い
、
人
と
つ
な
が
る
機

会
が
身
近
に
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
り
ご
と
を
抱
え
て
生
活
し
て
い

る
人
が
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
困
っ
て
い
る
人
同
士
が
補

い
合
う
こ
と
で
、
困
り
ご
と
を
解
決

し
て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
登

別
市
地
域
福
祉
計
画
』
は
、
そ
ん
な

人
と
人
と
の
『
温
も
り
』
を
大
切
に

し
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
『
福
祉
』
の
取
り
組
み
に
は
、
市

や
関
係
機
関
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
福
祉
関
係
団
体
以
外
に
も
た
く

さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
登
別
市
で
は
、

町
内
会
な
ど
が
地
域
の
高
齢
者
な
ど

4誰もが主役になれる福祉のまちづくりへ5 誰もが主役になれる福祉のまちづくりへ
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の
見
守
り
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
多
く
の
方
の

相
談
・
援
助
活
動
を
行
っ
た
り
す
る

な
ど
、
市
民
に
よ
る
福
祉
活
動
が
幅

広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
福
祉
』
の
取
り
組
み
は
、
決
し

て
特
別
な
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
で
き

る
範
囲
で
そ
っ
と
手
を
さ
し
の
べ
た

り
、
支
え
て
も
ら
っ
た
ら
小
さ
な
こ

と
で
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
に
出

し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
ん
な
当
た
り

前
の
こ
と
が
、
ま
ち
の
福
祉
を
進
め

る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
策
定
し
た
計
画
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
自
身
の
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
の
た
め
、
ま
た
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　『第３期登別市地域福祉計画』
は、市公式ウェブサイトに掲載し
ているほか、市役所１階市民コー
ナーや各支所、市
民会館などの公共
施設に備え付けて
います。

７つの基 本 目 標と代表的な取り組み

（福祉推進体制の整備に関すること）
共に支え合うまちづくり

（高齢者福祉に関すること）

のびやかな人生が息づく
まちづくり （健康推進に関すること）

健康を守り育てるまちづくり
（障がい者・障がい児福祉に関すること）
やさしさに満ちたまちづくり

（子育てに関すること）

安心して子どもを生み、
健やかに育つまちづくり （男女共同参画に関すること）

男女が共に参画する
まちづくり （困窮者支援、防災、防犯、再犯防止に関すること）安全で安心して暮らせるまちづくり7

あ
な
た
も一緒
に『
福
祉
』に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　『登別市地域福祉計画』の基本理念を体現していくため、計画の中では、次の７つの
基本目標を掲げ、その基本目標を達成するための取り組みを設定しています。

●福祉教育の充実に努め、地域福祉の重要性につ
いて普及啓発を図ります。

●各分野を横断した多
機関の協働による重
層的なセーフティー
ネットの構築を目指
します。

●市民と関係機関の連
携による支え合いや、
地域における公益的
な取り組みの促進に
努めます。

●母子保健の充実を図るとともに、子育てに関す
る情報提供や相談を行います。

●子どもの居場所づくり
や交流の機会の提供に
より、子どもの社会性
や自主性が育つ環境を
つくります。

●地域全体で子どもを見
守る機能を充実させ、
虐待の防止などの子ど
もの権利擁護、少年非
行防止に努めます。

●高齢者が活動する場の提供やフレイル予防など、
高齢者の地域・社会活動を推進する環境づくり
に取り組みます。

●『地域包括ケアシステム』推進などに向けた取
り組みを進めます。

●介護人材の育成
や市と介護保険
事業者との連携
により、利用者
に対応した質の
高いサービスの
充実を図ります。

●男女共同参画に関する理解と認識を深めるため
の情報収集・提供や啓発活動に努めます。

●地域活動や社会活動への男女の積極的な参加を
促進するため、意識づくりや環境整備に努めま
す。

●経済的に困窮している人の情報把握
に努め、生活扶助や自立相談支援な
どを実施します。

●地域住民や職員の防災意識の浸透や
災害時の行動対応の向上を図ります。

●町内会等や関係機関と連携し、防犯
上の問題がありそうな場所を把握・
改善し、安全な生活環境の整備に努
めます。

●保護司や法務省関係機関などと連携
し、青少年の犯罪や非行の未然防止、
立ち直り支援などを図ります。

●こころと身体の健康づくりに関する知識の普及
を図り、市民の主体的な健康づくりへの意識を
醸成します。

●各種がん検診や健康診査などを実施し、市民の
主体的な健康づくりへの意識の向上を図ります。

●市民の安全・安
心を確保するた
め、地域医療の
充実に努めます。

●広報紙、各種講習
会、福祉教育など
あらゆる機会を通
じて、ハートバリ
アフリーなどの普
及啓発を行います。

●相談支援事業所に
おける相談支援体
制の充実を図って
いきます。

●スポーツ、レクリエーションや文化活動を行う
関係団体の支援や参加機会の拡充に努めます。
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え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　『第３期登別市地域福祉計画』
は、市公式ウェブサイトに掲載し
ているほか、市役所１階市民コー
ナーや各支所、市
民会館などの公共
施設に備え付けて
います。

７つの基 本 目 標と代表的な取り組み

（福祉推進体制の整備に関すること）
共に支え合うまちづくり

（高齢者福祉に関すること）

のびやかな人生が息づく
まちづくり （健康推進に関すること）

健康を守り育てるまちづくり
（障がい者・障がい児福祉に関すること）
やさしさに満ちたまちづくり

（子育てに関すること）

安心して子どもを生み、
健やかに育つまちづくり （男女共同参画に関すること）

男女が共に参画する
まちづくり （困窮者支援、防災、防犯、再犯防止に関すること）安全で安心して暮らせるまちづくり7

あ
な
た
も一緒
に『
福
祉
』に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　『登別市地域福祉計画』の基本理念を体現していくため、計画の中では、次の７つの
基本目標を掲げ、その基本目標を達成するための取り組みを設定しています。

●福祉教育の充実に努め、地域福祉の重要性につ
いて普及啓発を図ります。

●各分野を横断した多
機関の協働による重
層的なセーフティー
ネットの構築を目指
します。

●市民と関係機関の連
携による支え合いや、
地域における公益的
な取り組みの促進に
努めます。

●母子保健の充実を図るとともに、子育てに関す
る情報提供や相談を行います。

●子どもの居場所づくり
や交流の機会の提供に
より、子どもの社会性
や自主性が育つ環境を
つくります。

●地域全体で子どもを見
守る機能を充実させ、
虐待の防止などの子ど
もの権利擁護、少年非
行防止に努めます。

●高齢者が活動する場の提供やフレイル予防など、
高齢者の地域・社会活動を推進する環境づくり
に取り組みます。

●『地域包括ケアシステム』推進などに向けた取
り組みを進めます。

●介護人材の育成
や市と介護保険
事業者との連携
により、利用者
に対応した質の
高いサービスの
充実を図ります。

●男女共同参画に関する理解と認識を深めるため
の情報収集・提供や啓発活動に努めます。

●地域活動や社会活動への男女の積極的な参加を
促進するため、意識づくりや環境整備に努めま
す。

●経済的に困窮している人の情報把握
に努め、生活扶助や自立相談支援な
どを実施します。

●地域住民や職員の防災意識の浸透や
災害時の行動対応の向上を図ります。

●町内会等や関係機関と連携し、防犯
上の問題がありそうな場所を把握・
改善し、安全な生活環境の整備に努
めます。

●保護司や法務省関係機関などと連携
し、青少年の犯罪や非行の未然防止、
立ち直り支援などを図ります。

●こころと身体の健康づくりに関する知識の普及
を図り、市民の主体的な健康づくりへの意識を
醸成します。

●各種がん検診や健康診査などを実施し、市民の
主体的な健康づくりへの意識の向上を図ります。

●市民の安全・安
心を確保するた
め、地域医療の
充実に努めます。

●広報紙、各種講習
会、福祉教育など
あらゆる機会を通
じて、ハートバリ
アフリーなどの普
及啓発を行います。

●相談支援事業所に
おける相談支援体
制の充実を図って
いきます。

●スポーツ、レクリエーションや文化活動を行う
関係団体の支援や参加機会の拡充に努めます。



62022.５月号令和３年度　登別市の財政状況

区　　分 予算額（ａ）
収入 支出

収入額（ｂ） 収入率
（ｂ/ａ） 支出額（ｃ） 執行率

（ｃ/ａ）
国民健康保険特別会計
学校給食事業特別会計
介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

カルルス温泉スキー場
事業特別会計

55億9,387万円
3億6,362万円
39億 649万円

1億 588万円

8億5,950万円

49億8,140万円
2億3,888万円
33億2,451万円

6,169万円

6億3,274万円

51億5,535万円
3億3,188万円
34億8,983万円

9,711万円

8億2,694万円

89.1%
65.7%
85.1%

58.3%

73.6%

92.2%
91.3%
89.3%

91.7%

96.2%

予算額 収入額

市税

地方交付税

国・道支出金

市債

その他

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

予算額 支出額

民生費

衛生費
土木費
公債費

給与費

その他

300

250

200

150

100

0

50

（億円）

令和
３年度

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
収
入

と
支
出
の
状
況
や
市
債
（
借
金
）
の
残
高
、
市
有
財
産
の
状
況
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

特別会計

収入
収入額収入額
収入率収入率

支出額
執行率

支出
252億6,033万円

224億 843万円
88.7㌫

209億3,524万円
82.9㌫ 問

い
合
わ
せ
　
財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
3
3
1
）

※金額や数値は、５月まで変動することがあります。
※単位未満を四捨五入しているため、合計値などが一致しない場合があります。
※予算額には前年度からの繰越額を含みます。

登
別
市
の
財
政
状
況

予算額

　国民健康保険や学校給食など、特定の事業において、使途が決まった
収入（保険料や給食費など）を財源として実施する事業に関するお金

一般会計 　市税や国からの地方交付税などを財源とした、福祉や教育、公共施設
の整備など、市の基本的な事業に関するお金

■民生費　医療や福祉などに使ったお金
■衛生費　健康増進やごみ処理などに
　使ったお金
■土木費　道路や公園などの整備、維持
　管理などに使ったお金
■公債費　借金の返済に使ったお金
■給与費　職員の給料などの支払いに使
　ったお金 

■市税　市民税、固定資産税、軽自動車
　税など、市の税金
■地方交付税　人口や市税収入などに応
　じて国から交付されたお金
■国・道支出金　特定の事業に対し、国
　や北海道から交付されたお金
■市債　国や金融機関から借り入れたお
　金

7 2022.５月号 令和３年度　登別市の財政状況

登別市の財政状況

市民一人当たりに換算した場合
一般会計

49万 810円
45万8,543円
10万1,248円

一般会計＋特別会計

区　　分 残　　高
一般会計

特別
会計 学校給食事業特別会計

合　　計

200億8,780万円

5,446万円

201億4,226万円

区　　分 借入金残高
一般会計

特別会計

合　　計

0円

0円

0円

区　　分 金額・面積
土　　地
建　　物

基金など 現　金
出資金・
債権など

出資金など
債　権

　公共施設の建設や道路の整備などを進めるために、
国や金融機関から借り入れた資金の残高です。

　市民サービスの提供に活用するため、土地や建物を
所有しているほか、特定の目的や万が一のときに使え
る基金（預金）などを保有しています。

市債（借金）の残高

一時借入金の残高

市の財産

　一時的な資金不足により、市民への給付や納入業者
への支払いに支障が生じないよう、金融機関から借り
入れた資金の残額です。 ●収入額　　　

●支出額　　　
●負担する市税

●市債残高 44万1,175円
45,656人

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
基
金
残

高
が
大
幅
に
増
加
し
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
な
水
準
に
達
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
市
役

所
本
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
を
予
定

　
財
政
運
営
を
行
う
上
で
は
、
収
入
に
占
め
る
市

税
の
割
合
は
高
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
登
別
市
の
市
税
は
、
近
年
51
億
円
台
で

推
移
し
、
令
和
２
年
度
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
50
億
円
を
割
り
込
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
支
出
の
う
ち
、
公
債
費
や
人
件
費
、
扶

助
費
は
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

こ
れ
ら
が
歳
出
の
多
く
を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
以
降
、
そ
の
他
の
割
合
が

増
え
て
い
る
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
特
定
の
事
業
へ
の
使
用
や
財
源
の
調
整

の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
基
金（
預
金
）の
う
ち
、

万
が
一
の
と
き
の
備
え
と
し
て
い
る
基
金
（
財
源

調
整
用
基
金
）
の
残
高
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
約

7.5
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
基
金
（
預
金
）
は
、
今
後
の
人
口
減

少
な
ど
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
や
、
国
の
計
画

・
財
政
状
況
な
ど
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
減
額
と

な
っ
た
と
き
な
ど
に
備
え
て
一
定
程
度
保
有
し
て

し
て
い
る
ほ
か
、
人
口
減
少
に
よ
る
市
税
収
入
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
楽
観
視

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
安
定
的
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
国
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
を
確

保
す
る
ほ
か
、
事
務
事
業
評
価
や
予
算
編
成
な
ど

を
通
じ
て
、
事
業
の
必
要
性
、
効
率
性
に
つ
い
て

不
断
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

政
状
況
の
推
移
と
今
後
の
運
営

令和
３年度

財

※人口（令和４年３月31日現在）

694.8万平方㍍
26.4万平方㍍
53億7,733万円
1億 690万円
3億9,213万円

収入の推移支出の推移 （億円）（億円）

財源調整用基金残高の推移財源調整用基金残高の推移

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
（億円）

令和３年度令和２年度令和元年度平成30年度平成29年度 　

令和３年度令和２年度令和元年度平成30年度平成29年度令和３年度令和２年度令和元年度平成30年度平成29年度

300

250

200

150

100

50

0

300

250

200

150

100

50

0

その他
市債国・道支出金

地方交付税市税

その他
普通建設事業費繰出金

公債費扶助費人件費



62022.５月号令和３年度　登別市の財政状況

区　　分 予算額（ａ）
収入 支出

収入額（ｂ） 収入率
（ｂ/ａ） 支出額（ｃ） 執行率

（ｃ/ａ）
国民健康保険特別会計
学校給食事業特別会計
介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

カルルス温泉スキー場
事業特別会計

55億9,387万円
3億6,362万円
39億 649万円

1億 588万円

8億5,950万円

49億8,140万円
2億3,888万円
33億2,451万円

6,169万円

6億3,274万円

51億5,535万円
3億3,188万円
34億8,983万円

9,711万円

8億2,694万円

89.1%
65.7%
85.1%

58.3%

73.6%

92.2%
91.3%
89.3%

91.7%

96.2%

予算額 収入額

市税

地方交付税

国・道支出金

市債

その他

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

予算額 支出額

民生費

衛生費
土木費
公債費

給与費

その他

300

250

200

150

100

0

50

（億円）

令和
３年度

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
収
入

と
支
出
の
状
況
や
市
債
（
借
金
）
の
残
高
、
市
有
財
産
の
状
況
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

特別会計

収入
収入額収入額
収入率収入率

支出額
執行率

支出
252億6,033万円

224億 843万円
88.7㌫

209億3,524万円
82.9㌫ 問

い
合
わ
せ
　
財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
3
3
1
）

※金額や数値は、５月まで変動することがあります。
※単位未満を四捨五入しているため、合計値などが一致しない場合があります。
※予算額には前年度からの繰越額を含みます。

登
別
市
の
財
政
状
況

予算額

　国民健康保険や学校給食など、特定の事業において、使途が決まった
収入（保険料や給食費など）を財源として実施する事業に関するお金

一般会計 　市税や国からの地方交付税などを財源とした、福祉や教育、公共施設
の整備など、市の基本的な事業に関するお金

■民生費　医療や福祉などに使ったお金
■衛生費　健康増進やごみ処理などに
　使ったお金
■土木費　道路や公園などの整備、維持
　管理などに使ったお金
■公債費　借金の返済に使ったお金
■給与費　職員の給料などの支払いに使
　ったお金 

■市税　市民税、固定資産税、軽自動車
　税など、市の税金
■地方交付税　人口や市税収入などに応
　じて国から交付されたお金
■国・道支出金　特定の事業に対し、国
　や北海道から交付されたお金
■市債　国や金融機関から借り入れたお
　金

7 2022.５月号 令和３年度　登別市の財政状況

登別市の財政状況

市民一人当たりに換算した場合
一般会計

49万 810円
45万8,543円
10万1,248円

一般会計＋特別会計

区　　分 残　　高
一般会計

特別
会計 学校給食事業特別会計

合　　計

200億8,780万円

5,446万円

201億4,226万円

区　　分 借入金残高
一般会計

特別会計

合　　計

0円

0円

0円

区　　分 金額・面積
土　　地
建　　物

基金など 現　金
出資金・
債権など

出資金など
債　権

　公共施設の建設や道路の整備などを進めるために、
国や金融機関から借り入れた資金の残高です。

　市民サービスの提供に活用するため、土地や建物を
所有しているほか、特定の目的や万が一のときに使え
る基金（預金）などを保有しています。

市債（借金）の残高

一時借入金の残高

市の財産

　一時的な資金不足により、市民への給付や納入業者
への支払いに支障が生じないよう、金融機関から借り
入れた資金の残額です。 ●収入額　　　

●支出額　　　
●負担する市税

●市債残高 44万1,175円
45,656人

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
基
金
残

高
が
大
幅
に
増
加
し
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
な
水
準
に
達
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
市
役

所
本
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
を
予
定

　
財
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登
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台
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。
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付
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『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』
は
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、

地
域
で
暮
ら
す
方
た
ち
を
支
え
る

一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

生
活
上
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
を

抱
え
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
り
、
市
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
世
帯
の

見
守
り
・
安
否
確
認
な
ど
を
し
た
り

す
る
、
地
域
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在

で
す
。

　
市
で
は
現
在
、
123
人
の
『
民
生
委

員
・
児
童
委
員
』
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

※

う
ち
12
人
は
主
任
児
童
委
員
。

　
し
か
し
、
登
別
市
の
『
民
生
委
員

・
児
童
委
員
』
の
定
員
は
132
人
と
さ

れ
て
お
り
、
委
員
数
が
不
足
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
な
ど
、
社
会
状
況
の

変
化
に
伴
い
、
相
談
内
容
も
多
様
化

し
て
い
る
中
、
地
域
を
支
え
る
担
い

手
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼問い合わせ　社会福祉グループ（☎85１９１１）

あなたの人生経験を
生かして

民生委員・児童委員が不足している地区

民生委員・児童委員の活動をしませんか

民生委員・児童委員
あなたのまちの

○登別本町２丁目の一部
○柏木町２～４丁目の一部
○栄町１・２丁目の一部

○美園町３丁目の一部
○美園町３・５丁目の一部
○新生町４丁目の一部と６丁目
○桜木町４丁目の一部（桜木団地）

厚生労働大臣からの委嘱を受ける必要があり
ますが、特別な資格は必要ありません。活動
への熱意がある方が求められています。

どうしたらなれますか。
資格は必要ですか。

仕事と並行してできますか。

活動日数が定められているわけではないので、
無理のない活動が可能です。実際に仕事をし
ながら活動している方もいます。

もちろんできます。地域との関わりは誰もが初
めから持っているものではありません。活動を
通して、地域との関わりが広がっていきます。

地域と関わりのなかった私でも
できますか。

給与や報酬などは支給されません。ただし、
活動に必要な交通費や電話料金などの一部が
『活動費』として支給されます。

報酬はありますか。

一
番
身
近
な
相
談
相
手

一
番
身
近
な
相
談
相
手

一
番
身
近
な
相
談
相
手

求
め
ら
れ
る
担
い
手

求
め
ら
れ
る
担
い
手

求
め
ら
れ
る
担
い
手

民生委員・児童委員の活動に
関するよくある質問

知っていますか

任期は３年で、３年おきに全国で一斉改選が
行われます。再任も可能で、10年以上委員と
して活動している方も多くいます。

活動期間はどれくらいですか。

次の地区の『民生委員・児童委員』が不足しています。
子育てや仕事の経験を生かして活動してみませんか。

82022.５月号あなたのまちの　民生委員・児童委員安心して暮らせるまちづくりのために2022.５月号9

相談内容 相談先

賃貸・売買などの相談

北海道宅地建物取引業協会室蘭支部
（☎44４９９６）

全日本不動産協会北海道本部
（☎ 011－ 232－ 0550）

賠償などの相談 札幌弁護士会室蘭支部
（☎44６６１４）

相続などの相談 札幌司法書士会
（☎ 011－ 281－ 3505）

解体・リフォームなど
の相談
空き家の管理などにつ
いての相談

登別市シルバー人材センター

空き家に関する相談
※上記のほか、市の無料法律相談もご利用ください（詳しくは
　Ｐ17『困ったときにはまず相談』をご覧ください）。

安心して暮らせる
まちづくりのために

問い合わせ　都市政策グループ（☎853230）

～登別市空家等対策計画を改定しました～

　市は、令和４年３月に『登別市空家等対策計画』を
改定しました。今号では、計画の３つの方針を紹介す
るほか、相談窓口などをお知らせします。
　これからも安心して登別市で暮らし続けることがで
きるよう、取り組みにご協力をお願いします。
※『登別市空家等対策計画』は、市公式
ウェブサイトに掲載しているほか、市役
所１階市民コーナーや各支所、市民会館
などの公共施設に備え付けています。

『登別市空家等対策計画』の３つの基本方針

❶発生抑制対策の推進
　今ある住宅が、空き家とな
ることを防止する取り組みを
行います。
　パンフレットの配布などを
通して、老朽化が進んだ空き
家が起こす問題をお知らせし、
大切な財産である住宅の将来
の利活用方法を事前に検討し
ていただくことなどにより、
空き家の発生抑制に繋げてい
きます。

❸利活用対策の推進
　所有者等の理解を得ながら、
空き家や空き家を除却した跡
地の売買・賃貸など、利活用
の促進を図ります。
　空き家の活用・流通を図る
ため、空き家のリフォームな
どに対し補助金を交付するほ
か、所有者と宅建事業者の橋
渡しを行う空き家ナビを運用
し、北海道宅地建物取引業協
会室蘭支部や全日本不動産協
会北海道本部と連携した空き
家の売却などを行います。

　管理不全となっている空き家の状態
を解消する取り組みを行います。
　管理不全の空き家は、近隣住民や通
行者などへ損害を与える恐れがあるこ
とや、損害を与えてしまった場合に管
理者責任が問われる恐れがあることを
所有者等に伝え、空き家が適切に管理
されるようにします。
　また、遠方に居住していても所有者
が空き家の状況把握ができるよう、登
別市シルバー人材センターの『空き家
状況確認サービス』を紹介し、管理不
全の空き家となることを未然に防止す
る対策などを進めていきます。

❷適切な管理対策の推進

よくある問い合わせ・相談窓口

遠方に住んでいるので、所有している空き家が
どんな状態になっているかわかりません

　登別市シルバー人材センターの『空き家状況確認サー
ビス』（有料）の利用をご検討ください。
　同センターでは、草刈り、郵便物整理、家屋の風通し
などの維持管理に関するサービスも行っています。

隣の空き家から草や木がはみ出してきて困ります

　空き家の所有者か管理者が対処することが原則となり
ます。所有者等がわからないときは都市政策グループに
ご相談ください。市が法律に基づき所有者等を調査し、
判明した場合は適切に対処するよう依頼します。

空き家を貸したいです・売りたいです

　北海道宅地建物取引業協会室蘭支部や全日本不動産協
会北海道本部に相談したり、『登別市空き家情報登録制
度（登別市空き家ナビ）』や『北海
道空き家情報バンク』に登録し買い
手を探すなどの方法があります。

相続を放棄したので私には関係ありませんよね

　家庭裁判所で相続放棄の手続きをされた場合であって
も、新たな相続人が管理を始めるまでは、管理義務があ
ります。この義務を怠り、周辺に被害を及ぼした場合、
法的な責任を追及されることがあります。

◀登別市
　空き家
　ナビ

▲市公式ウェ
　ブサイト
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▼問い合わせ　社会福祉グループ（☎85１９１１）
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民生委員・児童委員が不足している地区

民生委員・児童委員の活動をしませんか
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どうしたらなれますか。
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仕事と並行してできますか。

活動日数が定められているわけではないので、
無理のない活動が可能です。実際に仕事をし
ながら活動している方もいます。

もちろんできます。地域との関わりは誰もが初
めから持っているものではありません。活動を
通して、地域との関わりが広がっていきます。

地域と関わりのなかった私でも
できますか。

給与や報酬などは支給されません。ただし、
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いての相談
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　Ｐ17『困ったときにはまず相談』をご覧ください）。
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～登別市空家等対策計画を改定しました～

　市は、令和４年３月に『登別市空家等対策計画』を
改定しました。今号では、計画の３つの方針を紹介す
るほか、相談窓口などをお知らせします。
　これからも安心して登別市で暮らし続けることがで
きるよう、取り組みにご協力をお願いします。
※『登別市空家等対策計画』は、市公式
ウェブサイトに掲載しているほか、市役
所１階市民コーナーや各支所、市民会館
などの公共施設に備え付けています。
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❶発生抑制対策の推進
　今ある住宅が、空き家とな
ることを防止する取り組みを
行います。
　パンフレットの配布などを
通して、老朽化が進んだ空き
家が起こす問題をお知らせし、
大切な財産である住宅の将来
の利活用方法を事前に検討し
ていただくことなどにより、
空き家の発生抑制に繋げてい
きます。

❸利活用対策の推進
　所有者等の理解を得ながら、
空き家や空き家を除却した跡
地の売買・賃貸など、利活用
の促進を図ります。
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を解消する取り組みを行います。
　管理不全の空き家は、近隣住民や通
行者などへ損害を与える恐れがあるこ
とや、損害を与えてしまった場合に管
理者責任が問われる恐れがあることを
所有者等に伝え、空き家が適切に管理
されるようにします。
　また、遠方に居住していても所有者
が空き家の状況把握ができるよう、登
別市シルバー人材センターの『空き家
状況確認サービス』を紹介し、管理不
全の空き家となることを未然に防止す
る対策などを進めていきます。

❷適切な管理対策の推進

よくある問い合わせ・相談窓口

遠方に住んでいるので、所有している空き家が
どんな状態になっているかわかりません

　登別市シルバー人材センターの『空き家状況確認サー
ビス』（有料）の利用をご検討ください。
　同センターでは、草刈り、郵便物整理、家屋の風通し
などの維持管理に関するサービスも行っています。

隣の空き家から草や木がはみ出してきて困ります

　空き家の所有者か管理者が対処することが原則となり
ます。所有者等がわからないときは都市政策グループに
ご相談ください。市が法律に基づき所有者等を調査し、
判明した場合は適切に対処するよう依頼します。

空き家を貸したいです・売りたいです

　北海道宅地建物取引業協会室蘭支部や全日本不動産協
会北海道本部に相談したり、『登別市空き家情報登録制
度（登別市空き家ナビ）』や『北海
道空き家情報バンク』に登録し買い
手を探すなどの方法があります。

相続を放棄したので私には関係ありませんよね

　家庭裁判所で相続放棄の手続きをされた場合であって
も、新たな相続人が管理を始めるまでは、管理義務があ
ります。この義務を怠り、周辺に被害を及ぼした場合、
法的な責任を追及されることがあります。

◀登別市
　空き家
　ナビ

▲市公式ウェ
　ブサイト



10指定ごみ袋取扱店とクリーンチケット取扱所   2022.５月号

クリーン
チケット

『●』の取扱店は、１枚単位で販売していま
す。ただし、市役所内母子会売店では不燃ご
みのごみ袋のみ、室蘭工業大学生協では40㍑
のごみ袋のみ１枚単位の販売となります。

指定ごみ袋取扱店と
クリーンチケット取扱所

（令和４年４月１日現在）

▼問い合わせ　環境対策グループ（☎85２９５８）

取扱店・取扱所 指　定
ごみ袋

クリーン
チケット 取扱店・取扱所 指　定

ごみ袋

登別温泉町
サツドラ登別温泉２号店
セイコーマート登別店
セブン-イレブン登別温泉店

新川町
ユアーズうえだ
タカハシ理容所

若山町
イオン登別店
ローソン登別若山町店

桜木町
ファミリーマート登別桜木町店
コ－プさっぽろのぼりべつ桜木店
セブン-イレブン登別桜木町店

富岸町
ツルハドラッグ登別富岸店
マックスバリュ登別店
ＤＣＭサンワ登別店
サツドラ富岸店
新生町
セブン-イレブン登別新生店
セイコーマート登別新生店
アルファマート登別新生店
ホリタドラッグ
ビューティースペースセシー
栄町
ファミリーマート登別栄町店
ロ－ソン登別栄町店
ダイワガス住設
富浜町内会（亀山会長宅）
スーパーセンタートライアル登別栄町店
若草町
ツルハドラッグ登別若草店
セブン-イレブン登別若草町店
セイコーマート登別若草店
ローソン登別若草四丁目店
鷲別町
セブン-イレブン登別鷲別町１丁目店
鷲別支所
宝山堂中島薬局
スーパーラッキー広瀬商店
セブン-イレブン登別鷲別町５丁目店
美園町
コ－プさっぽろしがイ－スト店

○
○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○
○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

●
○
○

○
●

○
○
○
○

●
○
○
○

○
○
○

○

○
●
○
●

○

○
○
●

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○
○

○

登別東町
セイコーマートなりた
登別支所
ホーマックニコット登別東店
コ－プさっぽろのぼりべつ東店
でんきのシマムラ
セブン-イレブン登別東町店

中登別町
ファミリーマート中登別店

登別本町
登和石油

幌別町
ファミリーマート登別幌別２丁目店
山岸商店
セブン-イレブン登別幌別町５丁目店
ツルハドラッグ幌別店
ハマナスクラブ幌別店
中央町
山本商店
原たばこ店
ローソン登別中央一丁目店
ローソン登別中央三丁目店
ホームストアアーニス店
有限会社水口企業
ツルハドラッグ登別中央店
セブン-イレブン登別市役所前店
市役所内母子会売店
セイコ－マ－ト登別中央店
志田商店
富士町
セイコーマート登別富士店
ホームストア幌別店

千歳町
ファミリーマート登別千歳町店

室蘭市
室蘭工業大学生協
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○
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○
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こ
い
の
ぼ
り
が
青
空
を
泳
ぐ
４
５

　
４
月
５
日
、
郷
土
資
料
館
の
敷
地
内
に
大
小
さ

ま
ざ
ま
、
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
い
の
ぼ
り
の
設
置
は
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
と
市
内
業
者
の
協

力
に
よ
っ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
も

ま
だ
寒
さ
が
残
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
春
の
風
を
受
け
て
た
な
び
く
こ
い
の
ぼ
り
は
、

５
月
５
日
の
『
こ
ど
も
の
日
』
ま
で
郷
土
資
料
館

の
空
を
泳
ぎ
ま
す
。

▲青空のもと春風を受けて泳ぐこいのぼり

郷
土
資
料
館
に
こ
い
の
ぼ
り
を
設
置

特
大
の
思
い
出
と
共
に
３
18

　
３
月
18
日
、
市
内
７
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
式
の
時
間
を
短
縮
す
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
る
中
、
新
た
な
門
出
に
期
待
を

膨
ら
ま
せ
た
児
童
た
ち
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　
青
葉
小
学
校
の
校
舎
前
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
あ
お

ば
元
気
な
会
、
青
葉
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
が
作
成
し
た
縦
2.3
㍍
横
2.6
㍍
の
特
大
の
卒
業

証
書
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
を
終
え
た
39
人
の
卒
業
生
た
ち
は
、
特
大
証

書
を
前
に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
記
念
撮

影
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

▲特大証書で記念撮影を行う卒業生

▲海老名市から借り受けた除雪機

青
葉
小
学
校
卒
業
式

大
雪
災
害
に『
絆
』で
備
え
る

３
17

　
３
月
17
日
、
海
老
名
市
か
ら
借
り
受
け
た
除
雪

機
２
台
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
若
草
つ
ど
い

セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
22
年
に
宮
城
県
白
石
市
、
神
奈

川
県
海
老
名
市
、
登
別
市
の
三
市
で
締
結
し
た

『
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
』
に
基
づ
く
も
の
で
、
三
市
は
こ
れ
ま
で
も
災

害
発
生
時
な
ど
に
物
資
や
人
材
の
提
供
な
ど
、
相

互
に
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
貸
与
は
、
登
別
市
か
ら
の
依
頼
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
、
市
は
、
昨
今
増
加
し
て
い
る

大
雪
災
害
な
ど
に
備
え
、
除
雪
機
を
活
用
し
ま
す
。

神
奈
川
県
海
老
名
市
か
ら

除
雪
機
を
借
り
受
け

▲認定されたチーズ『ピエール・カレ』

の
ぼ
り
べ
つ
の
味
が
高
評
価

　
『
の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
』
『
の
ぼ
り
べ
つ
と
ろ
〜

り
プ
リ
ン
』
『
登
別
チ
ー
ズ
　
ニ
ュ
ー
ビ
ア
ン
カ

【
乳
白
華
】
』
な
ど
が
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
に

認
定
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
の
ぼ
り
べ
つ
酪
農
館
。

同
社
の
チ
ー
ズ
『
ピ
エ
ー
ル
・
カ
レ
』
が
、
優
れ

た
道
産
加
工
食
品
に
贈
ら
れ
る
『
北
の
ハ
イ
グ
レ

ー
ド
食
品
２
０
２
２
』
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
産
の
生
乳
で
作
る
『
ピ
エ
ー
ル
・
カ
レ
』

は
、
塩
水
で
表
皮
を
洗
い
な
が
ら
日
本
の
酵
母
菌

で
熟
成
さ
せ
た
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
の
チ
ー
ズ
。

地
元
産
の
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
と
香
り
高
い
風
味

が
認
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

チ
ー
ズ『
ピ
エ
ー
ル・カ
レ
』

『
北
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品
２
０
２
２
』に
認
定



防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

　
訓
練
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
実
際
の

災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
18
日
㈬
11
時
ご
ろ

　
　
　
５
月
25
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

聞
き
逃
し
確
認
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
85

０
１
９
３
）

問
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

○
令
和
４
年
度
自
動
車
税
（
種
別
割
）

○
令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）

　
４
月
１
日
の
所
有
（
使
用
）
者
に

納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
自
動

車
税
は
５
月
６
日
㈮
、
軽
自
動
車
税

は
５
月
10
日
㈫
に
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。

納
期
限
　
５
月
31
日
㈫

問
　
自
動
車
税
に
つ
い
て…

札
幌
道

税
事
務
所
自
動
車
税
部
（
☎
011

　

746

－

１
１
９
０
）
、
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て…
税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１

５
５
）

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

１
期
）

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
が
便
利
で
す
。

納
期
限
　
５
月
31
日
㈫

問
　
税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

道
路
の
異
常
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
道
路
に
穴
が

開
い
て
い
る
、

排
水
溝
の
ふ
た

が
壊
れ
て
い
る

な
ど
、
道
路
の

異
常
に
気
が
付
い
た
と
き
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
　
①
平
日…

土
木
・
公
園
Ｇ
（
☎

85
３
２
６
０
）
、
②
夜
間
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
な
ど…

市
役
所
当

直
（
☎
85
２
１
１
１
）

年
金
相
談
・
手
続
き
は

事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
全
国
の
年
金
事
務
所
で
事
前
予
約

を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
約
受
付
専
用
電
話
　
（
☎
０
５
７

０
⑤
４
８
９
０
）
（
有
料
）

問
　
室
蘭
年
金
事
務
所

（
☎
50
１
０
０
５
）

－

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

※内容については、４月15日現在の情報を掲載しています。
イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
なっている場合がありますので、ご注意ください。

く
ら
し
と

住
ま
い

 2022.５月号

　市は、市役所本庁舎建設に係る基本設計や実施
設計などを委託するにあたり、市と協働で意欲的
に取り組むことができる豊かな創造性、高い技術
力、豊富な経験などを有する優れた設計者を選定
するため、公募型プロポーザルを進めています。
　第１次審査を通過した技術提案者による公開プ
レゼンテーションとヒアリングを行いますので、
傍聴を希望する方は申し込みください。

日時　６月５日㈰９時（予定）
場所　市役所２階議場
対象　市民
定員　20人程度（申込多数の場合は抽選）
申込方法　５月２日㈪から20日㈮17時30分までに
　申し込みフォームまたは電話で本庁舎整備推進
　グループ
※設計者は、『登別市本庁舎建設基本設計・実施
設計等業務プロポーザル選定委員会』による審
査で選定します。
※審査は、公開プレゼンテーションとヒアリング
　終了後、非公開で行います。
※審査結果は、後日、市公式ウェブサ
　イトなどでお知らせします。
問い合わせ　本庁舎整備推進グループ
　　　　　　　　　　（☎85１１３０）

『
申
し
込
み
』

『
問
』

12くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

収集の申し込み　(有)登和清掃（☎88０２００）

その他の問い合わせ　環境対策グループ
　　　　　　　　　　（☎85２９５８）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

新生町３・４丁目

地　区 収集期間 申込期間

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚240円）』  
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

６月の粗大ごみ収集

６月６日㈪　
～６月11日㈯

５月23日㈪　
～６月３日㈮

鷲別町１～３丁目 ６月13日㈪　
～６月18日㈯

５月30日㈪　
～６月10日㈮

新生町１・２丁目 ６月20日㈪　
～６月25日㈯

６月６日㈪　
～６月17日㈮

大和町、栄町 ６月27日㈪　
～７月２日㈯

６月13日㈪　
～６月24日㈮

本庁舎建設基本設計・実施設計等業務に
係る公募型プロポーザルの

公開プレゼンテーションを
開催します
公開プレゼンテーションを
開催します

▲申し込み
　フォーム



募
集
や

試
験
な
ど

確
定
申
告
の
内
容
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
提
出
後
、
計
算
誤
り
や
申
告
漏
れ

な
ど
、
確
定
申
告
の
内
容
に
誤
り
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
は
、
申

告
内
容
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
期
間
内
の
申
告
を
忘
れ
て

い
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
国
税
庁

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

『
特
設
人
権
・
困
り
ご
と

相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す

　
室
蘭
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
札

幌
法
務
局
室
蘭
支
局
は
、
６
月
１
日

㈬
の
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
に
あ

わ
せ
て
『
特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相

談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　
差
別
や
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
き

込
み
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
な
ど

の
人
権
問
題
の
ほ
か
、
夫
婦
・
親
子

間
の
問
題
、
不
動
産
・
金
銭
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
人
権
擁

護
委
員
が
常
駐
し
て
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
時
　
６
月
１
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
鷲
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
２
階
ホ
ー
ル

相
談
員
　
登
別
市
人
権
擁
護
委
員

問
　
札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局
内
室
蘭

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局

（
☎
㉒
５
１
１
１
）

令
和
３
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
価
格
に

関
す
る
審
査
申
出
の
特
例

　
審
査
申
出
は
、
原
則
と
し
て
３
年

ご
と
の
評
価
替
え
年
度
に
限
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
令
和
３
年
度

分
は
、
価
格
が
上
昇
し
た
土
地
で
あ

っ
て
も
税
額
を
据
え
置
く
特
別
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
措
置
に
よ
り
、
価
格
の

変
動
に
気
付
か
な
か
っ
た
納
税
者
が

い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
令
和
３

年
度
分
の
価
格
は
次
の
期
間
も
審
査

の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
出
可
能
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
度
分
の
納
税
通
知
書
の
送

付
を
受
け
た
日
後
15
カ
月
を
経
過

す
る
日
ま
で

対
象
　
特
別
措
置
の
適
用
対
象
と
な

っ
た
土
地
に
係
る
令
和
３
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※

土
地
の
分
合
筆
や
地
目
変
更
な
ど

に
よ
り
評
価
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
や
、
前
年
中
に
住
宅
の
取

り
壊
し
や
住
宅
以
外
へ
の
用
途
変

更
を
行
う
な
ど
、
住
宅
用
地
の
課

税
標
準
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
土
地

に
対
す
る
税
負
担
が
増
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
　
税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

関
す
る
協
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

対
象
　
登
別
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
昭
和
25
年
７
月
２

日
か
ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

定
員
　
１
人

任
期
　
７
月
１
日
㈮
〜
令
和
７
年
６

　
月
30
日
㈪

活
動
内
容
　
年
３
回
程
度
の
会
議
に

出
席
し
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議

し
ま
す
。

申
込
方
法
　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
の
意
見
を
800
字
以
内
の
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
提
出

問
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
85
１
７
７
１
）

市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　
野
菜
作
り
な
ど
、
農
業
体
験
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

貸
付
期
間
　
５
月
初
旬
〜
10
月
末

場
所
　
札
内
町
204

－

１

開
設
者
　
中
村
み
つ
の
さ
ん

募
集
区
画
　
58
区

　
画
（
１
区
画
の

　
面
積
は
49
平
方

　
㍍
）

利
用
料
金
　
６
千

　
円
（
１
区
画
）

※

耕
起
済
で
、
水

　
設
備
が
あ
り
ま

　
す
。

申
し
込
み
　
中
村
さ
ん

（
☎
090

－

９
７
５
８

－

４
５
１
１
）

くらしのガイド
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な
か
む
ら

こ
う
き



男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た

作
品
を
募
集
し
ま
す

　
応
募
作
品
は
12
月
１
日
㈭
か
ら
11

日
㈰
ま
で
市
民
会
館
で
展
示
す
る
ほ

か
、
優
秀
作
品
は
12
月
10
日
㈯
の

『
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
作

品
展
表
彰
式
』
で
表
彰
し
ま
す
。

募
集
締
切
　
８
月
25
日
㈭

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上
の
方

作
品
テ
ー
マ

◎
標
語
　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の

◎
習
字
　
『
女
』
『
男
』
（
小
学
４

年
生
）
、
『
成
長
』
（
小
学
５
年

生
）
、
『
思
い
や
り
』
『
温
か
い

心
』
（
小
学
６
年
生
）
、
『
男
女

平
等
』
『
男
女
共
同
』
『
参
画
社

会
』
『
共
同
参
画
』
（
中
学
生
以

上
）
の
い
ず
れ
か

◎
ポ
ス
タ
ー
　
男
女
が
個
人
の
能
力

に
よ
っ
て
均
等
に
社
会
に
参
画
し

て
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の

応
募
方
法
　
作
品
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
（
学
年
）
、
題
名
（
ポ

ス
タ
ー
の
み
）
を
添
え
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７

０
１
中
央
町
６
丁
目
11
）
に
郵
送

ま
た
は
持
参

※

小
・
中
学
生
は
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

（
☎
85
２
１
３
９
）

登
別
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
協

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
基
本
構
想
の

策
定
が
完
了
す
る
日
ま
で
（
令
和

４
年
度
末
の
完
了
を
予
定
）

対
象
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
心
な
ど

が
あ
る
登
別
市
居
住
の
18
歳
以
上

の
方
（
高
校
生
不
可
）

活
動
内
容
　
同
基
本
構
想
を
策
定
す

る
た
め
の
調
査
、
協
議
な
ど
（
４

回
程
度
）

定
員
　
２
人
程
度

申
込
方
法
　
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
、

各
支
所
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図

書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
会
館
、

し
ん
た
21
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
郵
便
局
に
備
え
付
け
ま

た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
持
参
ま
た
は

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
都
市
政
策
グ

ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央

町
６
丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー
ル
：t-sei

　saku@
city.noboribetsu.lg.

　jp

）

※

詳
し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
都
市
政
策
Ｇ
（
☎
85
３
２
３
０
）

自
衛
官
募
集

◎
第
２
回
幹
部
候
補
生

対
象
　
22
歳
〜
25
歳
の
方

申
込
期
限
　
６
月
16
日
㈭

一
次
試
験
日
　
６
月
25
日
㈯

◎
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
５
月
10
日
㈫

一
次
試
験
日
　
５
月
20
日
㈮
〜
22
日

㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

◎
第
１
回
自
衛
官
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈮

一
次
試
験
日
　
５
月
27
日
㈮
〜
29
日

　
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

◎
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

対
象
　
18
歳
〜
33
歳
の
方

申
込
期
限
　
９
月
16
日
㈮

一
次
試
験
日
　
９
月
25
日
㈰
〜
10
月

10
日
㈪
の
い
ず
れ
か
１
日

◎
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

　
保
育
士
資
格
が
あ
る
方
（
18
歳

〜
52
歳
）
の
受
験
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
44
９
５
３
３
）

入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

日
時
　
①
５
月
12
日
㈭
９
時
30
分

　
　
　
②
５
月
25
日
㈬
９
時
30
分

場
所
　
①
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
（
千
歳
町
４
丁
目

５

－

90
ラ
ポ
ー
ル
西
尾
１
階
）
、

　
②
鷲
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
会
議
室

対
象
　
60
歳
以
上
の
方

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎
88
０
８
８
０
）

大
人
の
発
達
障
が
い
の
会

〜
と
も
か
な
〜
　

日
時
　
５
月
８
日
㈰
・
22
日
㈰
13
時

〜
15
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目

２

－

16
）

定
員
　
５
人

参
加
料
　
200
円

申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る
日
の

前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
と
も
か

な
（
☎
83
７
１
３
３
、
　
81
２
３

４
５
）

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

『
問
』
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登
別
と
き
め
き
大
学
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
登
別
と
き
め
き
大
学
は
、
年
８
回

の
基
礎
コ
ー
ス
と
、
登
別
市
内
で
実

施
さ
れ
る
講
演
会
な
ど
を
情
報
提
供

す
る
連
携
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
る
市

民
大
学
で
す
。

年
間
受
講
料
　
１
千
円

申
し
込
み
　
公
共
施
設
な
ど
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

詳
し
く
は
、
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た

　
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
１
１
２
９
）

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

日
時
　
５
月
25
日
㈬
〜
27
日
㈮
９
時

　
〜
17
時

場
所
　
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29

－

１
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

料
金
　
２
万
２
千
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
込
期
限
　
５
月
18
日
㈬

※

詳
し
く
は
、
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
北

海
道
支
部
室
蘭
地
区
支
部
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
同
支
部
（
☎
43
５
６
９
６
）

令
和
４
年
度

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
６
月
19
日
㈰

場
所
　
室
蘭
市
な
ど

受
験
願
書
受
付
期
間

・
書
面
　
５
月
９
日
㈪
〜
16
日
㈪

・
電
子
　
５
月
６
日
㈮
〜
13
日
㈮

※

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
85
９
６
１
１
）

くらしのガイド

　市は、市民活動のさらなる活性化を図るため、公
共施設で利用できるモバイルＷｉ－Ｆｉルーターを
新たに整備しました。公衆無線ＬＡＮ環境が未整備
の公共施設でも、オンライン形式の学習会や会議が
可能ですので、ぜひご活用ください。
　モバイルＷｉ－Ｆｉルーターの利用は、事前に申
し込みが必要です。
※ルーターの台数に限りがあります。
※詳しくは、市公式ウェブサイトを
　ご覧ください。
問い合わせ　社会教育グループ
　　　　　　　　　（☎88１１２９）
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問い合わせ

 2022.５月号

　次の案件について、提
出された意見はありませ
んでした。

（仮称）登別市情
報発信拠点施設設
置及び管理運営に
関する基本的な考
え方（案）
　 ３月16日
　 ～４月18日
商工労政グループ
（☎85２１７１）

　７月３日㈰に開催を予定している『リサイクルまつり'２２イン登別・白老』で
キッチンカーの販売コーナーを設置します。
　出店を希望する個人や法人、任意団体は、申し込みください。
募集期間　５月６日㈮～18日㈬（必着）
申込方法　市公式ウェブサイト掲載または環境対策グループ備え付けの申込書に
必要事項を記入の上、持参または郵送で環境対策グループ（〒059-0002幸町２
丁目５クリンクルセンター内）
※出店条件など詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。
問い合わせ　環境対策グループ（☎85２９５８）

パブリックコメント
（意見公募）の
結果について

パブリックコメント
（意見公募）の
結果について

市内公共施設でWi-Fiが利用できます市内公共施設でWi-Fiが利用できます

リサイクルまつり'２２イン登別・白老
キッチンカー（移動販売車）コーナーの
出店者を募集します
キッチンカー（移動販売車）コーナーの
出店者を募集します

ラン

ワイファイ

～オンライン形式の学習会や会議に活用しませんか～

案件

募集
期間
問い
合わせ

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た

作
品
を
募
集
し
ま
す

　
応
募
作
品
は
12
月
１
日
㈭
か
ら
11

日
㈰
ま
で
市
民
会
館
で
展
示
す
る
ほ

か
、
優
秀
作
品
は
12
月
10
日
㈯
の

『
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
作

品
展
表
彰
式
』
で
表
彰
し
ま
す
。

募
集
締
切
　
８
月
25
日
㈭

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上
の
方

作
品
テ
ー
マ

◎
標
語
　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の

◎
習
字
　
『
女
』
『
男
』
（
小
学
４

年
生
）
、
『
成
長
』
（
小
学
５
年

生
）
、
『
思
い
や
り
』
『
温
か
い

心
』
（
小
学
６
年
生
）
、
『
男
女

平
等
』
『
男
女
共
同
』
『
参
画
社

会
』
『
共
同
参
画
』
（
中
学
生
以

上
）
の
い
ず
れ
か

◎
ポ
ス
タ
ー
　
男
女
が
個
人
の
能
力

に
よ
っ
て
均
等
に
社
会
に
参
画
し

て
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の

応
募
方
法
　
作
品
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
（
学
年
）
、
題
名
（
ポ

ス
タ
ー
の
み
）
を
添
え
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７

０
１
中
央
町
６
丁
目
11
）
に
郵
送

ま
た
は
持
参

※

小
・
中
学
生
は
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

（
☎
85
２
１
３
９
）

登
別
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
協

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
基
本
構
想
の

策
定
が
完
了
す
る
日
ま
で
（
令
和

４
年
度
末
の
完
了
を
予
定
）

対
象
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
心
な
ど

が
あ
る
登
別
市
居
住
の
18
歳
以
上

の
方
（
高
校
生
不
可
）

活
動
内
容
　
同
基
本
構
想
を
策
定
す

る
た
め
の
調
査
、
協
議
な
ど
（
４

回
程
度
）

定
員
　
２
人
程
度

申
込
方
法
　
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
、

各
支
所
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図

書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
会
館
、

し
ん
た
21
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
郵
便
局
に
備
え
付
け
ま

た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
持
参
ま
た
は

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
都
市
政
策
グ

ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央

町
６
丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー
ル
：t-sei

　saku@
city.noboribetsu.lg.

　jp

）

※

詳
し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
都
市
政
策
Ｇ
（
☎
85
３
２
３
０
）

自
衛
官
募
集

◎
第
２
回
幹
部
候
補
生

対
象
　
22
歳
〜
25
歳
の
方

申
込
期
限
　
６
月
16
日
㈭

一
次
試
験
日
　
６
月
25
日
㈯

◎
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
５
月
10
日
㈫

一
次
試
験
日
　
５
月
20
日
㈮
〜
22
日

㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

◎
第
１
回
自
衛
官
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈮

一
次
試
験
日
　
５
月
27
日
㈮
〜
29
日

　
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

◎
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

対
象
　
18
歳
〜
33
歳
の
方

申
込
期
限
　
９
月
16
日
㈮

一
次
試
験
日
　
９
月
25
日
㈰
〜
10
月

10
日
㈪
の
い
ず
れ
か
１
日

◎
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

　
保
育
士
資
格
が
あ
る
方
（
18
歳

〜
52
歳
）
の
受
験
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
44
９
５
３
３
）

入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

日
時
　
①
５
月
12
日
㈭
９
時
30
分

　
　
　
②
５
月
25
日
㈬
９
時
30
分

場
所
　
①
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
（
千
歳
町
４
丁
目

５

－

90
ラ
ポ
ー
ル
西
尾
１
階
）
、

　
②
鷲
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
会
議
室

対
象
　
60
歳
以
上
の
方

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎
88
０
８
８
０
）

大
人
の
発
達
障
が
い
の
会

〜
と
も
か
な
〜
　

日
時
　
５
月
８
日
㈰
・
22
日
㈰
13
時

〜
15
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目

２

－

16
）

定
員
　
５
人

参
加
料
　
200
円

申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る
日
の

前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
と
も
か

な
（
☎
83
７
１
３
３
、
　
81
２
３

４
５
）

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

『
問
』
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申込場所　同管理センター
※時間は９時30分～16時30分。
※随時受け付けています。
募集住宅

申込期間　５月２日㈪～12日㈭９時～17時30分（土・日曜日、祝
日を除く）
抽選日時・場所　５月18日㈬10時～・鉄南ふれあいセンター３階
ホール
鍵渡し日・場所　７月１日㈮９時～16時30分・市役所３階建築住
宅グループ
申込資格
・家族で入居する方（婚約中の場合を含む）
※高齢者や障がいのある方は、単身入居が可能な住宅があります。
・持ち家のない方
・現在、公営住宅に居住していない方
・市税に滞納がない方
・入居者及び同居者が『暴力団員による不当な行為の防止等に関
する法律』第２条第６号に規定する暴力団員でない方

○入居前に入居資格審査を行いますの
で、募集のしおりに記載している必
要書類を持参し、建築住宅グループ
にお越しください。審査結果により
入居できないことがあります。
○入居希望者が募集戸数を超えたとき
は、住宅番号ごとに公開抽選を行い
ます。抽選会に参加する必要はあり
ません。
○家賃は、入居する方の世帯収入によ
って計算します。
○家賃のほか、共益費やガス設備に関
するリース料などがかかります。
○桜木・幌別東（１号棟）・登別旭団
地の駐車場（１世帯１台分）の利用
には、月額2,000円かかります。
○犬や猫などを飼うことはできません。
〇今回の募集で入居者が決定しなかっ
た住宅は、６月１日㈬から申し込み
順で受付を行います。また、登別温
泉団地は随時申し込みを受け付けて
います。

対象　次の全ての要件に該当する方
・同居者がいる方
・入居者全員が『暴力団員による不当な行為の防止等
に関する法律』第２条第６号に規定する暴力団員で
ない方
・入居者全体の収入が公営住宅法に定める基準内であ
り、それを証明できる方

入居者または同居者に障がいがある方
（障がいの程度に基準があります。）

新生町
２丁目

桜木町
４丁目

柏木町
４丁目

常盤町
３丁目

幌別町
８丁目
登別本町
１丁目

新生

桜木

柏葉

緑ヶ丘

幌別東

登別旭

一般世帯（単身不可）

一般世帯

一般世帯

一般世帯

高齢・障がい者世帯（単身可）

一般世帯

高齢・障がい者世帯（単身可）

３階・３LDK（65.9）

３階・２LDK（68.1）
３階・３LDK（79.0）
２階・２LDK（68.1）
４階・３LDK（66.0）
３階・３LDK（66.0）
３階・３LDK（66.5）
４階・３LDK（66.4）
１階・２LDK（56.0）

２階・３LDK（79.6）

１階・２LDK（56.3）

17,700～34,700

21,600～42,500
25,300～49,800
22,000～43,300
17,300～34,100
17,600～34,600
19,400～38,200
19,900～39,200
16,800～33,000

25,600～50,200

17,800～35,000

入居者が60歳以上で同居者のいずれもが
60歳以上または18歳未満の方
小学校就学前の子どもがいる世帯
上記以外の方

214,000円以下

158,000円以下

登別西

団地名 間取り・階数 住宅分類

区分 収入月額

所在地 団地名 募集区分 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

一般世帯向け
（単身不可）

２LDK・１～５階
３LDK・１～５階

くらしのガイド

道営住宅の入居者を募集します道営住宅の入居者を募集します 問い合わせ　北海道営住宅胆振管理センター
　　　　　　公募係（☎83７２４０）

市営住宅の入居者を募集します市営住宅の入居者を募集します 問い合わせ　建築住宅グループ
　　　　　　　　　（☎85４３９９）

収入基準

募集住宅
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相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

　無料法律相談※1

　市民相談※2

消費生活相談

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

連合登別事務
所（中央町６
丁目20－５）

地域職業相談室
（アーニス内）

５月28日㈯
10時～12時30分

６月18日㈯
10時～13時

※登別消費者協会は、火
　～金曜日の10時～15時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

障がい福祉グ
ループ

こども相談室
（こども家庭
グループ内）
または室蘭児
童相談所（室
蘭市寿町）

生活支援相談室
（社会福祉グループ内）

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センタ
ー（市民サービ
スグループ内）
または登別消費
者協会（しんた
21内）

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、離婚、
家庭内暴力など

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

仕事や生活などの困りごと

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など
※新型コロナウイルス感染症の
　影響による解雇・休業などに
　ついても受け付けています。

障がいのある方の就労

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

生活支援相談室
（☎85１９１１）

５月27日㈮までに
行政書士甲田啓一事務所
（☎84 4 8 3 9）

６月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

交通事故や金銭貸借、損害賠償、
離婚（養育費・面会交流）など
定員：６人（申し込み順）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

土曜日
10時～17時

月～金曜日
17時以降（予約制）

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

月～金曜日
９時～17時30分

※時間外も相談ください。
　（こども相談室につな
　がらない場合は、市役
　所（☎85２１１１）に
　かけ直しください）。

水・金曜日
８時30分～17時

５月19日㈭
13時～16時

５月27日㈮、６月10
日㈮10時～16時（予
約制）

生活にお困りの方
　の相談窓口※3

障がいのある方の
　就労相談窓口※5

児童虐待について
　の相談窓口※4

無料労働相談
（市支援事業）

５月12日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

こども相談室
（☎85６６７７）
室蘭児童相談所
（☎44４１５２）
※緊急の場合は児童
　相談所全国共通ダ
　イヤル（☎189）。

札幌弁護士会室蘭支部

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

若年者等キャリア
カウンセリング
（市委託事業）

新型コロナウイルス感染症に関する主な相談窓口
○ご自身の症状に不安がある場合など、一般的な問い合わせについては、次の窓口にご相談ください。
・北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター（24時間対応）☎0120－501－507（フリーダイヤ
　ル）
・厚生労働省電話相談窓口（コールセンター９時～21時）☎0120－565－653（フリーダイヤル）
○差別や偏見などに関する相談については、次の窓口にご相談ください。
・北海道新型コロナウイルス人権相談窓口（９時～17時　土・日曜日、祝日を除く）☎011－206－0497

※1～※5は、申請フォームからも
　申し込むことができます。

※

１

※

２

※

３

※

４
※

５

17 困った！ときにはまず相談2022.５月号



すくすく子育て　いきいき健康 182022.５月号

すくくすすくく子育て
いきき いい きき 健 康

○定員について…抽選ではない場
　合は、申し込み順となります。
○申し込みについて…期限や期間
　の記載がない場合は、当日直接
　会場にお越しください。

※ 内容については、４月15日現在の情報を掲載しています｡
　 イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　 なっている場合がありますので、ご注意ください。

※『すくすく☆親子相談』『ママあい』『ぽっぽ』は、前日までに電話で健康推進グループに
　申し込みが必要です。
※子育てに関するオンライン相談も受け付けています。相談を希望する３日前までに、市公式
　ウェブサイトから申し込みください。

▲

オ
ン
ラ
イ

　ン
相
談

▶乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎85０１００）

中央子育て支援センター（☎81３７１５）
日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

お父さんと
あそぼう

小学校入学前の子ど
もとそのお父さん 製作、親子あそび ５組

着替え、飲み
物（お茶また
は水、ミルク
など）

で

あそびの広場
０歳児

生後２カ月～１歳２
カ月までの第１子と
その保護者

ふれあいあそび、
身体測定など ５組 ５月９日㈪～

あそびの広場
１歳児

１歳６カ月～２歳５
カ月までの子どもと
その保護者

製作、ふれあいあ
そび ５組 ６月３日㈮

日時 場所 対象 内容 持ち物

４～５カ月児
健康診査

６月２日㈭
※時間は個別通知。

た
ん
し

令和４年１月
生まれ

診察、身体計測、栄養・育児
相談 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつ

健康相談
６月９日㈭
※時間は個別通知。

令和３年８月
生まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。 生まれ

診察、歯科検診、身体計測、
栄養・歯科・育児相談、フッ 母子健康手帳､

バスタオル

３歳児
健康診査 ※時間は個別通知。 生まれ

診察、歯科検診、尿検査、視
機能検査、身体計測、栄養・
歯科・育児相談

母子健康手帳､
フェイスタオ
ル

すくすく☆ － 発育・発達・育児・栄養など
の相談

母子健康手帳､
バスタオル

産前・産後相談
妊婦または生
後６カ月未満
の子どもとそ
の家族

授乳・育児などの相談（個別
相談）

母子健康手帳､
バスタオル、
替えおむつ

あそび相談 生後６カ月以
降の子どもと
その家族

遊び・育児などの相談（個別
相談）



すくすく子育て　いきいき健康19 2022.５月号

鷲別子育て支援センター（☎84１２３５）

（登別自然活動支援組織モモンガくらぶ・☎080－1890－0865）
富岸子育てひろば（亀田記念公園管理棟２階）

日時 対象 内容 持ち物

親子で楽しむ
運動遊び

小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

理学療法士・佐
さ
藤
とう
優
まさる
さんによる講座

着替え、飲み
物（お茶また
は水）など

はぐっと 公認心理師によるミニ講座

手話講座 手話通訳専門員によるミニ講座

お誕生会
５月が誕生日のお友達をみんなでお祝い
※誕生月のお友達はお誕生カードを作るの
　で早めにお越しください。

日時 対象 内容 定員 持ち物 申込期限

出張子育てひろば
フンベ山へ行こう

小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

フンベ山で登山体験と登
別漁港をお散歩

動きやすい服
装、靴、帽子､
飲み物などとんこフレンズパー

クの日
春の植物で遊ぼう

親子で触れ合い遊びやお
料理ごっこ

お楽しみ会
お花見散歩

春を探しに亀田記念公園
内をお散歩 ー

ー

当日直接ひろ
ばまでお越し
ください

１
フ ァ ー ス ト

ｓｔＢ
バ ー ス

ＩＲＴＨ　
楽しく気分をリフレ
ッシュ

妊婦の方（子
ども連れ可）

大人の塗り絵で息抜きと､
先輩ママとの交流
※Ｚ

ズ ー ム
ＯＯＭでの参加も可

　能です。

５人

子育てＣ
カ フ ェ
ＡＦＥ

外遊びの楽しみ方　
春編

子育て中の方
※託児あり。 山菜や花などの春探し

すくすく子育て　いきいき健康 182022.５月号

すくくすすくく子育て
いきき いい きき 健 康

○定員について…抽選ではない場
　合は、申し込み順となります。
○申し込みについて…期限や期間
　の記載がない場合は、当日直接
　会場にお越しください。

※ 内容については、４月15日現在の情報を掲載しています｡
　 イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　 なっている場合がありますので、ご注意ください。

※『すくすく☆親子相談』『ママあい』『ぽっぽ』は、前日までに電話で健康推進グループに
　申し込みが必要です。
※子育てに関するオンライン相談も受け付けています。相談を希望する３日前までに、市公式
　ウェブサイトから申し込みください。

▲

オ
ン
ラ
イ

　ン
相
談

▶乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎85０１００）

中央子育て支援センター（☎81３７１５）
日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

お父さんと
あそぼう

小学校入学前の子ど
もとそのお父さん 製作、親子あそび ５組

着替え、飲み
物（お茶また
は水、ミルク
など）

で

あそびの広場
０歳児

生後２カ月～１歳２
カ月までの第１子と
その保護者

ふれあいあそび、
身体測定など ５組 ５月９日㈪～

あそびの広場
１歳児

１歳６カ月～２歳５
カ月までの子どもと
その保護者

製作、ふれあいあ
そび ５組 ６月３日㈮

日時 場所 対象 内容 持ち物

４～５カ月児
健康診査

６月２日㈭
※時間は個別通知。

た
ん
し

令和４年１月
生まれ

診察、身体計測、栄養・育児
相談 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつ

健康相談
６月９日㈭
※時間は個別通知。

令和３年８月
生まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。 生まれ

診察、歯科検診、身体計測、
栄養・歯科・育児相談、フッ 母子健康手帳､

バスタオル

３歳児
健康診査 ※時間は個別通知。 生まれ

診察、歯科検診、尿検査、視
機能検査、身体計測、栄養・
歯科・育児相談

母子健康手帳､
フェイスタオ
ル

すくすく☆ － 発育・発達・育児・栄養など
の相談

母子健康手帳､
バスタオル

産前・産後相談
妊婦または生
後６カ月未満
の子どもとそ
の家族

授乳・育児などの相談（個別
相談）

母子健康手帳､
バスタオル、
替えおむつ

あそび相談 生後６カ月以
降の子どもと
その家族

遊び・育児などの相談（個別
相談）



すくすく子育て　いきいき健康21 2022.５月号

場所　しんた21
申し込み　５月27日㈮までに必要事項を記入し、申し込
　みフォーム、はがきまたはファクス健康推進グループ
　（〒059‒0016片倉町６丁目９－１、☎85０１００、　
　85０１１１）
必要事項　検診名・時間帯、氏名（ふりがな）、生年月
　日、住所、電話番号、健康保険の種類
託児を希望の方のみ：子どもの名前・年齢
乳がん検診希望の方のみ：乳房の超音波検査希望の有無
※国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入
　者、生活保護世帯や市民税非課税世帯の方
　は無料です（超音波検査を除く）。詳しく
　は問い合わせください。
※午前のみ託児ができます（事前予約）。

　生活習慣病の予防や運動不足の解消に取
り組んでみませんか。

日時　６月21日㈫10時～11時30分
場所　鷲別コミュニティセンター
対象　市内に居
　住する19歳以
　上で、生活習
　慣病が気にな
　る方
内容　家庭で行
　えるヨガ、10
  分健康講座
※当日はマスクをしながらできる運動を行
　います。
定員　15人
※託児（定員６人）を希望する方は申し込
　み時に申し出ください。
参加料　300円
持ち物　飲み物、タオル　
※運動ができる服装でお越しく
　ださい。
申し込み　６月３日㈮までに
　申し込みフォームまたは電話で健康推進
　グループ(☎85０１００）

５～６月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

けいけい

『からだスッキリ運動教室』『からだスッキリ運動教室』

参加者募集参加者募集

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

FAX

◎子宮頸がん検診◎子宮頸がん検診

◎乳がん検診◎乳がん検診

日時 診療所・住所・電話

５月１日㈰ いちはし歯科
 ３２３

５月３日㈫ 岩倉歯科
１１

５月４日㈬

三国ファミリー歯科
登別市美園町４丁目２  １１１１

金本歯科医院
   １４２㉕３８２２

５月５日㈭ 御前水歯科クリニック
室蘭市御前水町２ １４

５月８日㈰

さとう歯科小児歯科
登別市新生町２丁目 １　 １４１４

本田歯科医院
１４２㉒１６４１

林歯科医院
室蘭市高砂町１     ２２２４

福田歯科医院
室蘭市輪西町２丁目８－２   ４

太平洋歯科医院
室蘭市白鳥台５丁目１－２　  ４６４

６月５日㈰ 福田歯科クリニック
室蘭市祝津町２丁目３－１  ４２

子宮頸がん検診・
　　乳がん検診のお知らせ
子宮頸がん検診・
　　乳がん検診のお知らせ

日時

対象

内容 子宮頸部細胞診

定員

料金

日時

対象 偶数月

内容
マンモグラフィー検査
※超音波検査を追加できます（自己

　を超えた場合は抽選）。

定員

料金

（健康推進グループ・☎85０１００）しんた21

すくすく子育て　いきいき健康 202022.５月号

妊娠、出産、育児にかかる
費用助成をご利用ください
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）
　市は、誰もが安心して産み・育てられる環境の充実を図るため、妊娠、出産、育児にかかる費用
を助成しています。ぜひ、ご利用ください。

対象　次のいずれかに該当し、登別市に住民登録が
　ある、市税の滞納がない夫婦
・産科または婦人科で不育症の検査や治療を受けた
　方
・他の市町村で不育症の検査や治療の助成を受けて
　いない、または受ける予定がない方
助成上限額　５万円（１回につき）
※検査と治療にかかった費用から北海道不育症治療
　費助成事業に係る助成金を差し引いた額。
必要なもの
①北海道不育症治療費助成事業の決定を受けた方
　申請書、北海道不育症治療費助成事業受診等証明
　書の写し、北海道不育症治療費助成事業に係る交
　付決定書の写し、助成の決定の指令文の写し

②所得要件により北海道不育症治療費助成事業の対
　象外となった方
　申請書、北海道不育症治療費助成事業受診等証明
　書、検査や治療に係る領収書
申込開始日
①に該当する方
　北海道不育症治療費助成事業の決定日の翌日
②に該当する方
　１回の検査や治療が終了した日の翌日
申込方法　申込開始日から60日以内に
　健康推進グループ

○ 不育症治療費

対象　登別市に住民登録があり、次のいずれかに該
　当する方
①産後２週間前後の方で、産後の体調不良や育児不
　安があり、出産した医療機関などに受診が必要と
　判断された方
②産後１カ月前後の方
※医療機関により①は受診できない場合があります
　ので、事前に医療機関に確認ください。

助成上限額　１回あたり5,000円（最大２回）
利用方法　出産した医療機関に産婦健康診査受診票
　を提出
※産婦健康診査受診票は、母子健康手帳
　とともに交付します。

○産婦健康診査の費用

対象　検査日に本人（原則生後３カ月以内）と保護
　者が登別市に住民登録をしている方
助成上限額　5,500円（１回のみ）
利用方法　生まれた医療機関または北海道内の委託

　医療機関に新生児聴覚検査受診票を提
　出
※新生児聴覚検査受診票は、母子健康手
　帳とともに交付します。

○新生児聴覚検査の費用

▲市公式
　ウェブサイト

▲市公式
　ウェブサイト

▲市公式
　ウェブサイト

日時 対象 内容 定員 申込期限

すこやかマタニティ教室
～プレママコース～

６月６日㈪ 妊婦の方 調乳体験、産後の生活や新生児
の特徴についてのお話など



すくすく子育て　いきいき健康21 2022.５月号

場所　しんた21
申し込み　５月27日㈮までに必要事項を記入し、申し込
　みフォーム、はがきまたはファクス健康推進グループ
　（〒059‒0016片倉町６丁目９－１、☎85０１００、　
　85０１１１）
必要事項　検診名・時間帯、氏名（ふりがな）、生年月
　日、住所、電話番号、健康保険の種類
託児を希望の方のみ：子どもの名前・年齢
乳がん検診希望の方のみ：乳房の超音波検査希望の有無
※国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入
　者、生活保護世帯や市民税非課税世帯の方
　は無料です（超音波検査を除く）。詳しく
　は問い合わせください。
※午前のみ託児ができます（事前予約）。

　生活習慣病の予防や運動不足の解消に取
り組んでみませんか。

日時　６月21日㈫10時～11時30分
場所　鷲別コミュニティセンター
対象　市内に居
　住する19歳以
　上で、生活習
　慣病が気にな
　る方
内容　家庭で行
　えるヨガ、10
  分健康講座
※当日はマスクをしながらできる運動を行
　います。
定員　15人
※託児（定員６人）を希望する方は申し込
　み時に申し出ください。
参加料　300円
持ち物　飲み物、タオル　
※運動ができる服装でお越しく
　ださい。
申し込み　６月３日㈮までに
　申し込みフォームまたは電話で健康推進
　グループ(☎85０１００）

５～６月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

けいけい

『からだスッキリ運動教室』『からだスッキリ運動教室』

参加者募集参加者募集

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

FAX

◎子宮頸がん検診◎子宮頸がん検診

◎乳がん検診◎乳がん検診

日時 診療所・住所・電話

５月１日㈰ いちはし歯科
 ３２３

５月３日㈫ 岩倉歯科
１１

５月４日㈬

三国ファミリー歯科
登別市美園町４丁目２  １１１１

金本歯科医院
   １４２㉕３８２２

５月５日㈭ 御前水歯科クリニック
室蘭市御前水町２ １４

５月８日㈰

さとう歯科小児歯科
登別市新生町２丁目 １　 １４１４

本田歯科医院
１４２㉒１６４１

林歯科医院
室蘭市高砂町１     ２２２４

福田歯科医院
室蘭市輪西町２丁目８－２   ４

太平洋歯科医院
室蘭市白鳥台５丁目１－２　  ４６４

６月５日㈰ 福田歯科クリニック
室蘭市祝津町２丁目３－１  ４２

子宮頸がん検診・
　　乳がん検診のお知らせ
子宮頸がん検診・
　　乳がん検診のお知らせ

日時

対象

内容 子宮頸部細胞診

定員

料金

日時

対象 偶数月

内容
マンモグラフィー検査
※超音波検査を追加できます（自己

　を超えた場合は抽選）。

定員

料金

（健康推進グループ・☎85０１００）しんた21

すくすく子育て　いきいき健康 202022.５月号

妊娠、出産、育児にかかる
費用助成をご利用ください
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）
　市は、誰もが安心して産み・育てられる環境の充実を図るため、妊娠、出産、育児にかかる費用
を助成しています。ぜひ、ご利用ください。

対象　次のいずれかに該当し、登別市に住民登録が
　ある、市税の滞納がない夫婦
・産科または婦人科で不育症の検査や治療を受けた
　方
・他の市町村で不育症の検査や治療の助成を受けて
　いない、または受ける予定がない方
助成上限額　５万円（１回につき）
※検査と治療にかかった費用から北海道不育症治療
　費助成事業に係る助成金を差し引いた額。
必要なもの
①北海道不育症治療費助成事業の決定を受けた方
　申請書、北海道不育症治療費助成事業受診等証明
　書の写し、北海道不育症治療費助成事業に係る交
　付決定書の写し、助成の決定の指令文の写し

②所得要件により北海道不育症治療費助成事業の対
　象外となった方
　申請書、北海道不育症治療費助成事業受診等証明
　書、検査や治療に係る領収書
申込開始日
①に該当する方
　北海道不育症治療費助成事業の決定日の翌日
②に該当する方
　１回の検査や治療が終了した日の翌日
申込方法　申込開始日から60日以内に
　健康推進グループ

○ 不育症治療費

対象　登別市に住民登録があり、次のいずれかに該
　当する方
①産後２週間前後の方で、産後の体調不良や育児不
　安があり、出産した医療機関などに受診が必要と
　判断された方
②産後１カ月前後の方
※医療機関により①は受診できない場合があります
　ので、事前に医療機関に確認ください。

助成上限額　１回あたり5,000円（最大２回）
利用方法　出産した医療機関に産婦健康診査受診票
　を提出
※産婦健康診査受診票は、母子健康手帳
　とともに交付します。

○産婦健康診査の費用

対象　検査日に本人（原則生後３カ月以内）と保護
　者が登別市に住民登録をしている方
助成上限額　5,500円（１回のみ）
利用方法　生まれた医療機関または北海道内の委託

　医療機関に新生児聴覚検査受診票を提
　出
※新生児聴覚検査受診票は、母子健康手
　帳とともに交付します。

○新生児聴覚検査の費用

▲市公式
　ウェブサイト

▲市公式
　ウェブサイト

▲市公式
　ウェブサイト

日時 対象 内容 定員 申込期限

すこやかマタニティ教室
～プレママコース～

６月６日㈪ 妊婦の方 調乳体験、産後の生活や新生児
の特徴についてのお話など
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　1カ月間ウオーキングに取り組み、歩いた歩数に応じて抽
選で登別ブランド推奨品が当たります。
　ぜひ参加してください。
期間　６月1日㈬～30日㈭
対象　国民健康保険に加入している方
申込方法　市公式ウェブサイト掲載または国民健康保険グル
　ープ、各支所、市民プールに備え付けの『歩数記録表』に
　１カ月間の歩数を記入し、７月１日㈮～15日㈮に国民健康
　保険グループ、各支所、
　市民プールのいずれかに
　提出
問い合わせ　国民健康保険
　グループ（☎85１７７１）

日時　６月３日㈮10時～12時
場所　しんた21
対象　１歳から１歳６カ月までのお子さんと
　保護者で、初めて参加される方
内容　歯のお話、歯科検診、ブラッシング指
　導、無料フッ素塗布（希望者）
定員　20人
持ち物　子どもの歯ブラシ、母子健康手帳
申込方法　５月20日㈮
　までに申し込みフォ
　ームから
問い合わせ　健康推進
　グループ（☎85０１
　００）

　市内３会場で介護予防
教室（全５回）を開催し
ます。ぜひご参加ください。　
対象　65歳以上の方
定員　各会場20人
持ち物　動きやすい服装と靴、タオル、
　飲み物、筆記用具、マスク
申し込み　６月17日㈮までに申し込み
　フォームまたは電話で健康長寿グル
　ープ（☎57１０７５）

～歩いて、健康になって、
　　　　　　登別ブランド推奨品をゲットしよう！～
～歩いて、健康になって、
　　　　　　登別ブランド推奨品をゲットしよう！～

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

のぼりべつこくほ
健康チャレンジウオーキング
のぼりべつこくほ
健康チャレンジウオーキング

親子むし歯予防教室
に参加しませんか
親子むし歯予防教室
に参加しませんか

介護予防教室に
参加しませんか
介護予防教室に
参加しませんか

　特定健診は、糖尿病や脂質異常症などの
生活習慣病について調べる健診です。
　通院中の方も対象になりますので、ぜひ
受診してください。
対象　国民健康保険
　に加入している40
　歳以上の方
※詳しくは、４月～
　５月に、対象とな
　る方にＡ４サイズ
　の封筒（オレンジ
　色）で送付してい
　る受診券に同封の
　案内文書をご覧く
　ださい。

問い合わせ　国民健康保険グループ
（☎85１７７１)

特定健診を受診しましょう特定健診を受診しましょう

高齢者肺炎球菌予防接種を
実施します
高齢者肺炎球菌予防接種を
実施します
対象
①今年度65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
　90歳、95歳、100歳となる方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器に障が
　いがある、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
　障がい（身体障害者手帳１級相当）がある方
※過去に接種した方は対象外です。
接種期限　令和５年３月31日㈮
場所　登別・室蘭市内の実施医療機関
費用　2,400円
※市民税非課税世帯または生活保護受給世帯の方は無料
　です。
持ち物　高齢者肺炎球菌予防接種券、身体障害者手帳
　（②に該当する方のみ）
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

2022

場所・月日
時間 内容

①市民会館 ②鷲別コミュニ
　ティセンター

③婦人セン
　ター

～

フレイルについて､
体操
運動について､体力
測定､体操

栄養について､体操

認知症について､
体操
飲み込み･お口の健
康について､体操

すくすく子育て　いきいき健康23 2022.５月号

日時　６月27日㈪10時～12時
場所　市民プールらくあ
対象　令和５年３月31日㈮時点で40歳
　以上になる国民健康保険または後期
　高齢者医療制度に加入している方
内容　インストラクターによる講話、
　ストレッチ、初心者向けの簡単な水
　中運動
定員　10人
持ち物　水着、水泳帽、バスタオル、
　飲み物
申し込み　６月10日㈮まで
　に申し込みフォームまた
　は電話で国民健康保険グ
　ループ（☎85１７７１)、
　健康長寿グループ（☎57
　１０７５）

対象　国民健康保険に４月１日以前から継続
　して加入している20歳以上の方で、保険税
　の滞納がない方
※治療中の方や前年度脳ドックを受診した方、
　ペースメーカーなどの金属が入っている方
　など、一部受診ができないことがあります。
※同一年度内に特定健診、短期人間ドック、
　バスドックとの重複受診はで
　きません。
申し込み　申し込みフォームま
　たは電話で国民健康保険グル
　ープ（☎85１７７１）

対象　次の全ての要件を満たす方
・令和５年３月までに３カ月連続して水中運動教室に参加する方
・令和３・４年度に特定健診や健康診査などを受診した方
・市の保健師または管理栄養士の健康相談を受ける方
・国民健康保険税または後期高齢者医療保険料の滞納がない方
助成額　5,400円（年間）
必要なもの　健診結果の写し
申込期限　令和５年１月31日㈫
申込方法　水中運動教室に参加する前に、市役所または市民プー
　ルに備え付けの申請書に必要事項を記入し、国民健康保険に加
　入している方は国民健康保険グループ、後期高齢者医療助成制
　度に加入している方は健康長寿グループに提出してください
問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１）
　　　　　　健康長寿グループ（☎57１０７５）

　水中運動は、腰痛や膝痛のある方にも適した運動です。健康維
持・増進のためにご活用ください。

初心者向け
　水中運動教室
初心者向け
　水中運動教室

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

市民プール水中運動教室の
助成制度をご利用ください
市民プール水中運動教室の
助成制度をご利用ください

脳ドックに参加しませんか脳ドックに参加しませんか

　国
民
健
康

▲

保
険

　後
期
高
齢
者

▲

医
療
制
度

バスドックに参加しませんかバスドックに参加しませんか

実施
機関

Ｊ
ジ ェ イ コ ー
ＣＨＯ
登別病院

まつもと
脳神経外科
クリニック

日鋼記念
病院

大川原脳神
経外科病院

料金

検査
項目

頭部ＭＲＩ、頭部・頸
けい
部ＭＲＡ、心電図検査、

特定健診
※大川原脳神経外科病院は、頸部超音波検査、
　貧血検査、視力・聴力検査、胸部Ｘ線検査も
　行います。

申込
期限

対象　国民健康保険に加入している40歳以上
　の方、または後期高齢者医療制度に加入し
　ている偶数月生まれの方
※同一年度内に特定健診や健康診査、短期人
　間ドック、脳ドックとの重複受診はできま
　せん。
持ち物　健康保険証、特定健診
　または健康診査の受診券
申し込み　６月３日㈮までに申
　し込みフォームまたは電話で
　国民健康保険グループ（☎85
　１７７１）、健康長寿グルー
　プ（☎57１０７５）

日時

場所 鷲別コミュニティ
センター

若草つどい
センター 市民会館

定員

料金 ※保険税（料）に滞納がある方は、検査料金が
　異なります。

検査
項目

身体・血圧・視力・聴力測定、尿・血液（血糖、
脂質、肝・腎機能、貧血）検査、心電図検査、眼
底検査、大腸がん検診（便潜血）、肺がん検診
※胃がん検診（バリウム）を追加できます（別途
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　1カ月間ウオーキングに取り組み、歩いた歩数に応じて抽
選で登別ブランド推奨品が当たります。
　ぜひ参加してください。
期間　６月1日㈬～30日㈭
対象　国民健康保険に加入している方
申込方法　市公式ウェブサイト掲載または国民健康保険グル
　ープ、各支所、市民プールに備え付けの『歩数記録表』に
　１カ月間の歩数を記入し、７月１日㈮～15日㈮に国民健康
　保険グループ、各支所、
　市民プールのいずれかに
　提出
問い合わせ　国民健康保険
　グループ（☎85１７７１）

日時　６月３日㈮10時～12時
場所　しんた21
対象　１歳から１歳６カ月までのお子さんと
　保護者で、初めて参加される方
内容　歯のお話、歯科検診、ブラッシング指
　導、無料フッ素塗布（希望者）
定員　20人
持ち物　子どもの歯ブラシ、母子健康手帳
申込方法　５月20日㈮
　までに申し込みフォ
　ームから
問い合わせ　健康推進
　グループ（☎85０１
　００）

　市内３会場で介護予防
教室（全５回）を開催し
ます。ぜひご参加ください。　
対象　65歳以上の方
定員　各会場20人
持ち物　動きやすい服装と靴、タオル、
　飲み物、筆記用具、マスク
申し込み　６月17日㈮までに申し込み
　フォームまたは電話で健康長寿グル
　ープ（☎57１０７５）

～歩いて、健康になって、
　　　　　　登別ブランド推奨品をゲットしよう！～
～歩いて、健康になって、
　　　　　　登別ブランド推奨品をゲットしよう！～

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

のぼりべつこくほ
健康チャレンジウオーキング
のぼりべつこくほ
健康チャレンジウオーキング

親子むし歯予防教室
に参加しませんか
親子むし歯予防教室
に参加しませんか

介護予防教室に
参加しませんか
介護予防教室に
参加しませんか

　特定健診は、糖尿病や脂質異常症などの
生活習慣病について調べる健診です。
　通院中の方も対象になりますので、ぜひ
受診してください。
対象　国民健康保険
　に加入している40
　歳以上の方
※詳しくは、４月～
　５月に、対象とな
　る方にＡ４サイズ
　の封筒（オレンジ
　色）で送付してい
　る受診券に同封の
　案内文書をご覧く
　ださい。

問い合わせ　国民健康保険グループ
（☎85１７７１)

特定健診を受診しましょう特定健診を受診しましょう

高齢者肺炎球菌予防接種を
実施します
高齢者肺炎球菌予防接種を
実施します
対象
①今年度65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
　90歳、95歳、100歳となる方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器に障が
　いがある、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
　障がい（身体障害者手帳１級相当）がある方
※過去に接種した方は対象外です。
接種期限　令和５年３月31日㈮
場所　登別・室蘭市内の実施医療機関
費用　2,400円
※市民税非課税世帯または生活保護受給世帯の方は無料
　です。
持ち物　高齢者肺炎球菌予防接種券、身体障害者手帳
　（②に該当する方のみ）
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

2022

場所・月日
時間 内容

①市民会館 ②鷲別コミュニ
　ティセンター

③婦人セン
　ター

～

フレイルについて､
体操
運動について､体力
測定､体操

栄養について､体操

認知症について､
体操
飲み込み･お口の健
康について､体操

すくすく子育て　いきいき健康23 2022.５月号

日時　６月27日㈪10時～12時
場所　市民プールらくあ
対象　令和５年３月31日㈮時点で40歳
　以上になる国民健康保険または後期
　高齢者医療制度に加入している方
内容　インストラクターによる講話、
　ストレッチ、初心者向けの簡単な水
　中運動
定員　10人
持ち物　水着、水泳帽、バスタオル、
　飲み物
申し込み　６月10日㈮まで
　に申し込みフォームまた
　は電話で国民健康保険グ
　ループ（☎85１７７１)、
　健康長寿グループ（☎57
　１０７５）

対象　国民健康保険に４月１日以前から継続
　して加入している20歳以上の方で、保険税
　の滞納がない方
※治療中の方や前年度脳ドックを受診した方、
　ペースメーカーなどの金属が入っている方
　など、一部受診ができないことがあります。
※同一年度内に特定健診、短期人間ドック、
　バスドックとの重複受診はで
　きません。
申し込み　申し込みフォームま
　たは電話で国民健康保険グル
　ープ（☎85１７７１）

対象　次の全ての要件を満たす方
・令和５年３月までに３カ月連続して水中運動教室に参加する方
・令和３・４年度に特定健診や健康診査などを受診した方
・市の保健師または管理栄養士の健康相談を受ける方
・国民健康保険税または後期高齢者医療保険料の滞納がない方
助成額　5,400円（年間）
必要なもの　健診結果の写し
申込期限　令和５年１月31日㈫
申込方法　水中運動教室に参加する前に、市役所または市民プー
　ルに備え付けの申請書に必要事項を記入し、国民健康保険に加
　入している方は国民健康保険グループ、後期高齢者医療助成制
　度に加入している方は健康長寿グループに提出してください
問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１）
　　　　　　健康長寿グループ（☎57１０７５）

　水中運動は、腰痛や膝痛のある方にも適した運動です。健康維
持・増進のためにご活用ください。

初心者向け
　水中運動教室
初心者向け
　水中運動教室

▲申し込み
　フォーム

▲申し込み
　フォーム

市民プール水中運動教室の
助成制度をご利用ください
市民プール水中運動教室の
助成制度をご利用ください

脳ドックに参加しませんか脳ドックに参加しませんか

　国
民
健
康

▲

保
険

　後
期
高
齢
者

▲

医
療
制
度

バスドックに参加しませんかバスドックに参加しませんか

実施
機関

Ｊ
ジ ェ イ コ ー
ＣＨＯ
登別病院

まつもと
脳神経外科
クリニック

日鋼記念
病院

大川原脳神
経外科病院

料金

検査
項目

頭部ＭＲＩ、頭部・頸
けい
部ＭＲＡ、心電図検査、

特定健診
※大川原脳神経外科病院は、頸部超音波検査、
　貧血検査、視力・聴力検査、胸部Ｘ線検査も
　行います。

申込
期限

対象　国民健康保険に加入している40歳以上
　の方、または後期高齢者医療制度に加入し
　ている偶数月生まれの方
※同一年度内に特定健診や健康診査、短期人
　間ドック、脳ドックとの重複受診はできま
　せん。
持ち物　健康保険証、特定健診
　または健康診査の受診券
申し込み　６月３日㈮までに申
　し込みフォームまたは電話で
　国民健康保険グループ（☎85
　１７７１）、健康長寿グルー
　プ（☎57１０７５）

日時

場所 鷲別コミュニティ
センター

若草つどい
センター 市民会館

定員

料金 ※保険税（料）に滞納がある方は、検査料金が
　異なります。

検査
項目

身体・血圧・視力・聴力測定、尿・血液（血糖、
脂質、肝・腎機能、貧血）検査、心電図検査、眼
底検査、大腸がん検診（便潜血）、肺がん検診
※胃がん検診（バリウム）を追加できます（別途



日　時 対　　象 内　　容 定員
　　市立図書館

※団体での参加は、事前にご相談ください。
※５月の休館日は、２日㈪・３日㈫・４日㈬・９日㈪・16日㈪・23日㈪・27日㈮・30日㈪です。

▶
市
立
図
書

　館
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト

日　時イベント

イベント

内　　容 そ　の　他

さくらウィーク ５月７日㈯～
    15日㈰

郷土資料館を無料開放します。
敷地内の６種類43本の桜と郷
土資料館の展示を楽しむこと
ができます

第20回わんぱく
サムライ体験

さくら写真展

５月15日㈰
10時～12時

５月10日㈫～
６月５日㈰

流鏑馬やスポーツチャンバラ体
験、竹とんぼ作りなどのほか、
踊りの披露も行います

郷土資料館敷地内の桜を撮影
した写真を展示します

　　郷土資料館

定員　50人
申込期限　５月12日㈭

－

募集期限　５月27日㈮
出品条件　展示できる状態であること、人物
　が写っている写真は被写体の方の承諾を得
　た上で出品すること、１人５作品までで過
　去３年以内に撮影した写真であること

デジタル絵本の読み聞かせ

絵本の読み聞かせ

絵本の読み聞かせと紙芝居

毛糸でできた『ぽんぽんひよこ』を
釣れたら一羽プレゼントします

１歳未満の方へ『スタイ』をプレゼ
ントします

段ボールのプレートに貼ったこいの
ぼりに飾り付けをします

アイヌ語の表す意味を二つのパネル
から選ぶクイズです

①幼児以上
（幼児は保護者
　同伴）
②どなたでも

幼児以上
（幼児は保護者
同伴）

デジタル分館の
おはなし会

５月７日㈯
13時

じどうしつ
で楽しもう！
こども★
フェスタ
ウィーク

映画会

えほんのへやの
おはなしかい

おはなしぽけっと

５月５日㈭
10時～17時

５月５日㈭
10時30分～
11時30分

５月５日㈭
14時～15時

５月７日㈯
①10時30分
②13時30分

５月14日㈯
14時

５月28日㈯
13時30分

①『リトルモンスター②』
②『プロフェッショナル　仕事の流儀』
⑴ウィスキーブレンダー　輿水精一の
　仕事
⑵棋士　羽生善治の仕事

は　ぶ　よし はる

こしみずせいいち

ひよこつり
ゲーム

幼児以上
（幼児は保護者
同伴）

赤ちゃん
プレゼント

こどもの日
工作

クイズ！
アイヌ語
どっち？

各10人

－

－

や ぶ さ め

ていつに員定 ○ …抽選ではない場合
は、申し込み順となります。

み込し申 ○ …期限や期間の記載がな
い場合は、当日直接会場にお越し
ください。

はに際の加参 ※ マスクの着用や咳エ
チケットの徹底など、感染症対策
にご協力をお願いします。

※内容については、４月15日現在の情報を掲載していま
　す。イベントなどについて、中止や延期、内容が変更
　となっている場合がありますので、ご注意ください。

わくわくおでかけナビゲーション 242022.５月号

ふぉれすと鉱山
日　時イベント 対　象 内　容 定員 参加料 申し込み

申し込み・問い合わせ（☎83５６６６）
知里幸恵 銀のしずく記念館知里幸恵 銀のしずく記念館
ち　　　り　　ゆき　　えち　　　り　　ゆき　　え

山の学校 アイスブレイクと
野遊び

林道を歩いて野鳥の
観察調査
ガイド概論、植物講
座（全５回）

自然の不思議を調べ
る

図鑑の調べ方、
花の調べ方を学ぶ

里山づくり概論、フィ
ールドワーク（全５回）

小学４年生～
中学３年生

鉱山町バードソン

コーザンネイチャー
ガイド養成講座①

コーザン自然観察
みっけ隊

花しらべ

森のようちえん

里山づくりリーダー
養成講座①

５月29日㈰
10時～12時

５月７日㈯
６時～８時
５月８日㈰
10時～17時
①５月14日㈯
  10時～12時
②５月21日㈯
  10時～12時
５月15日㈰
13時～15時

５月22日㈰
10時～12時

５月28日㈯
10時～15時

高校生以上の方

小学生以上の方
（小学生は保護者
同伴）

中学生以上の方

①のびのびコース：
　２～４歳の子ど
　もとその保護者
②もりもりコース：
　５･６歳の子ども

５月４日㈬～
５月28日㈯

５月６日㈮まで

５月７日㈯まで

①５月13日㈮まで
②５月20日㈮まで

春の森を散策しなが
ら生き物を探す

18歳以上

15人

15人

15人

各10人

10人

①10組
②10人

８人

200円

100円

100円

100円

100円

200円

2,000円

５月14日㈯まで

５月３日㈫～
５月21日㈯

５月27日㈮まで

▶ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

※野外で行うイベントには、野外で活動できる服装と靴で参加ください。
※帽子や雨具、飲み物などを持参してください。
※イベントの開催状況などについては、ふぉれすと鉱山のウェブサイト（https://forestkouzan.org/）をご覧ください。

登別桜ざか一期一宴　桜ウオーキング
～桜を見ながらウオーキングしませんか～
登別桜ざか一期一宴　桜ウオーキング
～桜を見ながらウオーキングしませんか～

日時　５月８日㈰受付９時から10時、随時スタート（クロー
　ズ13時）
集合場所　ＪＲ登別駅前横広場
コース　登別駅前から①桜ざか駐車公園・②カムイワッカ・③カ
　ント・レラまでの往復90分から３時間程度の道のり（各自選択）
参加料　100円（桜再生に使用予定）
完走証　記念証とさぎり湯入浴券（雨天は中止）
問い合わせ　成田さん（☎０９０－３３９６－３６０４）

シカの角とまが玉でアクセサリーをつくろう！シカの角とまが玉でアクセサリーをつくろう！
日時　５月14日㈯10時～12時
内容　シカの角などを使ってキーホルダーなどを作ります
定員　20人
参加料　400円
申し込み　５月13日㈮までにカント・レラ（☎84２０６９）

絵本コーナーにお越しください絵本コーナーにお越しください
　登別市市民自治推進委員会育み部会は、市民の皆さんに
『本を読むこと』を広げるため、アーニス内に絵本コーナー
を設置しました。親子で読書に親しめる空間になっています。
日時　５月21日㈯10時～13時
場所　アーニス２階（観光経済部執務室の隣）
問い合わせ　市民協働グループ（☎57１０７９）

鷲別岬の貝塚ウオッチング鷲別岬の貝塚ウオッチング
日時　５月８日㈰９時30分～12時
集合場所　真宗寺駐車場、鷲別町１丁目
定員　15人
参加料　100円
申し込み　５月５日㈭までに伴野さん（☎85７５１５）

なり　た

ばん    の

日時　６月８日㈬15時～16時30分
　（開場14時30分）
演奏曲目　『銀の雫　ふるふるまわり
　に』他
定員　30人
申込期限　６月４日㈯

夏の草木の観察会夏の草木の観察会

講座　知里幸恵８講 1922年愛した／
生きた／綴った （３）登別より東京へ
講座　知里幸恵８講 1922年愛した／
生きた／綴った （３）登別より東京へ

知里幸恵生誕月  陣内麻友美コンサート知里幸恵生誕月  陣内麻友美コンサート

日時　５月９日㈪10時～12時
対象　小学生以上の方（小学生は保護
　者同伴）
内容　知里森舎の森の植物を観察し、
　アイヌ文化との関わりを紹介します
定員　10人
参加料　200円
持ち物　長靴、手袋、帽子、温かい飲
　み物など
申込期限　５月７日㈯

日時　５月21日㈯13時30分～15時
内容　両親への手紙を読み、室蘭港か
　ら青森、そして上野へ向かう旅の風
　景と、上野の平和博覧会と都会の風
　景を味わいます
定員　10人
参加料　100円
申込期限　５月20日㈮

ち　　り　 しん　しゃ

しずく

つづつづ

じんのうち　ま　　ゆ　　みじんのうち　ま　　ゆ　　み

わくわくおでかけナビゲーション25 2022.５月号



日　時 対　　象 内　　容 定員
　　市立図書館

※団体での参加は、事前にご相談ください。
※５月の休館日は、２日㈪・３日㈫・４日㈬・９日㈪・16日㈪・23日㈪・27日㈮・30日㈪です。

▶
市
立
図
書

　館
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト

日　時イベント

イベント

内　　容 そ　の　他

さくらウィーク ５月７日㈯～
    15日㈰

郷土資料館を無料開放します。
敷地内の６種類43本の桜と郷
土資料館の展示を楽しむこと
ができます

第20回わんぱく
サムライ体験

さくら写真展

５月15日㈰
10時～12時

５月10日㈫～
６月５日㈰

流鏑馬やスポーツチャンバラ体
験、竹とんぼ作りなどのほか、
踊りの披露も行います

郷土資料館敷地内の桜を撮影
した写真を展示します

　　郷土資料館

定員　50人
申込期限　５月12日㈭

－

募集期限　５月27日㈮
出品条件　展示できる状態であること、人物
　が写っている写真は被写体の方の承諾を得
　た上で出品すること、１人５作品までで過
　去３年以内に撮影した写真であること

デジタル絵本の読み聞かせ

絵本の読み聞かせ

絵本の読み聞かせと紙芝居

毛糸でできた『ぽんぽんひよこ』を
釣れたら一羽プレゼントします

１歳未満の方へ『スタイ』をプレゼ
ントします

段ボールのプレートに貼ったこいの
ぼりに飾り付けをします

アイヌ語の表す意味を二つのパネル
から選ぶクイズです

①幼児以上
（幼児は保護者
　同伴）
②どなたでも

幼児以上
（幼児は保護者
同伴）

デジタル分館の
おはなし会

５月７日㈯
13時

じどうしつ
で楽しもう！
こども★
フェスタ
ウィーク

映画会

えほんのへやの
おはなしかい

おはなしぽけっと

５月５日㈭
10時～17時

５月５日㈭
10時30分～
11時30分

５月５日㈭
14時～15時

５月７日㈯
①10時30分
②13時30分

５月14日㈯
14時

５月28日㈯
13時30分

①『リトルモンスター②』
②『プロフェッショナル　仕事の流儀』
⑴ウィスキーブレンダー　輿水精一の
　仕事
⑵棋士　羽生善治の仕事

は　ぶ　よし はる

こしみずせいいち

ひよこつり
ゲーム

幼児以上
（幼児は保護者
同伴）

赤ちゃん
プレゼント

こどもの日
工作

クイズ！
アイヌ語
どっち？

各10人

－

－

や ぶ さ め

ていつに員定 ○ …抽選ではない場合
は、申し込み順となります。

み込し申 ○ …期限や期間の記載がな
い場合は、当日直接会場にお越し
ください。

はに際の加参 ※ マスクの着用や咳エ
チケットの徹底など、感染症対策
にご協力をお願いします。

※内容については、４月15日現在の情報を掲載していま
　す。イベントなどについて、中止や延期、内容が変更
　となっている場合がありますので、ご注意ください。

わくわくおでかけナビゲーション 242022.５月号

ふぉれすと鉱山
日　時イベント 対　象 内　容 定員 参加料 申し込み

申し込み・問い合わせ（☎83５６６６）
知里幸恵 銀のしずく記念館知里幸恵 銀のしずく記念館
ち　　　り　　ゆき　　えち　　　り　　ゆき　　え

山の学校 アイスブレイクと
野遊び

林道を歩いて野鳥の
観察調査
ガイド概論、植物講
座（全５回）

自然の不思議を調べ
る

図鑑の調べ方、
花の調べ方を学ぶ

里山づくり概論、フィ
ールドワーク（全５回）

小学４年生～
中学３年生

鉱山町バードソン

コーザンネイチャー
ガイド養成講座①

コーザン自然観察
みっけ隊

花しらべ

森のようちえん

里山づくりリーダー
養成講座①

５月29日㈰
10時～12時

５月７日㈯
６時～８時
５月８日㈰
10時～17時
①５月14日㈯
  10時～12時
②５月21日㈯
  10時～12時
５月15日㈰
13時～15時

５月22日㈰
10時～12時

５月28日㈯
10時～15時

高校生以上の方

小学生以上の方
（小学生は保護者
同伴）

中学生以上の方

①のびのびコース：
　２～４歳の子ど
　もとその保護者
②もりもりコース：
　５･６歳の子ども

５月４日㈬～
５月28日㈯

５月６日㈮まで

５月７日㈯まで

①５月13日㈮まで
②５月20日㈮まで

春の森を散策しなが
ら生き物を探す

18歳以上

15人

15人

15人

各10人

10人

①10組
②10人

８人

200円

100円

100円

100円

100円

200円

2,000円

５月14日㈯まで

５月３日㈫～
５月21日㈯

５月27日㈮まで

▶ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

※野外で行うイベントには、野外で活動できる服装と靴で参加ください。
※帽子や雨具、飲み物などを持参してください。
※イベントの開催状況などについては、ふぉれすと鉱山のウェブサイト（https://forestkouzan.org/）をご覧ください。

登別桜ざか一期一宴　桜ウオーキング
～桜を見ながらウオーキングしませんか～
登別桜ざか一期一宴　桜ウオーキング
～桜を見ながらウオーキングしませんか～

日時　５月８日㈰受付９時から10時、随時スタート（クロー
　ズ13時）
集合場所　ＪＲ登別駅前横広場
コース　登別駅前から①桜ざか駐車公園・②カムイワッカ・③カ
　ント・レラまでの往復90分から３時間程度の道のり（各自選択）
参加料　100円（桜再生に使用予定）
完走証　記念証とさぎり湯入浴券（雨天は中止）
問い合わせ　成田さん（☎０９０－３３９６－３６０４）

シカの角とまが玉でアクセサリーをつくろう！シカの角とまが玉でアクセサリーをつくろう！
日時　５月14日㈯10時～12時
内容　シカの角などを使ってキーホルダーなどを作ります
定員　20人
参加料　400円
申し込み　５月13日㈮までにカント・レラ（☎84２０６９）

絵本コーナーにお越しください絵本コーナーにお越しください
　登別市市民自治推進委員会育み部会は、市民の皆さんに
『本を読むこと』を広げるため、アーニス内に絵本コーナー
を設置しました。親子で読書に親しめる空間になっています。
日時　５月21日㈯10時～13時
場所　アーニス２階（観光経済部執務室の隣）
問い合わせ　市民協働グループ（☎57１０７９）

鷲別岬の貝塚ウオッチング鷲別岬の貝塚ウオッチング
日時　５月８日㈰９時30分～12時
集合場所　真宗寺駐車場、鷲別町１丁目
定員　15人
参加料　100円
申し込み　５月５日㈭までに伴野さん（☎85７５１５）

なり　た

ばん    の

日時　６月８日㈬15時～16時30分
　（開場14時30分）
演奏曲目　『銀の雫　ふるふるまわり
　に』他
定員　30人
申込期限　６月４日㈯

夏の草木の観察会夏の草木の観察会

講座　知里幸恵８講 1922年愛した／
生きた／綴った （３）登別より東京へ
講座　知里幸恵８講 1922年愛した／
生きた／綴った （３）登別より東京へ

知里幸恵生誕月  陣内麻友美コンサート知里幸恵生誕月  陣内麻友美コンサート

日時　５月９日㈪10時～12時
対象　小学生以上の方（小学生は保護
　者同伴）
内容　知里森舎の森の植物を観察し、
　アイヌ文化との関わりを紹介します
定員　10人
参加料　200円
持ち物　長靴、手袋、帽子、温かい飲
　み物など
申込期限　５月７日㈯

日時　５月21日㈯13時30分～15時
内容　両親への手紙を読み、室蘭港か
　ら青森、そして上野へ向かう旅の風
　景と、上野の平和博覧会と都会の風
　景を味わいます
定員　10人
参加料　100円
申込期限　５月20日㈮

ち　　り　 しん　しゃ

しずく

つづつづ

じんのうち　ま　　ゆ　　みじんのうち　ま　　ゆ　　み
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わくわくおでかけナビゲーション 262022.５月号

▶開館日時
▶申し込み・問い合わせ

市民活動センター からのお知らせ『のぼりん』『のぼりん』
※内容については、４月15日現在の情報を掲載しています。
　イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　なっている場合がありますので、ご注意ください。

※イベントの開催状況などについては、のぼりんのウェブサイト（https://noborin.org/）
　をご覧ください。全て申し込み順となります。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

◀
の
ぼ
り
ん

市民活動支援ラインナップ

のぼりんイベント

日時　月～金曜日10時～17時・19時～21時、土・
　日曜日10時～12時
申し込み　直接のぼりんにお越しください

のぼりんが行っている活動やイベントのサポート
などのボランティアを募集しています
のぼりんが行っている活動やイベントのサポート
などのボランティアを募集しています
のぼりんが行っている活動やイベントのサポート
などのボランティアを募集しています

パステルはクレヨンの延長です
身近なものを描き写してみませんか
パステルはクレヨンの延長です
身近なものを描き写してみませんか
パステルはクレヨンの延長です
身近なものを描き写してみませんか

日時　５月20日㈮10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
持ち物　エプロン、手ふき、新聞紙
参加料　1,000円
　　　（材料費）
※初回の方は、講師が
　パステルと画用紙を
　用意します。

年齢に関係なく楽しめます
碁に触れてみませんか
年齢に関係なく楽しめます
碁に触れてみませんか
年齢に関係なく楽しめます
碁に触れてみませんか

日時　５月28日㈯
　　　10時～12時
対象　小学生以上
定員　10人

ＬＩＮＥのビデオ電話の体験
～市民活動パワーアップ講座～
ＬＩＮＥのビデオ電話の体験
～市民活動パワーアップ講座～
日時　５月16日㈪13時30分～15時
対象　市民活動の運営、立ち上げを考えている
　方
定員　５団体（１団体２人まで）
持ち物　ＬＩＮＥができる状態のスマートフォン

くろ　さわ

おお　たき

民謡はお腹の底から声を出します
全身の運動にもなります
～江差追分道場～

民謡はお腹の底から声を出します
全身の運動にもなります
～江差追分道場～

民謡はお腹の底から声を出します
全身の運動にもなります
～江差追分道場～
日時　５月28日㈯
　　　14時～16時
対象　どなたでも
定員　10人

日時　５月29日㈰
　　　10時～12時
定員　10人

対局を通して将棋を楽しみませんか
～子ども将棋教室～
対局を通して将棋を楽しみませんか
～子ども将棋教室～
対局を通して将棋を楽しみませんか
～子ども将棋教室～

日時　６月１日㈬10時～３日㈮16時
内容　作品展と無料体験を開催します
問い合わせ　黒澤さん（☎85１４７４）

豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ・豆盆栽クラブ）
豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ・豆盆栽クラブ）
豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ・豆盆栽クラブ）

日時　５月30日㈪
　　　10時～11時30分
対象　18歳以上
定員　５人

楽譜は数字で表され弦をピックで弾きます
～大正琴教室～
楽譜は数字で表され弦をピックで弾きます
～大正琴教室～
楽譜は数字で表され弦をピックで弾きます
～大正琴教室～

写真展『クマタカ』（のぼりべつの野鳥たち主催）写真展『クマタカ』（のぼりべつの野鳥たち主催）写真展『クマタカ』（のぼりべつの野鳥たち主催）

ラ イ ンラ イ ンラ イ ン

～のぼりんサポーター登録制度～～のぼりんサポーター登録制度～

日時　５月26日㈭19時～20時30分
対象　まちづくり活動を実践している方、興味が
　ある方
内容　みんなと力を合わせて取り組むまちづくり
　のお話を伺い、参加者同士の交流をします
定員　15人
申込期限　５月25日㈬

みんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくり
～社会教育が語るまちづくり～～社会教育が語るまちづくり～

～パステル画教室～～パステル画教室～

～囲碁教室～～囲碁教室～～囲碁教室～

日時　５月６日㈮12時～12日㈭16時
内容　絶滅危惧種に指定されている数少ないク
　マタカの写真を展示します
問い合わせ　大滝さん（☎86２８９１）

登別市文化・スポーツ振興財団のイベント登別市文化・スポーツ振興財団のイベント

日時　５月15日㈰４時～12時（集合は３時30分）
場所　室蘭港 （室蘭市海岸町） 遊漁船エルムⅤ
内容　船釣りをします
対象　小学３～６年生の子どもとその保護者
定員　４組
参加料　１組8,000円（保険料含む）
持ち物　船釣りカレイ竿・リール（レンタル可）、
　仕掛け・救命胴衣（無料貸し出し)、タオル、
　クーラーボックス、防寒具など
申込期間　５月６日㈮～11日㈬

申し込み・問い合わせ　登別市文化・スポーツ
　振興財団（☎88１１１６）

日時　５月21日㈯10時～12時
場所　登別温泉（詳しい集合場所は、申し込み
　時にお伝えします）
内容　ウオーキング､天然足湯､日帰り入浴体験
講師　観光ボランティアガイド
定員　30人
参加料　500円（日帰り入浴券、保険料を含む）
持ち物　動きやすい服装、タオルなど
申込期間　５月６日㈮～16日㈪

日時　６月２日～20日までの毎週月・木曜日
　　　18時30分～20時（全６回）
場所　市民会館
対象　18歳以上の方
内容　英語で日常的な会話
講師　登別市英語指導助手
定員　10人
参加料　2,000円
持ち物　筆記用具
申込期限　５月25日㈬

温泉散策ウオーキング温泉散策ウオーキング

初心者英会話教室初心者英会話教室

　かけっこが速くなる方法を学びます。
日時　６月４日㈯
　　　①９時20分～10時20分（受付９時から）
　　　②10時50分～11時50分（受付10時30分から）
場所　総合体育館
対象　①小学１・２年生、②小学３・４年生
講師　北風　沙織さん（元陸上日本代表）
定員　40人　　参加料　500円
持ち物　室内運動靴、タオル、飲み物など
申込期間　５月11日㈬～25日㈬

走り方教室走り方教室

ファミリーフィッシング体験ファミリーフィッシング体験

きた　かぜ　　　　　さ　おり

ざお

わくわくおでかけナビゲーション27 2022.５月号 わくわくおでかけナビゲーション・となりまちホットライン27  2022.５月号

室蘭市 伊達市白老町

▶月日　5月3日㈫～5日㈭

▶場所　ＤＥＮＺＡＩ環境科学館
※入館料がかかります。
▶問い合わせ　同館（☎㉒１０５８）

開設日　５月７日㈯
◎大滝自然ふれあい交流施設パーク
　ゴルフ場
開設日　５月15日㈰
◎優徳農村公園サッカー場
◎大滝陸上競技場
◎大滝野球場
◎ノルディックウォーキングコース
　（大滝総合運動公園周辺）
※天候などにより、開設日を変更す
　る場合があります。
▶問い合わせ　大滝総合支所地域振
　興課（☎０１４２82６７４８）

大滝交流施設の開設日のお知らせＤＥＮＺＡＩ環境科学館
ゴールデンウィーク科学館祭

　各地区秋季大会などの優勝16チー
ムが、中体連の前哨戦を展開します。
▶日時　５月14日㈯・15日㈰
▶場所　白老町営野球場ほか
▶問い合わせ　白老町体育協会
　　　　　（☎０１４４82６０４１）

都市対抗野球全国大会
黒獅子旗獲得記念
第18回北海道中学校
軟式野球大会白老大会

①10:20
②13:00
③14:30

各先着
50人

①10:00
②12:45

各先着
12人

各先着
8組

時間 定員

パズル工作

紙おり
工作教室

わくわく
環境教室

①11:15
②14:00

デ ン ザ イ



わくわくおでかけナビゲーション 262022.５月号

▶開館日時
▶申し込み・問い合わせ

市民活動センター からのお知らせ『のぼりん』『のぼりん』
※内容については、４月15日現在の情報を掲載しています。
　イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　なっている場合がありますので、ご注意ください。

※イベントの開催状況などについては、のぼりんのウェブサイト（https://noborin.org/）
　をご覧ください。全て申し込み順となります。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

◀
の
ぼ
り
ん

市民活動支援ラインナップ

のぼりんイベント

日時　月～金曜日10時～17時・19時～21時、土・
　日曜日10時～12時
申し込み　直接のぼりんにお越しください

のぼりんが行っている活動やイベントのサポート
などのボランティアを募集しています
のぼりんが行っている活動やイベントのサポート
などのボランティアを募集しています
のぼりんが行っている活動やイベントのサポート
などのボランティアを募集しています

パステルはクレヨンの延長です
身近なものを描き写してみませんか
パステルはクレヨンの延長です
身近なものを描き写してみませんか
パステルはクレヨンの延長です
身近なものを描き写してみませんか

日時　５月20日㈮10時～12時
対象　18歳以上
定員　10人
持ち物　エプロン、手ふき、新聞紙
参加料　1,000円
　　　（材料費）
※初回の方は、講師が
　パステルと画用紙を
　用意します。

年齢に関係なく楽しめます
碁に触れてみませんか
年齢に関係なく楽しめます
碁に触れてみませんか
年齢に関係なく楽しめます
碁に触れてみませんか

日時　５月28日㈯
　　　10時～12時
対象　小学生以上
定員　10人

ＬＩＮＥのビデオ電話の体験
～市民活動パワーアップ講座～
ＬＩＮＥのビデオ電話の体験
～市民活動パワーアップ講座～
日時　５月16日㈪13時30分～15時
対象　市民活動の運営、立ち上げを考えている
　方
定員　５団体（１団体２人まで）
持ち物　ＬＩＮＥができる状態のスマートフォン

くろ　さわ

おお　たき

民謡はお腹の底から声を出します
全身の運動にもなります
～江差追分道場～

民謡はお腹の底から声を出します
全身の運動にもなります
～江差追分道場～

民謡はお腹の底から声を出します
全身の運動にもなります
～江差追分道場～
日時　５月28日㈯
　　　14時～16時
対象　どなたでも
定員　10人

日時　５月29日㈰
　　　10時～12時
定員　10人

対局を通して将棋を楽しみませんか
～子ども将棋教室～
対局を通して将棋を楽しみませんか
～子ども将棋教室～
対局を通して将棋を楽しみませんか
～子ども将棋教室～

日時　６月１日㈬10時～３日㈮16時
内容　作品展と無料体験を開催します
問い合わせ　黒澤さん（☎85１４７４）

豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ・豆盆栽クラブ）
豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ・豆盆栽クラブ）
豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ・豆盆栽クラブ）

日時　５月30日㈪
　　　10時～11時30分
対象　18歳以上
定員　５人

楽譜は数字で表され弦をピックで弾きます
～大正琴教室～
楽譜は数字で表され弦をピックで弾きます
～大正琴教室～
楽譜は数字で表され弦をピックで弾きます
～大正琴教室～

写真展『クマタカ』（のぼりべつの野鳥たち主催）写真展『クマタカ』（のぼりべつの野鳥たち主催）写真展『クマタカ』（のぼりべつの野鳥たち主催）

ラ イ ンラ イ ンラ イ ン

～のぼりんサポーター登録制度～～のぼりんサポーター登録制度～

日時　５月26日㈭19時～20時30分
対象　まちづくり活動を実践している方、興味が
　ある方
内容　みんなと力を合わせて取り組むまちづくり
　のお話を伺い、参加者同士の交流をします
定員　15人
申込期限　５月25日㈬

みんなでまちづくりみんなでまちづくりみんなでまちづくり
～社会教育が語るまちづくり～～社会教育が語るまちづくり～

～パステル画教室～～パステル画教室～

～囲碁教室～～囲碁教室～～囲碁教室～

日時　５月６日㈮12時～12日㈭16時
内容　絶滅危惧種に指定されている数少ないク
　マタカの写真を展示します
問い合わせ　大滝さん（☎86２８９１）

登別市文化・スポーツ振興財団のイベント登別市文化・スポーツ振興財団のイベント

日時　５月15日㈰４時～12時（集合は３時30分）
場所　室蘭港 （室蘭市海岸町） 遊漁船エルムⅤ
内容　船釣りをします
対象　小学３～６年生の子どもとその保護者
定員　４組
参加料　１組8,000円（保険料含む）
持ち物　船釣りカレイ竿・リール（レンタル可）、
　仕掛け・救命胴衣（無料貸し出し)、タオル、
　クーラーボックス、防寒具など
申込期間　５月６日㈮～11日㈬

申し込み・問い合わせ　登別市文化・スポーツ
　振興財団（☎88１１１６）

日時　５月21日㈯10時～12時
場所　登別温泉（詳しい集合場所は、申し込み
　時にお伝えします）
内容　ウオーキング､天然足湯､日帰り入浴体験
講師　観光ボランティアガイド
定員　30人
参加料　500円（日帰り入浴券、保険料を含む）
持ち物　動きやすい服装、タオルなど
申込期間　５月６日㈮～16日㈪

日時　６月２日～20日までの毎週月・木曜日
　　　18時30分～20時（全６回）
場所　市民会館
対象　18歳以上の方
内容　英語で日常的な会話
講師　登別市英語指導助手
定員　10人
参加料　2,000円
持ち物　筆記用具
申込期限　５月25日㈬

温泉散策ウオーキング温泉散策ウオーキング

初心者英会話教室初心者英会話教室

　かけっこが速くなる方法を学びます。
日時　６月４日㈯
　　　①９時20分～10時20分（受付９時から）
　　　②10時50分～11時50分（受付10時30分から）
場所　総合体育館
対象　①小学１・２年生、②小学３・４年生
講師　北風　沙織さん（元陸上日本代表）
定員　40人　　参加料　500円
持ち物　室内運動靴、タオル、飲み物など
申込期間　５月11日㈬～25日㈬

走り方教室走り方教室

ファミリーフィッシング体験ファミリーフィッシング体験

きた　かぜ　　　　　さ　おり

ざお

わくわくおでかけナビゲーション27 2022.５月号 わくわくおでかけナビゲーション・となりまちホットライン27  2022.５月号

室蘭市 伊達市白老町

▶月日　5月3日㈫～5日㈭

▶場所　ＤＥＮＺＡＩ環境科学館
※入館料がかかります。
▶問い合わせ　同館（☎㉒１０５８）

開設日　５月７日㈯
◎大滝自然ふれあい交流施設パーク
　ゴルフ場
開設日　５月15日㈰
◎優徳農村公園サッカー場
◎大滝陸上競技場
◎大滝野球場
◎ノルディックウォーキングコース
　（大滝総合運動公園周辺）
※天候などにより、開設日を変更す
　る場合があります。
▶問い合わせ　大滝総合支所地域振
　興課（☎０１４２82６７４８）

大滝交流施設の開設日のお知らせＤＥＮＺＡＩ環境科学館
ゴールデンウィーク科学館祭

　各地区秋季大会などの優勝16チー
ムが、中体連の前哨戦を展開します。
▶日時　５月14日㈯・15日㈰
▶場所　白老町営野球場ほか
▶問い合わせ　白老町体育協会
　　　　　（☎０１４４82６０４１）

都市対抗野球全国大会
黒獅子旗獲得記念
第18回北海道中学校
軟式野球大会白老大会

①10:20
②13:00
③14:30

各先着
50人

①10:00
②12:45

各先着
12人

各先着
8組

時間 定員

パズル工作

紙おり
工作教室

わくわく
環境教室

①11:15
②14:00

デ ン ザ イ
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こが ようこ ぶん・え
鈴木　のりたけ 作

高森　美由紀 作

◇さくら
◇大ピンチずかん
◇森のクリーニング店シラギクさん　友だちになった日

　
社
会
貢
献
活
動
は
、
新
た
な
出
会

い
等
の
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
多
く
の
方
々
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
貢
献
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　５
月
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・
28

　
日
㈯

※

中
止
や
一
部
内
容
を
変
更
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
同
校
ウ

　
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
確
認
の
上
、

　
参
加
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

　
　
　
（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

　
本
校
で
は
、
よ
り
良
い
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
社
会
貢
献
活
動
を
紹
介
す
る
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
本
校
の
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
内
に
作
成
し
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
は
学
生
寮
の
あ

る
幌
別
市
街
地
の
道
路
沿
い
を
清
掃

す
る
様
子
を
動
画
で
紹
介
し
て
い
る

ほ
か
、
多
様
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
は

以
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　直木賞作家・宮部みゆきの『サボテン
の花』、光原百合の『橋を渡るとき』、
阿津川辰海の『六人の熱狂する日本人』
の全３編が収録されているミステリーア
ンソロジー。最後に心を揺さぶられる結
末が待っています。

社
会
貢
献
活
動
の
取
り
組
み
を

ウ
ェ
ブ
で
紹
介
し
て
い
ま
す

つくろう、つぎの可能性を。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館

名探偵・浅見光彦全短編
だうち やす お

　名探偵・浅見光彦を愛した全ての人へ
贈る、魅力満載の短編集。単行本初収録
作品『名探偵は居候』を含む、暗号や密
室、旅情などミステリーの楽しさをたっ
ぷり盛り込んだ全６編が収録されていま
す。

かく た みつ よ

はやし こりま

こま い いっ けい

涙と笑いのミステリー
なお き

はな ゆみつ はら

しゅうぺん ろくぜん

り はし わた

しょう さっ か べみや

ろくあ つ かわ たつ み ねっ きょう に ほん じんにん

けつゆこころご

まつ ま

さい

さく

きゆみたか もり

もり てん とも ひ

だい

さく

すず き

 

☎85４３２４☎85４３２４

※図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

内田　康夫 著

みや
なみだ わら

あさ み みつ ひこ

べ ちょ

宮部　みゆき ほか 著

◇タラント
◇奇跡
◇ふぞろいなキューリと地上の卵

角田　光代 著
林　真理子 著
駒井　一慶 著

●米びつ（20　）●長いす（肘掛けなし）●幌別中
学校指定かばん●ジュニアシート●白内障術後眼鏡
（Ｌ）●冷凍庫（家庭用）●雑誌（筆ぐるめ、ＣＤ
－ＲＯＭ）●かんじき（大人用）●冷凍庫●花瓶
（丸型、高さ15～20　）●物置●鍋（アルミ、30　
以下）

申し込み・問い合わせ

ゆずります

ゆずってください

不用品 市ダイヤル

※無料に限ります。
▶登録できないもの

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期
　間は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込
　みください。

衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせ
ん品としてふさわしくないもの

●ひな人形（７段）●すり鉢（33　）●麻雀牌●五
月人形（ケース付き）●エレクトーン●キーボード
●白菊幼稚園制服一式（男子、年小児・年長児）
●タップダンス用靴（23.5　）●冷蔵庫●ランドセ
ル●水彩用額縁（60号）●パネル（60号）●すり鉢
（20　）

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

キロ
グラム

▲社会貢献活動の紹介ページ

▲清掃活動の紹介動画

ロ　　ム

地域だより29  2022.５月号

　
鷲
別
３
丁
目
町
内
会
は
、
会
員
に

防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

防
災
グ
ッ
ズ
33
品
目
が
入
っ
た
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
を
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
行
事
の
予
算
を
財
源
に

購
入
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
た
ら
、
今
回

配
布
し
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負

っ
て
の
避
難
訓
練
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

鷲
別
３
丁
目
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
稲
葉
　
雅
幸

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

　
登
別
本
町
２
町
会
は
、
厳
寒
期
に

災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
迅
速
に

避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
毎
年

夏
と
冬
に
行
い
、
今
年
で
10
年
目
を

迎
え
る
避
難
訓
練
を
２
月
中
旬
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
防
災
グ
ッ
ズ
が
入
っ

た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、

雪
道
を
踏
み
し
め
な
が
ら
避
難
場
所

を
目
指
し
ま
し
た
。

登
別
本
町
２
町
会

　
　
　
　
会
長
　
畠
山
　
憲
一

予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
て

は
た
け
や
ま
　
　
け
ん
い
ち

い
な
　ば
　
　
　
ま
さ
ゆ
き

　
登
別
本
町
２
町
会
は
、
資
源
の
有

効
活
用
と
ご
み
の
減
量
の
た
め
に
、

偶
数
月
の
第
２
日
曜
日
に
廃
品
回
収

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
日
は
、
参
加
者
が
協
力
し
て

会
員
宅
を
回
り
、
玄
関
に
置
か
れ
た

新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
の
運
び
出
し
や
、

回
収
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込

み
、
収
集
場
所
の
公
園
の
除
雪
な
ど

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

登
別
本
町
２
町
会

　
　
　
　
会
長
　
畠
山
　
憲
一

資
源
回
収
で
町
会
の
和

は
た
け
や
ま
　
　
け
ん
い
ち

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

室
内
活
動
に
利
用
し
て
い
る
集
会
施

設
『
永
和
園
』
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
６
町
内
会
か
ら
２
人
ず

つ
参
加
い
た
だ
き
、
ソ
フ
ァ
ー
や
机
、

椅
子
な
ど
を
動
か
し
な
が
ら
隅
々
ま

で
清
掃
し
ま
し
た
。

　
清
掃
が
終
わ
っ
た
後
は
、
調
理
室

か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
森
　
　
芳
昭

活
動
拠
点
を
み
ん
な
で
清
掃

も
り
　
　
　
　
　よ
し
あ
き

地域だより
町内会の
いきいき実践活動を紹介

57
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◇タラント
◇奇跡
◇ふぞろいなキューリと地上の卵

角田　光代 著
林　真理子 著
駒井　一慶 著

●米びつ（20　）●長いす（肘掛けなし）●幌別中
学校指定かばん●ジュニアシート●白内障術後眼鏡
（Ｌ）●冷凍庫（家庭用）●雑誌（筆ぐるめ、ＣＤ
－ＲＯＭ）●かんじき（大人用）●冷凍庫●花瓶
（丸型、高さ15～20　）●物置●鍋（アルミ、30　
以下）

申し込み・問い合わせ

ゆずります

ゆずってください

不用品 市ダイヤル

※無料に限ります。
▶登録できないもの

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期
　間は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込
　みください。

衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせ
ん品としてふさわしくないもの

●ひな人形（７段）●すり鉢（33　）●麻雀牌●五
月人形（ケース付き）●エレクトーン●キーボード
●白菊幼稚園制服一式（男子、年小児・年長児）
●タップダンス用靴（23.5　）●冷蔵庫●ランドセ
ル●水彩用額縁（60号）●パネル（60号）●すり鉢
（20　）

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

キロ
グラム

▲社会貢献活動の紹介ページ

▲清掃活動の紹介動画

ロ　　ム
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鷲
別
３
丁
目
町
内
会
は
、
会
員
に

防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

防
災
グ
ッ
ズ
33
品
目
が
入
っ
た
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
を
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
行
事
の
予
算
を
財
源
に

購
入
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
た
ら
、
今
回

配
布
し
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負

っ
て
の
避
難
訓
練
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

鷲
別
３
丁
目
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
稲
葉
　
雅
幸

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

　
登
別
本
町
２
町
会
は
、
厳
寒
期
に

災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
迅
速
に

避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
毎
年

夏
と
冬
に
行
い
、
今
年
で
10
年
目
を

迎
え
る
避
難
訓
練
を
２
月
中
旬
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
防
災
グ
ッ
ズ
が
入
っ

た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、

雪
道
を
踏
み
し
め
な
が
ら
避
難
場
所

を
目
指
し
ま
し
た
。

登
別
本
町
２
町
会

　
　
　
　
会
長
　
畠
山
　
憲
一

予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
て

は
た
け
や
ま
　
　
け
ん
い
ち

い
な
　ば
　
　
　
ま
さ
ゆ
き

　
登
別
本
町
２
町
会
は
、
資
源
の
有

効
活
用
と
ご
み
の
減
量
の
た
め
に
、

偶
数
月
の
第
２
日
曜
日
に
廃
品
回
収

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
日
は
、
参
加
者
が
協
力
し
て

会
員
宅
を
回
り
、
玄
関
に
置
か
れ
た

新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
の
運
び
出
し
や
、

回
収
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込

み
、
収
集
場
所
の
公
園
の
除
雪
な
ど

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

登
別
本
町
２
町
会

　
　
　
　
会
長
　
畠
山
　
憲
一

資
源
回
収
で
町
会
の
和

は
た
け
や
ま
　
　
け
ん
い
ち

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

室
内
活
動
に
利
用
し
て
い
る
集
会
施

設
『
永
和
園
』
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
６
町
内
会
か
ら
２
人
ず

つ
参
加
い
た
だ
き
、
ソ
フ
ァ
ー
や
机
、

椅
子
な
ど
を
動
か
し
な
が
ら
隅
々
ま

で
清
掃
し
ま
し
た
。

　
清
掃
が
終
わ
っ
た
後
は
、
調
理
室

か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
森
　
　
芳
昭

活
動
拠
点
を
み
ん
な
で
清
掃

も
り
　
　
　
　
　よ
し
あ
き

地域だより
町内会の
いきいき実践活動を紹介
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か
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みやたけ

　本
委
員
会
で
は
重
点
活
動
テ
ー
マ
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
条
例
の

制
定
）
に
加
え
、
委
員
か
ら
の
意
見
を
調

査
・
研
究
項
目
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
本
庁
舎
建
設
に
係
る
議

場
・
関
連
諸
室
の
在
り
方
に
関
し
て
、
議

長
か
ら
本
委
員
会
に
対
し
諮
問
が
あ
り
、

答
申
に
向
け
た
意
見
集
約
へ
の
活
動
お
よ

び
そ
の
他
の
項
目
を
含
み
、
次
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

①
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
条
例
）

②
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
状

況
）

●
公
共
施
設
整
備
の
在
り
方

①
学
校
施
設
（
活
用
方
法
・
統
廃
合
後
の

活
用
）

②
本
庁
舎
建
設
（
議
場
・
関
連
諸
室
の
在

り
方
）

●
教
育
行
政
で
の
懸

案
事
項

①
情
報
化
の
推
進

（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
状
況
）

②
パ
ソ
コ
ン
授
業
の

拡
充
（
子
ど
も
た
ち

へ
の
健
康
影
響
）

          

（
天
神
林
）

　重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
を
テ
ー
マ
に
、

東
川
町
と
留
萌
市
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　東
川
町
で
は
、
株
式
会
社R-body 

project

と
地
域
活
性
化
企
業
人
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
協
定
を
締
結
し
、
住
民
の

健
康
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
開
始
さ
れ
、
内
容

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
住
民
や
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
へ
の
指
導
を
通
じ
て
、
ラ
イ
フ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
競
技
成
績
の
向
上
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　留
萌
市
で
は
、
る
も
い
コ
ホ
ー
ト
ピ
ア
構

想
の
取
り
組
み
と
し
て
、
予
防
医
学
の
観
点

か
ら
、
地
域
の
医
療
・
健
康
・
介
護
の
課
題

を
洗
い
出
し
、
調
査
・
研
究
を
通
じ
て
実
施

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　２
市
町
の
事
業
は
、
目
的
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

あ
る
事
業
で
し
た
。

　先
進
的
な
事

業
内
容
を
参
考

に
、
本
市
で
は

ど
の
よ
う
な
事

業
が
必
要
か
、

引
き
続
き
研
究

を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　（
宮
武
）

　本
委
員
会
で
は
、
本
市
が
観
光
客
へ
の

観
光
情
報
発
信
や
市
民
と
の
交
流
、
ア
イ

ヌ
関
連
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
う
（
仮

称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設
（
ヌ
プ

ㇽ
）
の
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
く
ア
イ
ヌ
関
連
情
報
の
発
信
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
開
設
し
た
、

洞
爺
湖
町
の
ア
イ
ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設

（
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
）
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
普
及
に
よ

り
、
個
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
っ
て
旅
行
先
を
決
め
る
動
き
が
広
が
る

中
、
富
良
野
市
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
個

人
旅
行
者
を
対
象
に
、
地
域
の
魅
力
や
情

報
の
発
信
、
ホ
テ
ル
や
各
種
チ
ケ
ッ
ト
の

予
約
、
電
子
決
済
を
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
状
況
や
、
白
老
町
の
民
族
共
生
象
徴
空

間
（
ウ
ポ
ポ
イ
）
の
開
設
に
伴
う
経
済
効

果
や
波
及
効
果
、
雇
用
状
況
な
ど
に
つ
い

て
も
視
察
し
ま
し
た
。

　本
委
員
会
と

し
て
は
、
こ
れ

ら
の
視
察
成
果

を
政
策
提
言
に

結
び
付
け
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　（
小
栗
）

委員会だより　　　　　　❷ページ

一般質問　　　　　　❸～❻ページ

令和3年度補正予算審査　 ❻ページ

※令和4年度予算については、
　来月号(112号)に掲載される予定です。

CONTENTS

議会だよりかわら版を発行しました

　今年１月に第一子となる長男
を出産し、３月23日から復帰さ
せていただきました。
　子育てと仕事、２つの時間を
大切にしながら、子育て楽しん
でいきたいと思います。(宮武)

　ピンクシャツ大作戦、第1回臨時会に
ついてはかわら版にて掲載しております。
　スマートフォン等をお持ちの方は、左
の二次元バーコードからご覧ください。
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委員会だより

委 員 会 だ よ り

　令
和
３
年
度
の
活
動
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
各
種
意
見

交
換
会
や
行
政
視
察
を
は
じ
め

と
す
る
活
動
が
制
限
さ
れ
、
目

標
の
進
展
へ
は
大
き
な
影
響
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
４
年
度
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
照
会
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
も
考
慮
し
た
活
動
を
展

開
し
て
、
各
テ
ー
マ
の
目
標
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

・
重
点
活
動
テ
ー
マ
『(

仮)

持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
を
登
別
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
条
例
』
の
制
定

・
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
：
①
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の

取
り
組
み
状
況

・
公
共
施
設
整
備
の
あ
り
方
：

①
学
校
施
設
、
②
本
庁
舎
建
設

・
教
育
行
政
で
の
懸
案
事
項
：

①
情
報
化
の
推
進
、
②
パ
ソ
コ

ン
授
業
と
健
康
影
響

以
上
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　

  

（
天
神
林
）

　本
委
員
会
の
令
和
３
年
度
と

令
和
４
年
度
の
２
年
間
の
重
点

活
動
テ
ー
マ
は
「
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」
で

あ
り
ま
す
。

　そ
れ
に
基
づ
き
、
東
川
町
と

留
萌
市
へ
令
和
３
年
11
月
に
行

政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

東
川
町
で
は
企
業
人
材
派
遣

制
度
に
よ
り
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
、
留
萌
市

は
留
萌
コ
ホ
ー
ト
ピ
ア
構
想

（
健
康
の
駅
の
取
り
組
み
）
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
令
和
３
年
４
月
27
日

に
発
生
し
た
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
の
爆
発
事
故
を
受
け
て
、

事
故
の
原
因
と
再
発
防
止
策
の

説
明
を
受
け
た
後
、
現
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
は
重
点
活
動

テ
ー
マ
の
最
終
年
度
と
な
る
た

め
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々

と
の
意
見
交
換
会
を
予
定
し
、

活
動
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

　本
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年

度
の
重
要
活
動
テ
ー
マ
を
「
観

光
産
業
並
び
に
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
い
て
」
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
主
な

活
動
と
し
て
、
昨
年
９
月
に
は
、

ア
イ
ヌ
関
連
情
報
の
発
信
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

洞
爺
湖
町
に
開
設
さ
れ
た
ア
イ

ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設
「
ウ
ト

ゥ
ラ
ノ
」
を
、
ま
た
11
月
に
富

良
野
市
と
白
老
町
を
視
察
し
ま

し
た
。
富
良
野
市
で
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
す
る
個
人
旅
行
観
光

客
を
対
象
に
地
域
の
魅
力
や
情

報
発
信
の
ほ
か
、
電
子
決
済
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組

み
状
況
を
、
ま
た
、
白
老
町
で

は
民
族
共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ

ポ
イ
」
の
開
設
に
伴
う
経
済
効

果
や
波
及
効
果
、
雇
用
状
況
な

ど
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　本
年
も
、
各
種
意
見
交
換
会

や
行
政
視
察
な
ど
を
行
い
、
政

策
提
言
に
向
け
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
　（
小
栗
）

　令
和
３
年
度
を
振
り
返
る
と
、

大
き
な
動
き
や
成
果
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
議
会
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
、
無
事
に
終
了
で
き

た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　若
い
世
代
の
高
校
生
や
専
門

学
校
生
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た

こ
と
、
感
染
予
防
対
策
や
開
催

手
法
な
ど
を
慎
重
に
協
議
し
な

が
ら
開
催
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
は
、
さ
ら
な
る

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
へ
向

け
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　翌
年
の
令
和
５
年
は
、
市
議

会
は
改
選
期
を
迎
え
ま
す
。

　本
委
員
会
で
の
４
年
間
の
経

験
、
成
果
を
改
選
後
の
新
た
な

委
員
会
へ
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
形
に
残
し
て
い
く
こ
と
が

使
命
と
な
り
ま
す
。
　

　委
員
会
名
で
あ
る
、
広
聴
と

公
開
が
担
っ
て
い
る
役
割
へ
の

使
命
や
心
構
え
、
議
会
だ
よ
り

に
関
す
る
編
集
方
針
な
ど
、
共

通
認
識
の
下
、
次
代
に
残
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

　議
会
運
営
委
員
会
は
２
年
間

に
わ
た
り
、
議
長
か
ら
の
諮
問

事
項
、
大
き
く
は
以
下
４
項
目

に
つ
い
て
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
各
種
条
例
、
会
議
規
則
等
の

総
点
検
と
改
善
に
つ
い
て

②
政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
一
層
の
推
進

に
つ
い
て

④
議
会
に
お
け
る
多
様
性
の
確

保
に
つ
い
て

に
対
す
る
現
在
の
進
捗
状
況
は
、

①
は
議
会
の
最
高
規
範
で
あ
る

「
議
会
基
本
条
例
」
の
条
項
追

加
と
条
文
の
改
正
を
行
い
、
最

終
案
の
取
り
ま
と
め
に
入
っ
て

お
り
、
②
は
意
見
公
募
が
終
わ

り
本
年
度
か
ら
施
行
、
③
は
委

員
会
条
例
の
条
文
改
正
を
行
い

運
用
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

④
に
つ
い
て
は
ワ
ー
ク
終
了
の

グ
ル
ー
プ
よ
り
、
新
年
度
か
ら

順
次
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

総
務
・
教
育
委
員
会

『
年
間
活
動
計
画
』
の

 

各
テ
ー
マ
目
標
達
成
へ

議
会
運
営
委
員
会

議
長
か
ら
の
諮
問
事
項

   
に
対
す
る
進
捗
状
況

広
聴
・
公
開
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
知
恵
を

   

出
し
合
え
る
１
年
に

観
光
・
経
済
委
員
会

令
和
３
年
度
の

   

活
動
を
振
り
返
っ
て

生
活
・
福
祉
委
員
会

健
康
な
街
づ
く
り
の

　推
進
に
向
け
た
調
査

て
ん
じ
ん
ば
や
し

さ

　さ

　き

お  

ぐ
り

い  

と
う

わ
か  

き



開
か
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みやたけ

　本
委
員
会
で
は
重
点
活
動
テ
ー
マ
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
条
例
の

制
定
）
に
加
え
、
委
員
か
ら
の
意
見
を
調

査
・
研
究
項
目
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
本
庁
舎
建
設
に
係
る
議

場
・
関
連
諸
室
の
在
り
方
に
関
し
て
、
議

長
か
ら
本
委
員
会
に
対
し
諮
問
が
あ
り
、

答
申
に
向
け
た
意
見
集
約
へ
の
活
動
お
よ

び
そ
の
他
の
項
目
を
含
み
、
次
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

①
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
条
例
）

②
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
状

況
）

●
公
共
施
設
整
備
の
在
り
方

①
学
校
施
設
（
活
用
方
法
・
統
廃
合
後
の

活
用
）

②
本
庁
舎
建
設
（
議
場
・
関
連
諸
室
の
在

り
方
）

●
教
育
行
政
で
の
懸

案
事
項

①
情
報
化
の
推
進

（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
状
況
）

②
パ
ソ
コ
ン
授
業
の

拡
充
（
子
ど
も
た
ち

へ
の
健
康
影
響
）

          

（
天
神
林
）

　重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
を
テ
ー
マ
に
、

東
川
町
と
留
萌
市
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　東
川
町
で
は
、
株
式
会
社R-body 

project

と
地
域
活
性
化
企
業
人
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
協
定
を
締
結
し
、
住
民
の

健
康
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
開
始
さ
れ
、
内
容

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
住
民
や
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
へ
の
指
導
を
通
じ
て
、
ラ
イ
フ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
競
技
成
績
の
向
上
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　留
萌
市
で
は
、
る
も
い
コ
ホ
ー
ト
ピ
ア
構

想
の
取
り
組
み
と
し
て
、
予
防
医
学
の
観
点

か
ら
、
地
域
の
医
療
・
健
康
・
介
護
の
課
題

を
洗
い
出
し
、
調
査
・
研
究
を
通
じ
て
実
施

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　２
市
町
の
事
業
は
、
目
的
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

あ
る
事
業
で
し
た
。

　先
進
的
な
事

業
内
容
を
参
考

に
、
本
市
で
は

ど
の
よ
う
な
事

業
が
必
要
か
、

引
き
続
き
研
究

を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　（
宮
武
）

　本
委
員
会
で
は
、
本
市
が
観
光
客
へ
の

観
光
情
報
発
信
や
市
民
と
の
交
流
、
ア
イ

ヌ
関
連
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
う
（
仮

称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設
（
ヌ
プ

ㇽ
）
の
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
く
ア
イ
ヌ
関
連
情
報
の
発
信
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
開
設
し
た
、

洞
爺
湖
町
の
ア
イ
ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設

（
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
）
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
普
及
に
よ

り
、
個
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
っ
て
旅
行
先
を
決
め
る
動
き
が
広
が
る

中
、
富
良
野
市
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
個

人
旅
行
者
を
対
象
に
、
地
域
の
魅
力
や
情

報
の
発
信
、
ホ
テ
ル
や
各
種
チ
ケ
ッ
ト
の

予
約
、
電
子
決
済
を
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
状
況
や
、
白
老
町
の
民
族
共
生
象
徴
空

間
（
ウ
ポ
ポ
イ
）
の
開
設
に
伴
う
経
済
効

果
や
波
及
効
果
、
雇
用
状
況
な
ど
に
つ
い

て
も
視
察
し
ま
し
た
。

　本
委
員
会
と

し
て
は
、
こ
れ

ら
の
視
察
成
果

を
政
策
提
言
に

結
び
付
け
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　（
小
栗
）

委員会だより　　　　　　❷ページ

一般質問　　　　　　❸～❻ページ

令和3年度補正予算審査　 ❻ページ

※令和4年度予算については、
　来月号(112号)に掲載される予定です。
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委員会だより

委 員 会 だ よ り

　令
和
３
年
度
の
活
動
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
各
種
意
見

交
換
会
や
行
政
視
察
を
は
じ
め

と
す
る
活
動
が
制
限
さ
れ
、
目

標
の
進
展
へ
は
大
き
な
影
響
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
４
年
度
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
照
会
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
も
考
慮
し
た
活
動
を
展

開
し
て
、
各
テ
ー
マ
の
目
標
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

・
重
点
活
動
テ
ー
マ
『(

仮)

持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
を
登
別
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
条
例
』
の
制
定

・
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
：
①
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の

取
り
組
み
状
況

・
公
共
施
設
整
備
の
あ
り
方
：

①
学
校
施
設
、
②
本
庁
舎
建
設

・
教
育
行
政
で
の
懸
案
事
項
：

①
情
報
化
の
推
進
、
②
パ
ソ
コ

ン
授
業
と
健
康
影
響

以
上
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　

  

（
天
神
林
）

　本
委
員
会
の
令
和
３
年
度
と

令
和
４
年
度
の
２
年
間
の
重
点

活
動
テ
ー
マ
は
「
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」
で

あ
り
ま
す
。

　そ
れ
に
基
づ
き
、
東
川
町
と

留
萌
市
へ
令
和
３
年
11
月
に
行

政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

 
東
川
町
で
は
企
業
人
材
派
遣

制
度
に
よ
り
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
、
留
萌
市

は
留
萌
コ
ホ
ー
ト
ピ
ア
構
想

（
健
康
の
駅
の
取
り
組
み
）
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
令
和
３
年
４
月
27
日

に
発
生
し
た
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
の
爆
発
事
故
を
受
け
て
、

事
故
の
原
因
と
再
発
防
止
策
の

説
明
を
受
け
た
後
、
現
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
は
重
点
活
動

テ
ー
マ
の
最
終
年
度
と
な
る
た

め
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々

と
の
意
見
交
換
会
を
予
定
し
、

活
動
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

　本
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年

度
の
重
要
活
動
テ
ー
マ
を
「
観

光
産
業
並
び
に
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
い
て
」
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
主
な

活
動
と
し
て
、
昨
年
９
月
に
は
、

ア
イ
ヌ
関
連
情
報
の
発
信
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

洞
爺
湖
町
に
開
設
さ
れ
た
ア
イ

ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設
「
ウ
ト

ゥ
ラ
ノ
」
を
、
ま
た
11
月
に
富

良
野
市
と
白
老
町
を
視
察
し
ま

し
た
。
富
良
野
市
で
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
す
る
個
人
旅
行
観
光

客
を
対
象
に
地
域
の
魅
力
や
情

報
発
信
の
ほ
か
、
電
子
決
済
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組

み
状
況
を
、
ま
た
、
白
老
町
で

は
民
族
共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ

ポ
イ
」
の
開
設
に
伴
う
経
済
効

果
や
波
及
効
果
、
雇
用
状
況
な

ど
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　本
年
も
、
各
種
意
見
交
換
会

や
行
政
視
察
な
ど
を
行
い
、
政

策
提
言
に
向
け
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
　（
小
栗
）

　令
和
３
年
度
を
振
り
返
る
と
、

大
き
な
動
き
や
成
果
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
議
会
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
、
無
事
に
終
了
で
き

た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　若
い
世
代
の
高
校
生
や
専
門

学
校
生
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た

こ
と
、
感
染
予
防
対
策
や
開
催

手
法
な
ど
を
慎
重
に
協
議
し
な

が
ら
開
催
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
は
、
さ
ら
な
る

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
へ
向

け
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　翌
年
の
令
和
５
年
は
、
市
議

会
は
改
選
期
を
迎
え
ま
す
。

　本
委
員
会
で
の
４
年
間
の
経

験
、
成
果
を
改
選
後
の
新
た
な

委
員
会
へ
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
形
に
残
し
て
い
く
こ
と
が

使
命
と
な
り
ま
す
。
　

　委
員
会
名
で
あ
る
、
広
聴
と

公
開
が
担
っ
て
い
る
役
割
へ
の

使
命
や
心
構
え
、
議
会
だ
よ
り

に
関
す
る
編
集
方
針
な
ど
、
共

通
認
識
の
下
、
次
代
に
残
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

　議
会
運
営
委
員
会
は
２
年
間

に
わ
た
り
、
議
長
か
ら
の
諮
問

事
項
、
大
き
く
は
以
下
４
項
目

に
つ
い
て
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
各
種
条
例
、
会
議
規
則
等
の

総
点
検
と
改
善
に
つ
い
て

②
政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
一
層
の
推
進

に
つ
い
て

④
議
会
に
お
け
る
多
様
性
の
確

保
に
つ
い
て

に
対
す
る
現
在
の
進
捗
状
況
は
、

①
は
議
会
の
最
高
規
範
で
あ
る

「
議
会
基
本
条
例
」
の
条
項
追

加
と
条
文
の
改
正
を
行
い
、
最

終
案
の
取
り
ま
と
め
に
入
っ
て

お
り
、
②
は
意
見
公
募
が
終
わ

り
本
年
度
か
ら
施
行
、
③
は
委

員
会
条
例
の
条
文
改
正
を
行
い

運
用
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

④
に
つ
い
て
は
ワ
ー
ク
終
了
の

グ
ル
ー
プ
よ
り
、
新
年
度
か
ら

順
次
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

総
務
・
教
育
委
員
会

『
年
間
活
動
計
画
』
の

 

各
テ
ー
マ
目
標
達
成
へ

議
会
運
営
委
員
会

議
長
か
ら
の
諮
問
事
項

   

に
対
す
る
進
捗
状
況

広
聴
・
公
開
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
知
恵
を

   

出
し
合
え
る
１
年
に

観
光
・
経
済
委
員
会

令
和
３
年
度
の

   

活
動
を
振
り
返
っ
て

生
活
・
福
祉
委
員
会

健
康
な
街
づ
く
り
の

　推
進
に
向
け
た
調
査

て
ん
じ
ん
ば
や
し

さ

　さ

　き

お  

ぐ
り

い  

と
う

わ
か  

き



　
　室
蘭
市
医
師
会
の
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト
北
海

道
に
対
す
る
、
災
害
時
の
有
効
性
は
。

　
　災
害
時
に
医
療
機
関
の
カ
ル
テ
を
焼
失

し
た
場
合
や
、
住
民
が
お
薬
手
帳
を
紛
失
し

た
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
市
民
の
医
療
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安

質

心
感
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　今
後
の
市
民
の
登
録
数
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

　
　他
の
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
広
報

紙
等
を
活
用
し
市
民
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　
　ペ
ッ
ト
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
多
く
の
市

民
は
災
害
時
の
避
難
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

従
来
の
避
難
訓
練
以
外
に
ペ
ッ
ト
と
同
行
避

難
訓
練
を
実
施
し
検
証
し
て
は
。

　
　現
在
、
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
飼

育
ル
ー
ル
や
同
行
避
難
の
ル
ー
ル
な
ど
を
検

討
を
し
て
お
り
、
飼
育
ル
ー
ル
な
ど
が
作
成

で
き
た
後
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
訓
練
に
つ

い
て
実
施
し
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
職
種
や
募
集
で

こ
だ
わ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
地
域
住
民
や

地
元
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
活
躍
で
き
る
職

種
を
中
心
に
選
定
し
て
い
る
。

質答 答

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
型
は
、
ふ
る

さ
と
Ｐ
Ｒ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
、
委
託

型
は
、
移
住
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当
を
１

名
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
促
進
１
名
、

観
光
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
、
合
計
５
名
の
採

用
を
予
定
し
て
い
る
。

　ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
担
い
手
、
地
域
住

民
や
地
元
企
業
に
活
力
や
刺
激
を
与
え
、
ま

ち
の
活
性
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

　ま
た
、
「
よ
そ
者
目
線
」
で
地
場
産
品
の

Ｐ
Ｒ
や
事
業
継
続
の
担
い
手
と
な
り
、
活
動

終
了
後
も
定
住
に
つ
な
が
る
事
例
も
あ
る
。

　協
力
隊
員
が
自
由
に
伸
び
や
か
な
発
想
で

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

 議会だよりでぃすかす　111号 

一 般 質 問

質 質答 答

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

　
　災
害
対
応
力
の
強
化
を

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

ま
ち
づ
く
り
人
材
の
発
掘
や

　
　
　
　外
部
人
材
の
活
用
は

成
　田
　昭
　浩

成
　田
　昭
　浩

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ

成田議員の
一般質問

公
園
等
の
整
備
、
交
通
安
全
対
策
が
主
な
内

容
で
あ
る
。

　各
事
案
の
所
管
に
応
じ
て
現
場
確
認
し
、

国
や
道
へ
の
要
望
書
の
提
出
や
、
市
が
行
え

る
事
案
に
対
し
て
は
予
算
や
緊
急
度
合
い
を

勘
案
し
、
対
応
す
る
。

　
　（
仮
称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設

の
設
置
目
的
や
施
設
設
備
の
概
要
は
。

　
　道
内
各
地
の
観
光
や
ア
イ
ヌ
関
連
情
報

を
発
信
し
、
登
別
・
白
老
地
域
の
周
遊
拠
点

の
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
産
業
振
興
や
利
用

者
の
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
。

　ト
イ
レ
や
売
店
を
併
設
し
、
売
店
で
は
登

別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
を
販
売
し
、
駐
車
場
に

は
都
市
間
高
速
バ
ス
レ
ー
ン
を
設
け
る
。

質
　市
内
各
連
合
町
内
会
か
ら
の
地
域
要
望
、

単
位
町
内
会
か
ら
の
地
区
課
題
や
要
望
の
主

な
内
容
と
そ
の
対
応
方
法
は
。

　
　連
合
町
内
会
か
ら
は
、
防
災
や
不
法
投

棄
・
河
川
管
理
・
公
共
施
設
整
備
・
道
路
整

備
な
ど
、
単
位
町
内
会
か
ら
は
道
路
や
排
水
、

　
　不
登
校
と
な
っ
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
の

日
数
で
、
適
応
指
導
教
室
に
通
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　
　最
短
は
１
ヵ
月
、
最
長
は
９
ヵ
月
で
保

護
者
と
相
談
し
て
登
校
日
を
決
め
て
い
る
。

　
　適
応
指
導
教
室
の
名
称
や
設
置
場
所
は
、

傷
つ
い
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
配
慮
に
欠
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　別
の
名
称
と
し
て
ス
タ
デ
ィ
広
場
と
も

言
う
が
、
学
習
を
行
う
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
今
後
、
親
し
み
や
す
い
名
称
へ
の
変

更
を
検
討
す
る
。

　設
置
場
所
の
拡
充
は
難
し
い
も
の
の
、
部

屋
自
体
の
環
境
に
つ
い
て
生
徒
が
気
軽
に
入

り
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

　会
派
で
視
察
し
た
富
山
県
射
水
市
で
は
、

子
ど
も
条
例
を
制
定
し
、
子
ど
も
を
大
切
に

す
る
意
思
表
示
を
行
い
、
子
ど
も
の
権
利
支

援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
と
い
う
居
場

所
、
悩
み
相
談
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
条
例
の
制
定
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

議員1 1名が市政を問う

一 般 質 問

て
い
な
い
が
、
階
段
部
分
は
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
敷
設
し
、
融
雪
し
て
い
る
。

　
　人
道
橋
の
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
通

行
に
つ
い
て
は
。

　
　階
段
や
自
転
車
用
ス
ロ
ー
プ
し
か
な
い

た
め
、
避
難
の
際
に
は
持
ち
上
げ
て
移
動
す

る
こ
と
と
な
り
、
複
数
人
で
避
難
す
る
な
ど
、

地
域
の
共
助
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　津
波
避
難
計
画
（
地
域
計
画
）
で
は
、

橋
が
倒
壊
ま
た
は
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
使
用
し
な
い
と
あ
る
が
、
倒
壊
し
た
場

合
の
避
難
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　
　大
津
波
警
報
発
表
時
の
線
路
横
断
方
法

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
な
ど
と
の
協
議
を

継
続
し
て
い
く
。

　津
波
発
生
時
、
栄
町
１
丁
目
・
２
丁
目
住

民
な
ど
の
、
高
台
避
難
場
所
へ
の
唯
一
の
避

難
経
路
が
、
若
草
跨
線
人
道
橋
と
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
　人
道
橋
の
除
雪
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　橋
面
の
除
雪
は
鉄
道
の
保
安
上
実
施
し

質質答 答

質答
津
波
発
生
時
に
お
け
る

　
　避
難
経
路
の
安
全
確
保
を

足
　立
　知
　也

足
　立
　知
　也

あ
　
　 だ
ち
　
　と
も
　
　  

や

あ
　
　 だ
ち
　
　と
も
　
　  

や
足立議員の
一般質問

中継はこちら

令和４年第１回定例会

［令和4年3月7日（月）～3月10日（木）］

今野議員の
一般質問
中継はこちら中継はこちら

 議会だよりでぃすかす　111号 

一 般 質 問

　
　本
市
の
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
課
題
は

　
　公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
、
高
齢
者
な

ど
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
、
公
共
交

通
の
利
用
促
進
、
公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の

対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

質質

　
　公
共
交
通
の
運
賃
助
成
を
実
施
し
た
場

合
の
利
用
状
況
を
確
認
し
た
設
問
で
は
、
高

齢
者
は
す
ぐ
に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　高
齢
者
に
対
す
る
割
引
制
度
の
今
後
の

考
え
は
。

　
　持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
べ
く
先
進
事

例
や
他
自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
て
い
る
が
、

利
用
者
の
状
況
と
そ
れ
に
伴
う
費
用
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
事
例
が
多
く
、

本
市
の
財
政
状
況
に
見
合
っ
た
費
用
負
担
で

実
施
で
き
る
方
法
を
見
い
だ
せ
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
は
バ
ス
の
乗
り
方

教
室
な
ど
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
こ
と
が

な
い
方
に
、
利
用
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

先
行
し
て
実
施
し
て
い
く
。

答 答

後
児
保
育
に
つ
い
て
可
能
性
を
検
討
す
る
と

の
考
え
が
示
さ
れ
た
が
、
双
方
を
検
討
す
る

と
理
解
し
て
良
い
の
か
伺
う
。

　
　現
時
点
で
は
病
児
対
応
型
・
病
後
児
対

応
型
・
体
調
不
良
児
対
応
型
の
３
種
類
の
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
「
医
療
機
関
と

の
連
携
体
制
が
で
き
る
か
。
」
あ
る
い
は
、

「
受
け
入
れ
児
童
の
病
態
変
化
に
的
確
に
対

応
で
き
る
か
。
」
な
ど
、
市
内
小
児
科
医
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
本
市
が
対
応
可
能
な

も
の
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。　最

後
に
病
後
児
対
応
が
近
隣
市
を
見
て
も

現
実
的
と
考
え
る
と
提
案
し
、
長
期
の
課
題

な
の
で
実
現
を
求
め
て
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

　
　本
市
に
お
い
て
子
育
て
支
援
施
策
を
多

く
掲
げ
る
な
か
、
そ
の
一
つ
に
病
児
保
育
の

実
施
を
挙
げ
て
い
る
。

　し
か
し
、
長
年
計
画
に
掲
げ
な
が
ら
も
、

未
だ
実
施
に
至
ら
な
い
現
状
で
あ
り
、
今
般

新
設
の
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
病
児
・
病

質質

答

本
的
な
考
え
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　
　観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
国
際
観
光

需
要
の
増
大
に
よ
り
、
絶
え
ず
変
化
し
て
お

り
、
ニ
ー
ズ
等
に
併
せ
て
随
時
取
り
組
み
を

図
っ
て
い
る
。
　

　特
に
近
年
で
は
、
「
脱
炭
素
社
会
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
を
取
り
入
れ
た
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
地
に
お
い
て

も
、
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
持
続
可

能
な
観
光
の
推
進
」
が
必
要
な
時
期
に
来
て

い
る
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
は
、
関
係
者
が
同

じ
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
向
か
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
向
性
の
協
議
に
際

し
て
は
、
市
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
。

　
　令
和
４
年
度
の
市
政
執
行
方
針
で
は
、

「
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
活
気
に
満
ち
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
「
登
別

観
光
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、
登
別
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
等
と
連
携
し
、
方
向
性

を
協
議
す
る
と
あ
る
が
、
行
政
の
役
割
や
基

質

答質

答

題
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
高
齢
者
、
障
が
い
、

生
活
困
窮
と
い
っ
た
別
分
野
ご
と
の
支
援
体

制
で
は
困
難
と
現
状
認
識
し
て
い
る
。

　そ
の
た
め
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
縦
割
り

や
、
支
え
て
・
受
け
て
と
い
う
関
係
を
越
え

て
多
様
な
主
体
が
参
画
し
た
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
令
和
２
年
度
よ
り
社
会

福
祉
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
し
、
市
町
村
に

お
け
る
包
括
的
な
支
援
整
備
を
行
う
新
た
な

事
業
と
そ
の
財
源
支
援
等
が
創
設
さ
れ
た
。

　本
市
に
お
い
て
は
、
他
機
関
が
協
働
し
、

多
様
な
相
談
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
止
め
る

相
談
支
援
等
を
柱
と
す
る
重
層
的
支
援
制
度

の
実
施
に
向
け
て
、
関
係
機
関
の
理
解
促
進

や
現
状
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
し
て
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
が
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
包
括
的
支
援
体
制
に
取

り
組
む
と
市
政
執
行
方
針
に
て
示
さ
れ
た
が
、

令
和
４
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
　国
に
お
い
て
は
地
域
住
民
が
抱
え
る
課

答
子
育
て
施
策
に
掲
げ
る

　病
児
保
育
の
実
現
の
考
え
は

米
　田
　登
美
子

米
　田
　登
美
子

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ
米田議員の
一般質問

中継はこちら

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
は
　

井
　野
　正
　臣

井
　野
　正
　臣

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

井野議員の
一般質問
中継はこちら

「
登
別
観
光
の
ビ
ジ
ョ
ン
」

　
　
　市
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は

天
神
林
　美
　彦

天
神
林
　美
　彦

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

天神林議員の
一般質問

中継はこちら

本
市
の
地
域
公
共
交
通
の

　
　
　
　
　
　
　現
状
と
課
題
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

佐々木議員の
一般質問
中継はこちら



　
　室
蘭
市
医
師
会
の
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト
北
海

道
に
対
す
る
、
災
害
時
の
有
効
性
は
。

　
　災
害
時
に
医
療
機
関
の
カ
ル
テ
を
焼
失

し
た
場
合
や
、
住
民
が
お
薬
手
帳
を
紛
失
し

た
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
市
民
の
医
療
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安

質

心
感
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　今
後
の
市
民
の
登
録
数
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

　
　他
の
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
広
報

紙
等
を
活
用
し
市
民
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　
　ペ
ッ
ト
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
多
く
の
市

民
は
災
害
時
の
避
難
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

従
来
の
避
難
訓
練
以
外
に
ペ
ッ
ト
と
同
行
避

難
訓
練
を
実
施
し
検
証
し
て
は
。

　
　現
在
、
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
飼

育
ル
ー
ル
や
同
行
避
難
の
ル
ー
ル
な
ど
を
検

討
を
し
て
お
り
、
飼
育
ル
ー
ル
な
ど
が
作
成

で
き
た
後
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
訓
練
に
つ

い
て
実
施
し
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
職
種
や
募
集
で

こ
だ
わ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
地
域
住
民
や

地
元
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
活
躍
で
き
る
職

種
を
中
心
に
選
定
し
て
い
る
。

質答 答

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
型
は
、
ふ
る

さ
と
Ｐ
Ｒ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
、
委
託

型
は
、
移
住
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当
を
１

名
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
促
進
１
名
、

観
光
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
、
合
計
５
名
の
採

用
を
予
定
し
て
い
る
。

　ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
担
い
手
、
地
域
住

民
や
地
元
企
業
に
活
力
や
刺
激
を
与
え
、
ま

ち
の
活
性
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

　ま
た
、
「
よ
そ
者
目
線
」
で
地
場
産
品
の

Ｐ
Ｒ
や
事
業
継
続
の
担
い
手
と
な
り
、
活
動

終
了
後
も
定
住
に
つ
な
が
る
事
例
も
あ
る
。

　協
力
隊
員
が
自
由
に
伸
び
や
か
な
発
想
で

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

 議会だよりでぃすかす　111号 

一 般 質 問

質 質答 答

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

　
　災
害
対
応
力
の
強
化
を

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

ま
ち
づ
く
り
人
材
の
発
掘
や

　
　
　
　外
部
人
材
の
活
用
は

成
　田
　昭
　浩

成
　田
　昭
　浩

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ

な
り
　
　 た
　
　  

あ
き
　
　ひ
ろ

成田議員の
一般質問

公
園
等
の
整
備
、
交
通
安
全
対
策
が
主
な
内

容
で
あ
る
。

　各
事
案
の
所
管
に
応
じ
て
現
場
確
認
し
、

国
や
道
へ
の
要
望
書
の
提
出
や
、
市
が
行
え

る
事
案
に
対
し
て
は
予
算
や
緊
急
度
合
い
を

勘
案
し
、
対
応
す
る
。

　
　（
仮
称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設

の
設
置
目
的
や
施
設
設
備
の
概
要
は
。

　
　道
内
各
地
の
観
光
や
ア
イ
ヌ
関
連
情
報

を
発
信
し
、
登
別
・
白
老
地
域
の
周
遊
拠
点

の
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
産
業
振
興
や
利
用

者
の
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
。

　ト
イ
レ
や
売
店
を
併
設
し
、
売
店
で
は
登

別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
を
販
売
し
、
駐
車
場
に

は
都
市
間
高
速
バ
ス
レ
ー
ン
を
設
け
る
。

質
　市
内
各
連
合
町
内
会
か
ら
の
地
域
要
望
、

単
位
町
内
会
か
ら
の
地
区
課
題
や
要
望
の
主

な
内
容
と
そ
の
対
応
方
法
は
。

　
　連
合
町
内
会
か
ら
は
、
防
災
や
不
法
投

棄
・
河
川
管
理
・
公
共
施
設
整
備
・
道
路
整

備
な
ど
、
単
位
町
内
会
か
ら
は
道
路
や
排
水
、

　
　不
登
校
と
な
っ
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
の

日
数
で
、
適
応
指
導
教
室
に
通
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　
　最
短
は
１
ヵ
月
、
最
長
は
９
ヵ
月
で
保

護
者
と
相
談
し
て
登
校
日
を
決
め
て
い
る
。

　
　適
応
指
導
教
室
の
名
称
や
設
置
場
所
は
、

傷
つ
い
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
配
慮
に
欠
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　別
の
名
称
と
し
て
ス
タ
デ
ィ
広
場
と
も

言
う
が
、
学
習
を
行
う
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
今
後
、
親
し
み
や
す
い
名
称
へ
の
変

更
を
検
討
す
る
。

　設
置
場
所
の
拡
充
は
難
し
い
も
の
の
、
部

屋
自
体
の
環
境
に
つ
い
て
生
徒
が
気
軽
に
入

り
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

　会
派
で
視
察
し
た
富
山
県
射
水
市
で
は
、

子
ど
も
条
例
を
制
定
し
、
子
ど
も
を
大
切
に

す
る
意
思
表
示
を
行
い
、
子
ど
も
の
権
利
支

援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
と
い
う
居
場

所
、
悩
み
相
談
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
条
例
の
制
定
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

議員1 1名が市政を問う

一 般 質 問

て
い
な
い
が
、
階
段
部
分
は
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
敷
設
し
、
融
雪
し
て
い
る
。

　
　人
道
橋
の
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
通

行
に
つ
い
て
は
。

　
　階
段
や
自
転
車
用
ス
ロ
ー
プ
し
か
な
い

た
め
、
避
難
の
際
に
は
持
ち
上
げ
て
移
動
す

る
こ
と
と
な
り
、
複
数
人
で
避
難
す
る
な
ど
、

地
域
の
共
助
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　津
波
避
難
計
画
（
地
域
計
画
）
で
は
、

橋
が
倒
壊
ま
た
は
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
使
用
し
な
い
と
あ
る
が
、
倒
壊
し
た
場

合
の
避
難
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　
　大
津
波
警
報
発
表
時
の
線
路
横
断
方
法

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
な
ど
と
の
協
議
を

継
続
し
て
い
く
。

　津
波
発
生
時
、
栄
町
１
丁
目
・
２
丁
目
住

民
な
ど
の
、
高
台
避
難
場
所
へ
の
唯
一
の
避

難
経
路
が
、
若
草
跨
線
人
道
橋
と
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
　人
道
橋
の
除
雪
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　橋
面
の
除
雪
は
鉄
道
の
保
安
上
実
施
し

質質答 答

質答
津
波
発
生
時
に
お
け
る

　
　避
難
経
路
の
安
全
確
保
を

足
　立
　知
　也

足
　立
　知
　也

あ
　
　 だ
ち
　
　と
も
　
　  

や

あ
　
　 だ
ち
　
　と
も
　
　  

や
足立議員の
一般質問
中継はこちら

令和４年第１回定例会

［令和4年3月7日（月）～3月10日（木）］

今野議員の
一般質問
中継はこちら中継はこちら

 議会だよりでぃすかす　111号 

一 般 質 問

　
　本
市
の
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
課
題
は

　
　公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
、
高
齢
者
な

ど
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
、
公
共
交

通
の
利
用
促
進
、
公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の

対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

質質

　
　公
共
交
通
の
運
賃
助
成
を
実
施
し
た
場

合
の
利
用
状
況
を
確
認
し
た
設
問
で
は
、
高

齢
者
は
す
ぐ
に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　高
齢
者
に
対
す
る
割
引
制
度
の
今
後
の

考
え
は
。

　
　持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
べ
く
先
進
事

例
や
他
自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
て
い
る
が
、

利
用
者
の
状
況
と
そ
れ
に
伴
う
費
用
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
事
例
が
多
く
、

本
市
の
財
政
状
況
に
見
合
っ
た
費
用
負
担
で

実
施
で
き
る
方
法
を
見
い
だ
せ
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
は
バ
ス
の
乗
り
方

教
室
な
ど
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
こ
と
が

な
い
方
に
、
利
用
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

先
行
し
て
実
施
し
て
い
く
。

答 答

後
児
保
育
に
つ
い
て
可
能
性
を
検
討
す
る
と

の
考
え
が
示
さ
れ
た
が
、
双
方
を
検
討
す
る

と
理
解
し
て
良
い
の
か
伺
う
。

　
　現
時
点
で
は
病
児
対
応
型
・
病
後
児
対

応
型
・
体
調
不
良
児
対
応
型
の
３
種
類
の
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
「
医
療
機
関
と

の
連
携
体
制
が
で
き
る
か
。
」
あ
る
い
は
、

「
受
け
入
れ
児
童
の
病
態
変
化
に
的
確
に
対

応
で
き
る
か
。
」
な
ど
、
市
内
小
児
科
医
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
本
市
が
対
応
可
能
な

も
の
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。　最

後
に
病
後
児
対
応
が
近
隣
市
を
見
て
も

現
実
的
と
考
え
る
と
提
案
し
、
長
期
の
課
題

な
の
で
実
現
を
求
め
て
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

　
　本
市
に
お
い
て
子
育
て
支
援
施
策
を
多

く
掲
げ
る
な
か
、
そ
の
一
つ
に
病
児
保
育
の

実
施
を
挙
げ
て
い
る
。

　し
か
し
、
長
年
計
画
に
掲
げ
な
が
ら
も
、

未
だ
実
施
に
至
ら
な
い
現
状
で
あ
り
、
今
般

新
設
の
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
病
児
・
病

質質

答

本
的
な
考
え
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　
　観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
国
際
観
光

需
要
の
増
大
に
よ
り
、
絶
え
ず
変
化
し
て
お

り
、
ニ
ー
ズ
等
に
併
せ
て
随
時
取
り
組
み
を

図
っ
て
い
る
。
　

　特
に
近
年
で
は
、
「
脱
炭
素
社
会
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
を
取
り
入
れ
た
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
地
に
お
い
て

も
、
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
持
続
可

能
な
観
光
の
推
進
」
が
必
要
な
時
期
に
来
て

い
る
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
は
、
関
係
者
が
同

じ
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
向
か
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
向
性
の
協
議
に
際

し
て
は
、
市
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
。

　
　令
和
４
年
度
の
市
政
執
行
方
針
で
は
、

「
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
活
気
に
満
ち
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
「
登
別

観
光
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、
登
別
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
等
と
連
携
し
、
方
向
性

を
協
議
す
る
と
あ
る
が
、
行
政
の
役
割
や
基

質

答質

答

題
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
高
齢
者
、
障
が
い
、

生
活
困
窮
と
い
っ
た
別
分
野
ご
と
の
支
援
体

制
で
は
困
難
と
現
状
認
識
し
て
い
る
。

　そ
の
た
め
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
縦
割
り

や
、
支
え
て
・
受
け
て
と
い
う
関
係
を
越
え

て
多
様
な
主
体
が
参
画
し
た
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
令
和
２
年
度
よ
り
社
会

福
祉
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
し
、
市
町
村
に

お
け
る
包
括
的
な
支
援
整
備
を
行
う
新
た
な

事
業
と
そ
の
財
源
支
援
等
が
創
設
さ
れ
た
。

　本
市
に
お
い
て
は
、
他
機
関
が
協
働
し
、

多
様
な
相
談
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
止
め
る

相
談
支
援
等
を
柱
と
す
る
重
層
的
支
援
制
度

の
実
施
に
向
け
て
、
関
係
機
関
の
理
解
促
進

や
現
状
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
し
て
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
が
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
包
括
的
支
援
体
制
に
取

り
組
む
と
市
政
執
行
方
針
に
て
示
さ
れ
た
が
、

令
和
４
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
　国
に
お
い
て
は
地
域
住
民
が
抱
え
る
課

答
子
育
て
施
策
に
掲
げ
る

　病
児
保
育
の
実
現
の
考
え
は

米
　田
　登
美
子

米
　田
　登
美
子

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ

よ
ね
　
　   

た         

と
　 み
　

 

こ
米田議員の
一般質問
中継はこちら

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
は
　

井
　野
　正
　臣

井
　野
　正
　臣

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

い
　
　
　の      

　ま
さ 

　
　お
み

井野議員の
一般質問

中継はこちら

「
登
別
観
光
の
ビ
ジ
ョ
ン
」

　
　
　市
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は

天
神
林
　美
　彦

天
神
林
　美
　彦

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

て
ん
じ
ん
ば
や
し      

よ
し       

ひ
こ

天神林議員の
一般質問
中継はこちら

本
市
の
地
域
公
共
交
通
の

　
　
　
　
　
　
　現
状
と
課
題
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

佐々木議員の
一般質問

中継はこちら
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一 般 質 問

質答 答

　
　登
別
温
泉
の
「
顔
」
で
あ
る
「
極
楽
通

り
」
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、
坂
道

の
た
め
、
冬
期
は
滑
り
や
す
く
、
観
光
客
が

転
倒
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
終
わ
っ
た
後
の
令
和
９

年
以
降
、
極
楽
通
り
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

質

グ
化
を
含
む
再
開
発
の
考
え
は
。

　
　多
大
な
費
用
を
要
す
る
事
業
だ
が
、
事

業
者
を
交
え
て
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　ス
キ
ー
場
事
業
は
近
年
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
が
、
現
在
稼
働
中
の
リ
フ
ト
２
基
は

い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
運

営
の
要
と
な
る
第
一
リ
フ
ト
は
故
障
す
る
と

営
業
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

早
急
な
る
大
規
模
改
修
を
早
急
に
行
う
必
要

が
あ
る
、
ま
た
今
後
も
幅
広
い
客
層
を
取
り

込
む
に
は
現
在
の
リ
フ
ト
２
基
体
制
は
必
須

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　第
一
リ
フ
ト
の
大
規
模
修
繕
は
令
和
６

年
度
ま
で
に
行
い
、
リ
フ
ト
２
基
体
制
は
今

後
の
状
況
の
推
移
で
判
断
し
た
い
。

答 答

め
に
地
域
特
性
を
生
か
し
た
新
た
な
産
業
や

事
業
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
職

員
数
も
限
ら
れ
た
中
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
具
体
的
な
事
業

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　新
た
な
事
業
を
実
施
す
る
場
合
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
事
業
内
容
を
精
査
す
る
と
と
も
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
目
的
（
地
域
住
民
や
地
元
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な

担
い
手
と
な
り
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
に

活
力
や
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、
ま
ち
を
活

性
化
し
て
い
く
）
に
合
致
す
る
事
業
で
あ
る

か
な
ど
、
担
当
部
署
と
協
議
を
行
い
な
が
ら

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　神
恵
内
村
の
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
の
養
殖
事

業
の
取
り
組
み
、
猿
払
村
の
省
エ
ネ
に
よ
る

葉
物
野
菜
栽
培
、
そ
し
て
、
豊
富
町
が
温
泉

利
用
型
健
康
増
進
施
設
の
運
営
を
行
い
、
一

定
の
成
果
を
出
し
て
い
る
。

　本
市
に
お
い
て
も
地
域
経
済
活
性
化
の
た

質質

答

居
住
誘
導
区
域
を
整
備
・
集
約
し
、
そ
れ
を

公
共
交
通
で
結
ぶ
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
、
第
４

期
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画
「
き
ず
な
」

と
の
連
携
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

　
　登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る

「
き
ず
な
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
登
別
市
地

域
福
祉
計
画
と
計
画
期
間
を
一
致
し
て
き
た

が
、
国
が
示
す
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

実
施
に
も
「
き
ず
な
」
と
の
連
携
を
強
化
し

た
上
で
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
む
。

　
　今
後
の
建
設
関
連
事
業
へ
の
支
援
は
。

　
　建
設
関
係
団
体
か
ら
の
経
営
支
援
に
対

す
る
緊
急
要
望
も
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て

建
設
事
業
経
営
の
影
響
緩
和
策
を
予
定
。

　
　今
後
人
口
減
少
に
よ
り
空
洞
化
が
進
む

中
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

　
　今
後
の
人
口
減
少
を
鑑
み
市
街
化
区
域

を
拡
大
す
る
こ
と
な
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
が
、
鷲
別
・
幌
別
・
登
別

３
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら

質

答答質 質 質

答

の
考
え
は
。

　
　現
在
、
室
蘭
市
と
の
間
で
一
定
程
度
の

広
域
的
な
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
西
胆

振
を
単
位
と
す
る
よ
う
な
広
い
範
囲
の
連
携

は
、
北
海
道
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　改
正
水
道
法
で
は
、
官
民
連
携
も
柱
の

一
つ
と
し
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　浄
水
場
の
運
転
管
理
や
検
針
業
務
、
窓

口
業
務
の
包
括
的
な
委
託
な
ど
は
可
能
と
考

え
て
お
り
、
本
市
に
合
っ
た
適
切
な
官
民
連

携
の
形
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
事
業
の

効
率
化
・
持
続
性
な
ど
の
視
点
か
ら
も
検
討

を
加
え
、
民
間
活
用
に
つ
い
て
継
続
し
て
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　水
道
事
業
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
水
の

需
要
の
減
少
や
水
道
施
設
の
老
朽
化
、
深
刻

化
す
る
人
材
不
足
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
国
は
、
平
成
30
年
12
月
に
水
道

法
の
一
部
を
改
正
し
、
広
域
的
な
連
携
を
図

る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
本
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
と

　
　
　経
済
活
性
化
の
具
体
策
は

田

　中

　寛

　志

田

　中

　寛

　志

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ
田中議員の
一般質問
中継はこちら

水
道
事
業
の
広
域
化
、

　
　
　官
民
連
携
の
取
り
組
み
は

小
　栗
　義
　朗

小
　栗
　義
　朗

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

小栗議員の
一般質問

中継はこちら

新
し
い
時
代
を
見
据
え
た

　
　
　
　市
政
執
行
方
針
を
問
う

杉
　尾
　直
　樹

杉
　尾
　直
　樹

す
ぎ
　
　 お
　
　  

な
お
　
　  

き

す
ぎ
　
　 お
　
　  

な
お
　
　  

き
杉尾議員の
一般質問
中継はこちら

登
別
温
泉
極
楽
通
り
と

　スキ
ー
場
整
備
の
考
え
は

若
　木
　康
　夫

若
　木
　康
　夫

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お
若木議員の
一般質問

中継はこちら
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　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンなどからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、ご来場による傍聴はできる限りお控えいただ
き、スマートフォンやパソコンから議会中継をご
覧いただきますよう、ご協力をお願いします。

議会中継を
スマートフォンなどで
閲覧しませんか？

発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会 問い合わせ ☎8592 20／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp

意見書２件・決議１件が可決されました。

令和４年第１回定例会における議案の賛否状況

ケア労働者の大幅賃上げと職員配置基準の見直しを求
める意見書
シルバー人材センターに対する支援を求める意見書
ウクライナ情勢の早期平和的解決を求める決議

　意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請す
るために関係機関に提出するものであり、決議とは、意
見書と同様に市議会の意思を決定し、対外的に表明する
ものであります。
　第４回定例会では、次の意見書及び決議を可決し、意
見書２件を国会・政府へ提出しました。
　詳しい内容は、市議会ウェブサイトでご覧いただけま
す。

第１回定例会で上程された議案はすべて可決・採択され、
否決された議案はありませんでした。

　議
長
か
ら
の
諮
問
事
項
で
あ

る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
一
層
の
促

進
に
つ
い
て
」
協
議
を
進
め
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
中
で
も
、

「
情
報
通
信
機
器
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会

議
へ
の
出
席
に
つ
い
て
」
重
点

的
に
協
議
を
進
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
重
大
な
感
染
症
の
蔓
延

や
大
規
模
な
災
害
等
、
ま
た
は
、

育
児
や
介
護
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
会
議
の
招
集

場
所
へ
の
参
集
が
困
難
な
場
合

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

会
議
へ
の
出
席
を
可
能
に
す
る

た
め
の
環
境
を
整
備
し
た
も
の

で
す
。

　現
在
、
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
や
情
報
通
信
機
器
等
に
関

す
る
運
用
基
準
の
見
直
し
、
登

別
市
議
会
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
委
員
会
等
運
用
基
準
の
策

定
、
な
ら
び
に
各
委
員
会
に
お

い
て
試
験
運
用
を
進
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
運
用

で
き
る
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

な
り  

た

予算・決算委員会　令和３年度補正予算審査

　
　ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
積
立
金
補
正
後
予
算
は
。

　
　令
和
３
年
度
当
初
予
算
額
は
、
３
億
６
千
900
万
円
で
あ
り
、
今

回
、
９
千
647
万
９
千
円
の
減
額
補
正
に
よ
り
、
２
億
７
千
252
万
１
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　積
立
金
が
大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

　
　当
初
予
算
は
10
億
円
と
し
て
い
た
も
の
の
、
決
算
見
込
み
で
７

億
７
千
万
円
に
減
額
し
た
こ
と
や
、
想
定
よ
り
も
「
寄
付
金
に
係
る

事
業
を
指
定
し
な
い
」
寄
付
金
額
が
増
え
、
「
市
民
活
動
の
促
進
に

関
す
る
事
業
」
等
へ
の
寄
付
が
少
な
か
っ
た
。

　
　太
平
洋
沿
岸
の
赤
潮
被
害
に
よ
る
ウ
ニ
の
価
格
影
響
は
。

　
　仕
入
れ
先
の
ウ
ニ
の
供
給
量
は
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ウ
ニ
全
体
の
仕
入
れ
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
や
、
ウ
ニ
の

輸
送
に
係
る
燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
は
寄

付
金
額
や
内
容
量
を
変
更
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質質 答答質答

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
委
員
会
開
催
、

導
入
へ

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
関
連
の
見
込
み
は

令和4年2月28日(月)

　
　今
年
は
２
月
に
集
中
し
て
積
雪
量
が
多
く
、
除
雪
が
追
い
付
か

な
い
状
況
に
陥
り
学
校
が
休
校
に
な
っ
た
り
、
自
動
車
が
走
行
困
難

に
な
る
な
ど
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

と
比
較
し
て
除
雪
費
は
ど
う
な
の
か
。

　ま
た
、
迅
速
に
除
雪
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
排
雪
が
ス

ム
ー
ズ
で
は
な
く
道
路
に
大
量
の
雪
が
積
み
上
げ
ら
れ
交
通
事
故
の

危
険
を
感
じ
る
が
、
除
雪
と
排
雪
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
排
雪
し
た
後
の
雪
捨
て
場
は
十
分
確
保
で
き
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　除
雪
費
は
昨
年
比
で
現
時
点
で
２
倍
の
経
費
と
な
っ
て
い
て
、

今
後
に
つ
い
て
も
状
況
に
応
じ
て
補
正
を
行
う
。

　排
雪
に
つ
い
て
は
担
当
部
が
区
域
で
分
か
れ
て
市
内
を
確
認
し
、

作
業
を
指
示
し
て
い
る
が
、
積
雪
量
が
多
く
雪
捨
て
場
も
飽
和
状
態

な
の
で
、
次
期
は
５
か
所
増
や
す
予
定
で
あ
る
。
　
　
　（
米
田
）

質答 安
全
に
配
慮
し
た
除
排
雪
作
業
は

令和4年3月1日(火)

令和４年第２回定例会は６月１０日(金)
から開催される予定です。

よ
ね  

た

ち
　

 

だ
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一 般 質 問

質答 答

　
　登
別
温
泉
の
「
顔
」
で
あ
る
「
極
楽
通

り
」
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、
坂
道

の
た
め
、
冬
期
は
滑
り
や
す
く
、
観
光
客
が

転
倒
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
終
わ
っ
た
後
の
令
和
９

年
以
降
、
極
楽
通
り
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

質

グ
化
を
含
む
再
開
発
の
考
え
は
。

　
　多
大
な
費
用
を
要
す
る
事
業
だ
が
、
事

業
者
を
交
え
て
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　ス
キ
ー
場
事
業
は
近
年
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
が
、
現
在
稼
働
中
の
リ
フ
ト
２
基
は

い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
運

営
の
要
と
な
る
第
一
リ
フ
ト
は
故
障
す
る
と

営
業
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

早
急
な
る
大
規
模
改
修
を
早
急
に
行
う
必
要

が
あ
る
、
ま
た
今
後
も
幅
広
い
客
層
を
取
り

込
む
に
は
現
在
の
リ
フ
ト
２
基
体
制
は
必
須

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　第
一
リ
フ
ト
の
大
規
模
修
繕
は
令
和
６

年
度
ま
で
に
行
い
、
リ
フ
ト
２
基
体
制
は
今

後
の
状
況
の
推
移
で
判
断
し
た
い
。

答 答

め
に
地
域
特
性
を
生
か
し
た
新
た
な
産
業
や

事
業
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
職

員
数
も
限
ら
れ
た
中
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
具
体
的
な
事
業

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　新
た
な
事
業
を
実
施
す
る
場
合
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
事
業
内
容
を
精
査
す
る
と
と
も
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
目
的
（
地
域
住
民
や
地
元
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な

担
い
手
と
な
り
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
に

活
力
や
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、
ま
ち
を
活

性
化
し
て
い
く
）
に
合
致
す
る
事
業
で
あ
る

か
な
ど
、
担
当
部
署
と
協
議
を
行
い
な
が
ら

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　神
恵
内
村
の
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
の
養
殖
事

業
の
取
り
組
み
、
猿
払
村
の
省
エ
ネ
に
よ
る

葉
物
野
菜
栽
培
、
そ
し
て
、
豊
富
町
が
温
泉

利
用
型
健
康
増
進
施
設
の
運
営
を
行
い
、
一

定
の
成
果
を
出
し
て
い
る
。

　本
市
に
お
い
て
も
地
域
経
済
活
性
化
の
た

質質

答

居
住
誘
導
区
域
を
整
備
・
集
約
し
、
そ
れ
を

公
共
交
通
で
結
ぶ
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
、
第
４

期
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画
「
き
ず
な
」

と
の
連
携
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

　
　登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る

「
き
ず
な
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
登
別
市
地

域
福
祉
計
画
と
計
画
期
間
を
一
致
し
て
き
た

が
、
国
が
示
す
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

実
施
に
も
「
き
ず
な
」
と
の
連
携
を
強
化
し

た
上
で
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
む
。

　
　今
後
の
建
設
関
連
事
業
へ
の
支
援
は
。

　
　建
設
関
係
団
体
か
ら
の
経
営
支
援
に
対

す
る
緊
急
要
望
も
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て

建
設
事
業
経
営
の
影
響
緩
和
策
を
予
定
。

　
　今
後
人
口
減
少
に
よ
り
空
洞
化
が
進
む

中
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

　
　今
後
の
人
口
減
少
を
鑑
み
市
街
化
区
域

を
拡
大
す
る
こ
と
な
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
が
、
鷲
別
・
幌
別
・
登
別

３
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら

質

答答質 質 質

答

の
考
え
は
。

　
　現
在
、
室
蘭
市
と
の
間
で
一
定
程
度
の

広
域
的
な
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
西
胆

振
を
単
位
と
す
る
よ
う
な
広
い
範
囲
の
連
携

は
、
北
海
道
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　改
正
水
道
法
で
は
、
官
民
連
携
も
柱
の

一
つ
と
し
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　浄
水
場
の
運
転
管
理
や
検
針
業
務
、
窓

口
業
務
の
包
括
的
な
委
託
な
ど
は
可
能
と
考

え
て
お
り
、
本
市
に
合
っ
た
適
切
な
官
民
連

携
の
形
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
事
業
の

効
率
化
・
持
続
性
な
ど
の
視
点
か
ら
も
検
討

を
加
え
、
民
間
活
用
に
つ
い
て
継
続
し
て
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　水
道
事
業
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
水
の

需
要
の
減
少
や
水
道
施
設
の
老
朽
化
、
深
刻

化
す
る
人
材
不
足
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
国
は
、
平
成
30
年
12
月
に
水
道

法
の
一
部
を
改
正
し
、
広
域
的
な
連
携
を
図

る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
本
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
と

　
　
　経
済
活
性
化
の
具
体
策
は

田

　中

　寛

　志

田

　中

　寛

　志

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ

た

　
　

  

な
か

　
　

 

か
ん

　
　

  

じ
田中議員の
一般質問
中継はこちら

水
道
事
業
の
広
域
化
、

　
　
　官
民
連
携
の
取
り
組
み
は

小
　栗
　義
　朗

小
　栗
　義
　朗

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

お
　
　
　ぐ
り
　
　よ
し
　
　 ろ
う

小栗議員の
一般質問
中継はこちら

新
し
い
時
代
を
見
据
え
た

　
　
　
　市
政
執
行
方
針
を
問
う

杉
　尾
　直
　樹

杉
　尾
　直
　樹

す
ぎ
　
　 お
　
　  

な
お
　
　  

き

す
ぎ
　
　 お
　
　  

な
お
　
　  

き
杉尾議員の
一般質問
中継はこちら

登
別
温
泉
極
楽
通
り
と

　スキ
ー
場
整
備
の
考
え
は

若
　木
　康
　夫

若
　木
　康
　夫

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お

わ
か
　
　   

き        

や
す         

お
若木議員の
一般質問
中継はこちら

 議会だよりでぃすかす　111号 

　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンなどからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、ご来場による傍聴はできる限りお控えいただ
き、スマートフォンやパソコンから議会中継をご
覧いただきますよう、ご協力をお願いします。

議会中継を
スマートフォンなどで
閲覧しませんか？

発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会 問い合わせ ☎8592 20／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp

意見書２件・決議１件が可決されました。

令和４年第１回定例会における議案の賛否状況

ケア労働者の大幅賃上げと職員配置基準の見直しを求
める意見書
シルバー人材センターに対する支援を求める意見書
ウクライナ情勢の早期平和的解決を求める決議

　意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請す
るために関係機関に提出するものであり、決議とは、意
見書と同様に市議会の意思を決定し、対外的に表明する
ものであります。
　第４回定例会では、次の意見書及び決議を可決し、意
見書２件を国会・政府へ提出しました。
　詳しい内容は、市議会ウェブサイトでご覧いただけま
す。

第１回定例会で上程された議案はすべて可決・採択され、
否決された議案はありませんでした。

　議
長
か
ら
の
諮
問
事
項
で
あ

る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
一
層
の
促

進
に
つ
い
て
」
協
議
を
進
め
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
中
で
も
、

「
情
報
通
信
機
器
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会

議
へ
の
出
席
に
つ
い
て
」
重
点

的
に
協
議
を
進
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
重
大
な
感
染
症
の
蔓
延

や
大
規
模
な
災
害
等
、
ま
た
は
、

育
児
や
介
護
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
会
議
の
招
集

場
所
へ
の
参
集
が
困
難
な
場
合

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

会
議
へ
の
出
席
を
可
能
に
す
る

た
め
の
環
境
を
整
備
し
た
も
の

で
す
。

　現
在
、
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
や
情
報
通
信
機
器
等
に
関

す
る
運
用
基
準
の
見
直
し
、
登

別
市
議
会
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
委
員
会
等
運
用
基
準
の
策

定
、
な
ら
び
に
各
委
員
会
に
お

い
て
試
験
運
用
を
進
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
運
用

で
き
る
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

な
り  

た

予算・決算委員会　令和３年度補正予算審査

　
　ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
積
立
金
補
正
後
予
算
は
。

　
　令
和
３
年
度
当
初
予
算
額
は
、
３
億
６
千
900
万
円
で
あ
り
、
今

回
、
９
千
647
万
９
千
円
の
減
額
補
正
に
よ
り
、
２
億
７
千
252
万
１
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　積
立
金
が
大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

　
　当
初
予
算
は
10
億
円
と
し
て
い
た
も
の
の
、
決
算
見
込
み
で
７

億
７
千
万
円
に
減
額
し
た
こ
と
や
、
想
定
よ
り
も
「
寄
付
金
に
係
る

事
業
を
指
定
し
な
い
」
寄
付
金
額
が
増
え
、
「
市
民
活
動
の
促
進
に

関
す
る
事
業
」
等
へ
の
寄
付
が
少
な
か
っ
た
。

　
　太
平
洋
沿
岸
の
赤
潮
被
害
に
よ
る
ウ
ニ
の
価
格
影
響
は
。

　
　仕
入
れ
先
の
ウ
ニ
の
供
給
量
は
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ウ
ニ
全
体
の
仕
入
れ
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
や
、
ウ
ニ
の

輸
送
に
係
る
燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
は
寄

付
金
額
や
内
容
量
を
変
更
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質質 答答質答

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
委
員
会
開
催
、

導
入
へ

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
関
連
の
見
込
み
は

令和4年2月28日(月)

　
　今
年
は
２
月
に
集
中
し
て
積
雪
量
が
多
く
、
除
雪
が
追
い
付
か

な
い
状
況
に
陥
り
学
校
が
休
校
に
な
っ
た
り
、
自
動
車
が
走
行
困
難

に
な
る
な
ど
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

と
比
較
し
て
除
雪
費
は
ど
う
な
の
か
。

　ま
た
、
迅
速
に
除
雪
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
排
雪
が
ス

ム
ー
ズ
で
は
な
く
道
路
に
大
量
の
雪
が
積
み
上
げ
ら
れ
交
通
事
故
の

危
険
を
感
じ
る
が
、
除
雪
と
排
雪
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
排
雪
し
た
後
の
雪
捨
て
場
は
十
分
確
保
で
き
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　除
雪
費
は
昨
年
比
で
現
時
点
で
２
倍
の
経
費
と
な
っ
て
い
て
、

今
後
に
つ
い
て
も
状
況
に
応
じ
て
補
正
を
行
う
。

　排
雪
に
つ
い
て
は
担
当
部
が
区
域
で
分
か
れ
て
市
内
を
確
認
し
、

作
業
を
指
示
し
て
い
る
が
、
積
雪
量
が
多
く
雪
捨
て
場
も
飽
和
状
態

な
の
で
、
次
期
は
５
か
所
増
や
す
予
定
で
あ
る
。
　
　
　（
米
田
）

質答 安
全
に
配
慮
し
た
除
排
雪
作
業
は

令和4年3月1日(火)

令和４年第２回定例会は６月１０日(金)
から開催される予定です。

よ
ね  

た

ち
　

 

だ
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◀ウェブサイト
　 https://www.city.
　 noboribetsu.lg.jp/

◀Ｅメール
　 pr@city.
　 noboribe
　 tsu.lg.jp

◀フェイスブック
　@noboribe
　tsu.city

◀ＬＩＮＥ
　@noboribe
　tsucity

◀YouTube
　https://www.
　youtube.com/
　user/Noboribe
　tsuOfficial/

新型コロナワクチン接種に
関するお知らせ
問い合わせ　新型コロナワクチン接種対策グループ（☎81２７７０）

12～17歳の追加接種（３回目接種）を実施しています

５月の集団接種（追加接種のみ）のスケジュール

　医療機関での個別接種と集団接種（16・17歳の方のみ）を次のとおり行います。
対象　２回目接種を終えてから６カ月が経過した12歳～17歳の方
使用するワクチン　ファイザー社製ワクチン
※18歳以上の方の追加接種（３回目接種）に使用しているワクチンと同様のものです。
持ち物　接種券一体型予診票、予防接種済証、母子健康手帳（個別接種のみ）、本人確認書類（運転免許証
　・健康保険証・マイナンバーカードなど）、お薬手帳（お持ちの方のみ）

接種券一体型予診票、予防接種済証、本人確認書類（運転免許証・健康保険証・マイナン
バーカードなど）、お薬手帳（お持ちの方のみ）

登別中央ショッピングセンター・アーニス

武田/モデルナ社製ワクチン ファイザー社製ワクチン

10時～13時
15時～18時

５月22日㈰ ５月28日㈯
15時～18時５月29日㈰

18歳以上の方

医療機関名 予約方法･受付時間

16歳～29歳の方

日　時

あらい内科医院 
※中学生以上の方のみ対象。

いわた内科クリニック
※基礎疾患のない中学生以上の方のみ対象。

いしはら小児科
開田医院
恵愛病院
ＪＣＨＯ登別病院
登別記念病院

伊丹腎クリニック

○市新型コロナワクチンコールセンター
　受付時間　８時～20時
　☎0570－035－056（有料）

○市予約システム（24時間対応）
　https://vaccines.sciseed.jp/
　noboribetsu

電話予約　☎080－6348－4321
受付時間　月～金曜日９時～16時　※祝日も対応。
電話予約　☎855522
受付時間　診療時間内

場　所

持ち物

使用する
ワクチン

※室蘭市内の一部医療機関でも接種を行っています。かかりつけの医療機関にご相談ください。

◀予約ウェブ
　サイト

ジェイコー

集団接種（16・17歳の方のみ対象）については、『５月の集団接種（追加接種のみ）の
スケジュール』をご覧ください。

個別接種について

ワクチンの有効活用を図るため、当日に予約を変更する場合は、
必ず予約先の医療機関にご連絡ください。


